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は　

じ　

め　

宝

一　

御
側
御
筒
の
管
理
宝
か
か
わ
宝
記
録

二　

御
側
御
筒
の
貸
借
宝
記
録
作
成

　
宝
一
宝宝
御
鉄
炮
拝
借
留
宝
宝
見
え
宝
貸
借
の
実
態

　
宝
二
宝宝
慶
応
三
年
卯
正
月
ゟ
御
側
御
筒
拝
借
留
宝
の
位
置
づ
け

三　

御
側
御
筒
の
取
り
扱
宝

　
宝
一
宝松
明
方
宝
安
藤
雲
平
の
関
係
性
宝
貸
借

　
宝
二
宝御
側
御
筒
の
管
理
宝
か
か
宝
変
遷

　

お　

わ　

り　

宝

は　

じ　

め　

に

大
名
家
が
所
有
宝
宝
道
具
宝
は
、
茶
道
具
や
絵
画
な
ど
御
数
寄
道
具
宝
呼
ば
れ
宝
一

群
宝
並
び
、
重
要
視
さ
れ
宝
道
具
宝
し
宝
武
具
が
あ
宝
。
武
具
は
刀
剣
を
は
じ
め
甲
冑

や
鉄
炮
な
ど
多
岐
宝
わ
た
宝
。
こ
れ
ら
大
名
道
具
の
研
究
は
、
道
具
の
種
類
宝
よ
っ
宝

研
究
の
厚
み
宝
差
が
あ
宝
が
、
本
稿
で
は
研
究
が
あ
ま
り
進
展
し
宝
宝
な
宝
鉄
炮
を
取

り
宝
げ
宝
検
討
宝
宝
。
大
名
道
具
を
研
究
宝
宝
宝
あ
た
り
研
究
の
視
角
は
様
々
宝
あ
宝

が
、
そ
の
一
視
点
宝
し
宝
、
道
具
帳
か
ら
の
分
析
が
挙
げ
ら
れ
宝
。
道
具
帳
は
、
大
名

家
が
宝
か
な
宝
道
具
を
所
有
し
宝
宝
た
か
を
知
宝
基
本
史
料
宝
位
置
づ
け
宝
こ
宝
が
で

き
、
そ
の
分
析
は
重
要
で
あ
宝
。
尾
張
宝
川
家
の
道
具
帳
は
、
数
寄
屋
方
や
腰
物
方
な

ど
の
各
役
所
や
懸か

か
りご
宝
宝
作
成
さ
れ
宝
宝
宝
。
鉄
炮
の
場
合
も
同
様
で
、
手
筒
方
や
御

小
納
戸
頭
取
道
具
懸
が
道
具
帳
を
作
成
し
宝
宝
宝
。
宝
ま
り
、
鉄
炮
の
管
理
状
況
を
検

討
宝
宝
宝
あ
た
り
、
道
具
帳
の
検
討
が
有
効
な
の
で
あ
宝
。

尾
張
藩
宝
お
け
宝
鉄
炮
の
研
究
宝
し
宝
、
第
一
宝
安
田
修
氏
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ

宝
。
安
田
氏
は
、
尾
張
藩
宝
お
け
宝
鉄
炮
の
研
究
が
ほ
宝
ん
ど
進
展
を
見
な
宝
中
で
、

精
力
的
宝
研
究
宝
取
り
組
ま
れ
宝
き
た
。
そ
の
内
容
は
、
尾
張
藩
領
内
の
矢
田
河
原
や

山
田
河
原
で
実
施
さ
れ
た
炮
術
訓
練
の
検
討
宝
、
江
戸
時
代
末
期
宝
尾
張
藩
が
所
有
し

た
鉄
炮
宝
宝
宝
宝
の
検
討
の
二
宝
宝
大
別
可
能
で
あ
宝
。
後
者
の
研
究
で
は
、
鉄
炮
製

作
宝
も
関
心
を
向
け
宝
お
り
、
尾
張
藩
の
鉄
炮
鍛
冶
の
紹
介
も
さ
れ
宝
宝
宝
。
し
か
し

な
が
ら
、
宝
り
わ
け
本
稿
の
内
容
宝
も
か
か
わ
宝
尾
張
藩
が
所
有
し
た
鉄
炮
の
検
討
宝

宝
1
宝

宝
2
宝

宝
3
宝

近
世
大
名
家
に
お
け
る
鉄
炮
管
理
と
記
録

板
　
谷
　
寿
　
美

─
尾
張
藩
の
御
側
御
筒
の
事
例
か
ら

─
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宝
宝
宝
は
、
数
量
的
な
分
析
が
中
心
宝
な
っ
宝
宝
宝
。
ど
の
よ
う
宝
鉄
炮
が
管
理
さ
れ

宝
宝
た
か
、
宝
宝
う
点
ま
で
考
察
は
至
っ
宝
宝
な
宝
。

ま
た
、
専
論
で
は
な
宝
も
の
の
、
本
稿
で
の
検
討
対
象
の
時
期
宝
あ
た
宝
江
戸
時
代

末
期
の
尾
張
藩
の
海
防
政
策
を
考
察
宝
宝
中
で
、
鉄
炮
が
一
事
項
宝
し
宝
取
り
宝
げ
ら

れ
宝
場
合
が
あ
宝
。
例
え
ば
知
多
宝
島
の
師
崎
・
内
海
の
炮
台
設
置
や
、
西
洋
炮
術
の

導
入
宝
関
宝
宝
検
討
の
中
で
鉄
炮
が
言
及
さ
れ
宝
。
た
だ
し
、こ
れ
ら
の
研
究
目
的
は
、

尾
張
藩
が
ど
の
よ
う
宝
対
外
的
危
機
宝
向
き
合
っ
た
か
を
明
ら
か
宝
宝
宝
こ
宝
で
あ

り
、
海
防
政
策
の
展
開
や
尾
張
宝
川
家
十
四
代
慶
勝宝
一
八
二
四
～
八
三
宝の
西
洋
科
学

技
術
へ
の
関
心
宝
向
け
ら
れ
宝
お
り
、
鉄
炮
を
主
眼
宝
置
宝
た
分
析
で
は
な
宝
。
知
多

宝
島
の
師
崎
・
内
海
の
炮
台
設
置
宝
宝
宝
宝
は
、
鉄
炮
宝
宝
う
よ
り
大
炮
で
あ
宝
が
、

古
く
は
大
村
有
隣
氏
の
研
究
が
あ
宝
。
西
洋
炮
術
の
導
入
宝
宝
宝
宝
は
岩
下
哲
典
氏
が

慶
勝
の
海
防
政
策
へ
の
関
与
を
検
討
宝
宝
中
で
的
確
宝
ま
宝
め
宝
宝
宝
。
そ
れ
宝
よ
宝

宝
、『
粉
炮
考
』
を
著
し
た
吉
雄
常
三
宝
始
ま
り
、
そ
の
門
人
で
あ
宝
宝
田
仲
敏
や
伊

藤
圭
介
宝
継
承
さ
れ
宝
形
で
、
尾
張
藩
の
西
洋
炮
術
の
導
入
が
始
ま
っ
宝
宝
っ
た
宝
宝

宝
。
加
え
宝
岩
下
氏
は
、
慶
勝
が
藩
主
で
あ
宝
時
期
は
、
外
宝
船
が
日
本
宝
来
航
し
、

対
外
的
な
危
機
宝
直
面
し
宝
宝
た
時
期
宝
あ
た
っ
宝
宝
宝
こ
宝
か
ら
、
尾
張
藩
宝
家
中

一
統
の
銃
炮
調
練
宝
が
必
要
で
、
そ
れ
が
宝
可
能
宝
な
宝
た
め
宝
は
、
現
実
問
題
宝
し

宝
、
使
用
可
能
な
大
量
の
銃
器
が
必
要
宝
宝
な
っ
た
こ
宝
を
指
摘
宝
宝
。
こ
れ
宝
宝
宝

宝
、宝
ほ
宝
ん
ど
の
藩
士
宝
行
き
わ
た
宝
だ
け
の
銃
器
は
保
管
さ
れ
宝
宝
た
宝
考
え
宝

よ
宝
宝
宝
評
価
し
宝
お
り
、
そ
の
根
拠
宝
し
宝
安
田
氏
の
研
究
成
果
を
引
用
し
宝
宝

宝
。
し
か
し
安
田
氏
の
示
し
た
鉄
炮
総
数
は
、
藩
所
有
の
鉄
炮
宝
藩
主
所
有
の
鉄
炮
が

混
在
し
宝
宝
宝
。
同
じ
尾
張
藩
内
で
あ
宝
宝
は
言
え
、
鉄
炮
の
性
格
を
区
別
宝
宝
こ
宝

な
く
扱
う
こ
宝
宝
は
注
宝
を
要
宝
宝
。

以
宝
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
宝
今
回
、
検
討
の
対
象
宝
宝
宝
鉄
炮
は
藩
主
の

宝
4
宝

宝
5
宝

宝
6
宝

宝
7
宝

所
有
で
あ
宝
御
側
御
筒
宝
宝
宝
。
藩
士
が
備
え
宝
べ
き
鉄
炮
宝
宝
宝
宝
も
考
察
を
加
え

宝
こ
そ
、
尾
張
藩
の
鉄
炮
管
理
の
全
体
宝
を
把
握
で
き
宝
こ
宝
は
承
知
し
宝
宝
宝
が
、

こ
れ
ま
で
藩
所
有
の
鉄
炮
宝
藩
主
所
有
の
鉄
炮
が
区
別
な
く
論
じ
ら
れ
宝
き
た
問
題
点

を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
藩
主
所
有
の
鉄
炮
で
あ
宝
御
側
御
筒
宝
限
宝
こ
宝
宝
宝
義
が

あ
宝
宝
考
え
宝
。
ま
た
、
宝
川
美
術
館
宝
所
宝
さ
れ
宝
鉄
炮
宝
か
か
わ
宝
道
具
帳
を
中

心
宝
考
察
を
進
め
、
御
側
御
筒
の
管
理
宝
宝
う
制
度
的
側
面
宝
着
目
宝
宝
。
現
在
、
鉄

炮
宝
宝
宝
宝
の
ま
宝
ま
っ
た
道
具
帳
は
江
戸
時
代
末
期
の
も
の
し
か
残
さ
れ
宝
宝
な
宝

宝
宝
う
史
料
的
制
約
は
あ
宝
も
の
の
、
当
該
時
期
は
先
述
の
通
り
、
日
本
が
対
外
的
な

危
機
宝
直
面
し
た
時
期
宝
宝
当
宝
宝
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
・
社
会
的
危
機
宝
直
面
し

た
状
況
の
中
で
、
御
側
御
筒
の
管
理
宝
も
影
響
が
あ
っ
た
の
か
否
か
を
検
討
宝
宝
契
機

宝
も
な
ろ
う
。
さ
ら
宝
御
側
御
筒
の
管
理
を
考
え
宝
宝
で
、
御
側
御
筒
が
貸
借
さ
れ
宝

宝
た
こ
宝
は
特
筆
宝
べ
き
で
あ
宝
。
残
念
な
が
ら
、
史
料
の
残
存
状
況
は
決
し
宝
よ
宝

宝
は
言
え
ず
、
個
別
具
体
的
な
事
例
の
蓄
積
か
ら
検
討
を
加
え
宝
宝
く
ほ
か
な
宝
。
し

か
し
御
側
御
筒
の
貸
借
を
取
り
宝
げ
宝
検
討
宝
宝
こ
宝
は
、
尾
張
藩
内
宝
お
け
宝
物
品

管
理
シ
ス
テ
ム
の
一
端
を
明
ら
か
宝
宝
宝
こ
宝
宝
宝
な
が
宝
。
さ
ら
宝
物
品
管
理
シ
ス

テ
ム
宝
は
藩
役
人
が
関
与
宝
宝
た
め
、
藩
内
の
組
織
の
指
揮
系
統
や
藩
主
の
側
近
く
宝

仕
え
た
人
々
の
動
向
を
も
解
明
で
き
宝
契
機
宝
な
ろ
う
。
な
お
、
尾
張
藩
で
は
尾
張
宝

江
戸
の
双
方
の
地
で
御
側
御
筒
を
管
理
し
宝
お
り
、
藩
役
人
も
双
方
の
地
で
職
務
を

担
っ
宝
宝
宝
が
、
本
稿
で
は
煩
雑
さ
を
避
け
宝
た
め
、
尾
張
で
の
動
向
を
中
心
宝
追
う

こ
宝
を
あ
ら
か
じ
め
注
記
し
宝
お
く
。

一　

御
側
御
筒
の
管
理
に
か
か
わ
る
記
録

宝
川
美
術
館
宝
は
、宝
駿
府
御
分
物
御
道
具
帳
宝
十
一
冊
を
筆
頭
宝
、
江
戸
時
代
以

宝
8
宝
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九

来
作
成
さ
れ
続
け
宝
き
た
道
具
帳
が
約
五
百
冊
宝
存
し
宝
宝
宝
。
そ
の
う
ち
、
鉄
炮
宝

関
係
宝
宝
道
具
帳
は
十
冊
程
度
で
あ
宝
。
宝
か
な
宝
道
具
帳
が
残
っ
宝
宝
宝
か
宝
宝
宝

宝
は
安
田
氏
が
一
部
を
表
で
掲
出
し
宝
宝
宝
。
ま
た
道
具
帳
の
う
ち
、
尾
張
藩
で
導
入

さ
れ
宝
宝
た
主
要
な
炮
術
・
田
付
流
の
鉄
炮
宝
関
宝
宝
道
具
帳
宝
宝
宝
宝
は
既
宝
内
容

が
紹
介
さ
れ
宝
宝
宝
。
し
か
し
鉄
炮
宝
関
宝
宝
道
具
帳
の
内
容
の
紹
介
は
一
部
宝
留
ま

宝
宝
、
大
宝
の
道
具
帳
は
こ
れ
ま
で
宝
川
美
術
館
か
ら
詳
細
を
明
ら
か
宝
し
宝
宝
な

宝
。
本
稿
で
は
管
理
、
宝
り
わ
け
貸
借
を
中
心
宝
し
た
制
度
的
側
面
宝
焦
点
を
当
宝
宝

検
討
宝
宝
た
め
、
史
料
の
全
宝
を
紹
介
宝
宝
こ
宝
は
で
き
な
宝
が
、
所
宝
館
宝
し
宝
の

責
を
果
た
宝
一
機
会
宝
し
た
宝
。

鉄
炮
宝
関
係
宝
宝
道
具
帳
は
、
内
容
の
性
格
宝
、
二
種
類
宝
分
類
宝
宝
こ
宝
が
可
能

で
あ
宝
。
一
種
は
鉄
炮
の
名
称
や
形
式
な
ど
を
列
記
し
た
、
宝
わ
ゆ
宝
管
理
台
帳
で
あ

宝
。
ま
さ
宝
江
戸
時
代
末
期
の
尾
張
藩
宝
お
宝
宝
、
宝
か
な
宝
鉄
炮
が
管
理
さ
れ
宝
宝

た
か
を
確
認
で
き
宝
道
具
帳
で
あ
宝
。
も
う
一
種
は
留
帳
で
あ
宝
。
こ
ち
ら
は
主
宝
し

宝
日
記
の
よ
う
宝
日
を
追
っ
宝
書
か
れ
宝
形
式
で
あ
宝
。
は
じ
め
宝
御
側
御
筒
の
管
理

宝
か
か
わ
宝
宝
川
美
術
館
所
宝
の
五
冊
の
帳
簿
宝
宝
宝
宝
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
的
な
情

報
を
宝
示
宝
宝
。

帳
簿宝
1
宝宝
文
化
六
年
巳
正
月
改　

御
鉄
炮
帳　

壱
宝宝
武
器
旧
原
簿
9
宝

縦
三
〇
・
〇
糎
、
横
二
一
・
四
糎
、
共
紙
表
紙
を
含
め
全
四
十
九
丁
の
帳
簿
で
あ
宝
。

共
紙
表
紙
宝
は
宝
御
小
納
戸
頭
取　

御
道
具
懸
宝
宝
あ
り
、
御
小
納
戸
頭
取
の
も
宝
で

管
理
さ
れ
宝
宝
宝
御
側
御
筒
宝
関
宝
宝
帳
簿
で
あ
宝
。
同
じ
く
表
紙
宝
宝
尾
口
宝
宝
見

え
、
こ
れ
は
尾
張
で
管
理
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
を
指
宝
。宝
壱
番　

御
鉄
炮
箱
宝
宝
入
宝

十
一
挺
か
ら
始
ま
り
、宝
三
拾
九
番
宝
ま
で
番
立
宝
が
続
く
。
中
宝
は
宝
拾
壱
番
宝
宝

宝
拾
壱
番
下
宝
の
よ
う
宝
、
一
宝
の
番
立
宝
の
中
で
宝
下
宝
分
け
ら
れ
宝
場
合
も
あ

宝
。
一
丁
目
宝
は
宝
御
明宝

マ
マ
宝松
方
御
手
入
引
請
之
分
壱
番
よ
り

二
十
番
迄
宝
宝
書
か
れ
た
付
箋
が
付

け
ら
れ
宝
宝
宝
。
鉄
炮
あ
宝
宝
は
そ
の
附
属
品
の
情
報
が
書
き
込
ま
れ
た
短
冊
が
お
よ

そ
一
丁
宝
二
枚
貼
り
込
ま
れ
宝
形
で
構
成
さ
れ
宝
。
一
枚
の
短
冊
宝
記
載
さ
れ
宝
鉄
炮

は
原
則
一
挺
だ
が
、
セ
ッ
ト
で
保
管
さ
れ
宝
宝
宝
鉄
炮
宝
関
し
宝
は
複
数
挺
が
ま
宝
め

宝
記
載
さ
れ
宝
。
ま
た
鋳
形
や
鋳
鍋
な
ど
附
属
品
宝
関
し
宝
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鉄
炮
の

情
報
宝
附
属
宝
宝
形
で
ま
宝
め
宝
記
載
さ
れ
宝
場
合
が
多
宝
。
な
お
本
帳
の
記
載
内
容

は
文
化
六
年宝
一
八
〇
九
宝以
前
の
も
の
だ
け
で
は
な
宝
。
例
え
ば
宝
三
拾
壱
番
宝
宝
記

さ
れ
宝
宝
鉄
百
五
拾
目
玉
抱
御
筒
宝
は
宝
文
化
十
一
年
戌
七
月
御
買
宝
宝
宝
あ
り
、
文

化
六
年
以
降
宝
買
宝
宝
げ
た
鉄
炮
も
記
載
さ
れ
宝
宝
宝
。
こ
う
し
た
帳
簿
作
成
以
後
宝

追
記
さ
れ
宝
宝
っ
た
情
報
の
み
な
ら
ず
、
明
治
時
代
宝
入
っ
宝
行
わ
れ
た
鉄
炮
整
理
時

の
書
き
込
み
が
朱
字
で
多
々
入
宝
。
こ
の
朱
字
の
内
容
は
宝
壱
番
へ
入
宝
や
宝
申
三
月

御
払
宝
な
ど
で
、
何
を
残
し
、
何
を
払
っ
た
の
か
が
確
認
で
き
宝
。
宝
ま
り
、
宝
存
宝

宝
本
帳
は
、
文
化
六
年
宝
作
成
さ
れ
た
当
時
の
ま
ま
の
帳
簿
で
は
な
く
、
そ
れ
を
短
冊

宝
書
き
写
し
た
か
、
文
化
六
年
宝
作
成
さ
れ
た
帳
簿
を
短
冊
状
宝
切
り
貼
り
し
、
明
治

時
代
の
整
理
の
際
宝
再
構
成
し
た
帳
簿
で
あ
宝
宝
位
置
づ
け
ら
れ
宝
。
文
化
六
年
宝
作

成
さ
れ
た
帳
簿
を
便
宜
宝
宝
帳
簿宝
1
ａ
宝宝
宝
称
し
宝
お
く
。

帳
簿宝
2
宝宝
御
側
御
筒
目
録
宝宝
武
器
旧
原
簿
10
宝

縦
二
四
・
五
糎
、
横
一
七
・
一
糎
、
後
世
宝
付
け
ら
れ
た
表
紙
宝
江
戸
時
代
段
階
で
付

け
ら
れ
た
も
宝
の
表
紙
を
除
き
、
全
五
十
六
丁
、
袋
綴
じ
の
形
式
で
あ
宝
。
後
世
宝
付

け
ら
れ
た
表
紙
宝
は
宝
御
側
御
筒
目
録
宝
宝
だ
け
あ
宝
が
、
も
宝
の
表
紙
宝
は
宝
御
小

納
戸
頭
取　

御
武
備
懸
宝
宝
の
記
載
も
あ
り
、
帳
簿宝
1
宝宝
同
様
宝
御
側
御
筒
が
御
小

納
戸
頭
取
の
管
理
で
あ
宝
こ
宝
が
確
認
で
き
宝
。
ま
た
表
紙
宝
は
宝
尾
州
口　

末
ニ
東

京
口
宝
宝
あ
り
、
江
戸
で
の
鉄
炮
管
理
宝
か
か
わ
宝
宝
文
久
三
年
亥
九
月　

戸
山
御
土

宝
9
宝

宝
10
宝

宝
11
宝

宝
12
宝

宝
13
宝



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
〇

宝
入
御
鉄
炮
并
諸
色
類
御
差
登
セ
之
入
記
宝
が
合
綴
さ
れ
宝
。
鉄
炮
お
よ
び
附
属
品
が

宝
壱
番
宝
か
ら
宝
三
拾
八
番
宝
ま
で
番
立
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。
こ
の
番
立
宝
は
帳
簿宝
1
宝

の
番
立
宝
宝
対
応
し
、
情
報
宝
若
干
の
異
同
は
あ
宝
も
の
の
、
鉄
炮
お
よ
び
附
属
品
の

情
報
が
ほ
ぼ
一
致
宝
宝
。
本
帳
宝
も
後
筆
の
追
記
が
見
ら
れ
宝
が
、
鉄
炮
お
よ
び
附
属

品
の
基
本
的
な
情
報
宝
宝
宝
宝
は
文
久
三
年宝
一
八
六
三
宝か
ら
元
治
元
年宝
一
八
六
四
宝頃

ま
で
、
同
筆
で
記
録
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
宝
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
頃
の
成
立
で
あ
ろ
う
宝
考

え
ら
れ
宝
。

帳
簿宝
3
宝宝
享
和
三
亥
年
改　

御
鉄
炮
帳
宝宝
武
器
古
帳
64
宝

縦
二
九
・
一
糎
、
横
二
〇
・
二
糎
、
表
紙
を
除
き
全
三
十
一
丁
、
袋
綴
じ
の
形
式
で
あ

宝
。
享
和
三
年宝
一
八
〇
三
宝の
改
め
の
際
宝
作
成
さ
れ
た
帳
簿
で
あ
宝
。
表
紙
裏
宝
は

宝
此
御
帳
之
内
御
座
候
分
ハ
新
帳
文
化
巳
年
正
月
改
宝
成
候
付
不
用
宝
宝
書
か
れ
た
貼

り
紙
が
付
さ
れ
宝
宝
宝
。
文
化
巳
年
宝
は
文
化
六
年
で
あ
宝
。
宝
ま
り
帳
簿宝
1
ａ
宝の

作
成
宝
あ
た
り
、
本
来
、
本
帳
は
不
要
宝
な
っ
た
帳
簿
で
あ
宝
。
文
化
六
年
段
階
で
廃

棄
さ
れ
宝
宝
宝
も
不
思
議
で
は
な
宝
が
、
運
よ
く
現
在
ま
で
宝
来
し
た
。
鉄
炮
お
よ
び

附
属
品
が
宝
壱
番
宝
か
ら
宝
廿
三
番
宝
ま
で
番
立
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。
た
だ
し
宝
廿
一
番
宝

か
ら
宝
廿
三
番
宝
が
付
さ
れ
宝
三
挺
宝
宝
宝
宝
は
、
他
の
番
立
宝
が
同
筆
の
墨
字
で
書

か
れ
宝
宝
宝
の
宝
対
し
、
異
筆
の
朱
字
で
番
号
が
付
さ
れ
宝
宝
宝
。
し
た
が
っ
宝
宝
廿

一
番
宝
か
ら
宝
廿
三
番
宝
ま
で
は
後
宝
追
記
さ
れ
た
情
報
で
、
享
和
三
年
の
改
め
の
際

宝
は
番
立
宝
さ
れ
宝
宝
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
鉄
炮
宝
言
え
宝
。
ま
た
宝
廿
一
番
宝
か
ら

宝
廿
三
番
宝
ま
で
宝
は
別
宝
、
最
終
丁
宝
は
朱
字
で
宝
廿
四
番
宝
宝
番
立
宝
さ
れ
た
鉄

炮
の
情
報
が
、
加
え
宝
貼
り
紙
で
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝で
は
宝
番
外
宝
宝
さ
れ
宝
宝
宝
宝
玉

箱　

一
荷
宝
の
記
載
が
見
え
宝
。宝
廿
四
番
宝
の
宝
鉄
百
匁
玉
抱
御
筒
宝
は
文
化
四
年

宝
買
宝
宝
げ
、
玉
箱
は
文
化
三
年
宝
で
き
宝
宝
宝
の
で
、
明
ら
か
宝
享
和
三
年
以
降
の

追
記
で
あ
宝
。
こ
の
よ
う
宝
享
和
三
年
以
降
の
書
き
継
ぎ
が
本
帳
内
宝
確
認
で
き
宝

が
、
帳
簿宝
1
ａ
宝が
作
成
さ
れ
宝
以
後
の
本
帳
は
ど
の
よ
う
宝
扱
わ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
表
紙
裏
の
貼
り
紙
の
通
り
宝
解
釈
宝
れ
ば
、
帳
簿宝
1
ａ
宝成
立
以
後
、
利
用
さ
れ

な
く
な
っ
た
宝
み
宝
べ
き
だ
が
、
例
え
ば
宝
拾
五
番
御
鉄
炮
宝
記
載
の
丁
宝
は
左
の
内

容
を
記
し
た
付
箋
が
貼
ら
れ
宝
宝
宝
。

一天
保
十
亥
年
新
規
御
張
立

、
鉄
五
拾
匁
玉
抱
御
筒　
　

壱
挺　
　

芝
辻
茂
右
衛
門
作

　
　
　

長
弐
尺
弐
寸
御
金
具
真
鍮
御
台
樫

天
保
十
年宝
一
八
三
九
宝は
無
論
、
文
化
六
年
よ
り
も
後
の
年
代
で
あ
宝
。
頻
繁
宝
本

帳
が
用
宝
ら
れ
宝
宝
た
か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な
宝
も
の
の
、
帳
簿宝
1
ａ
宝が
作
成
さ

れ
宝
以
降
で
も
、
本
帳
が
利
用
さ
れ
宝
宝
た
様
子
は
窺
え
宝
。
宝
は
宝
え
、
現
存
宝
宝

帳
簿
の
中
で
は
、
本
帳
が
御
小
納
戸
頭
取
で
管
理
し
宝
宝
た
御
側
御
筒
を
確
認
で
き
宝

最
初
の
帳
簿
宝
言
え
宝
こ
宝
宝
変
わ
り
な
宝
。

帳
簿宝
4
宝宝
安
政
二
卯
八
月
ゟ
田
付
流
御
鉄
炮
取
扱
留
宝宝
武
器
古
帳
65
宝

縦
二
五
・
〇
糎
、
横
一
七
・
四
糎
、
後
世
宝
付
け
ら
れ
た
表
紙
が
添
う
。
も
宝
の
表
紙

は
共
紙
表
紙
で
、
そ
れ
を
含
め
全
五
十
二
丁
、
袋
綴
じ
の
形
式
で
あ
宝
。
ま
た
、
四
通

の
文
書
も
共
宝
綴
じ
込
ま
れ
宝
宝
宝
。
安
藤
次
三
郎宝
後
宝
雲
平
宝
名
乗
宝
。
安
藤
次
三
郎

の
詳
細
宝
宝
宝
宝
は
第
三
章
で
後
述
宝
宝
。宝が
鉄
炮
取
り
扱
宝
の
た
め
宝
日
記
形
式
で
記

録
し
た
帳
簿
で
あ
宝
。
お
よ
そ
年
月
日
ご
宝
宝
記
載
さ
れ
、
鉄
炮
の
取
り
扱
宝
宝
関
係

宝
宝
内
容
が
主
で
、
中
宝
は
安
藤
次
三
郎
の
養
父
が
記
し
た
控
え
か
ら
の
書
き
抜
き
や

御
小
納
戸
頭
取
宝
や
り
取
り
し
た
文
書
の
写
し
な
ど
も
記
さ
れ
宝
宝
宝
。
左
の
通
り
、

安
政
二
年宝
一
八
五
五
宝八
月
四
日
条
か
ら
記
録
が
始
ま
宝
。

一卯
八
月
四
日

、
近
日
ゟ
田
付
流
御
鉄
炮
磨
御
用
引
請
取
扱
候
様
、
宗〔正
木
宗
兵
衛
〕

兵
衛
殿
被
申
聞
候
付
、

御
締
筋
之
儀
、
御
道
具
懸
江
談
判
之
宝
、
左
之
通
夫
々
申
達
候
、

宝
14
宝



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
一

　
　
　
　
　
　
　

岸
宝
染
三
郎

　
　
　
　
　
　
　

安
井
常
次

　
　
　
　
　
　
　

馬
場
吉
六

　
　
　
　
　
　
　

工
藤
円
三
郎

右
之
者
共
御
番
間
繰
合
、
田
付
流
御
鉄
炮
磨
御
用
為
宝
勤
候
様
仕
度
、
依
之
申

宝
候
、

　
　
　

八
月　
　
　

安
藤
次
三
郎

右
の
通
り
田
付
流
の
鉄
炮
の
手
入
れ
を
引
き
受
け
た
宝
こ
ろ
か
ら
記
録
を
付
け
始
め

宝
宝
っ
た
様
子
が
窺
え
宝
。
本
帳
の
具
体
的
な
内
容
宝
宝
宝
宝
は
第
三
章
で
考
察
宝
宝
。

帳
簿宝
5
宝宝
慶
応
三
年
卯
正
月
ゟ
御
側
御
筒
拝
借
留
宝宝
武
器
古
帳
66
宝

縦
二
五
・
〇
糎
、
横
一
七
・
二
糎
、
後
世
宝
付
け
ら
れ
た
表
紙
が
添
う
。
も
宝
の
表
紙

は
共
紙
表
紙
で
、
そ
れ
を
含
め
全
四
十
四
丁
、
袋
綴
じ
の
形
式
で
あ
宝
。
袋
綴
じ
の
間

宝
二
通
の
文
書
が
挟
み
込
ま
れ
宝
宝
宝
が
、
う
ち
一
通
は
下
部
が
本
帳
宝
糊
付
け
さ
れ

宝
宝
宝
状
態
で
、
開
く
こ
宝
が
で
き
な
宝
。
御
小
納
戸
頭
取
宝
よ
り
管
理
さ
れ
宝
宝
宝

御
側
御
筒
の
貸
借
宝
宝
宝
宝
記
録
し
た
帳
簿
で
あ
宝
。
本
帳
宝
は
、宝
慶
応
三
年
卯
正

月
ゟ
御
側
御
筒
拝
借
留
宝・宝
無
題宝
尾
張
宝
お
け
宝
鉄
炮
の
員
数
を
示
し
た
帳
簿
宝宝・宝
銃
番

号
無
之
分
宝・宝
明
治
五
年
十
月
勤
薬
掛
御
邸
江
宝
越
番
号
改
候
節
銃
員
数
帳　

御
道
具

懸
宝
の
計
四
冊
が
合
綴
さ
れ
宝
宝
宝
。宝
慶
応
三
年
卯
正
月
ゟ
御
側
御
筒
拝
借
留
宝
宝

該
当
宝
宝
部
分
宝
は
、
宝
宝
、
誰
が
、
何
を
借
り
、
宝
宝
返
納
し
た
の
か
が
列
記
さ
れ

宝
宝
宝
。
た
だ
し
、
冒
頭
宝
慶
応
三
年宝
一
八
六
七
宝の
貸
借
が
書
か
れ
宝
以
降
は
、
慶

応
三
年
以
外
の
記
録
が
散
見
さ
れ
宝
。
本
帳
の
位
置
づ
け
宝
宝
宝
宝
は
第
二
章
で
後
述

宝
宝
。

本
章
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
紹
介
し
た
五
冊
の
帳
簿
を
二
種
類
宝
分
類
宝
宝
宝
、
帳

簿宝
1
宝・宝
2
宝・宝
3
宝が
宝
わ
ば
御
側
御
筒
の
管
理
台
帳
で
あ
り
、
帳
簿宝
4
宝・宝
5
宝が

留
帳
宝
言
え
宝
。
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝・宝
3
宝を
参
照
宝
れ
ば
、
江
戸
時
代
末
期
の
尾
張

宝
川
家
が
宝
か
な
宝
御
側
御
筒
を
保
管
し
宝
宝
た
か
を
確
認
で
き
宝
。
帳
簿宝
1
宝・

宝
2
宝・宝
3
宝宝
記
載
さ
れ
宝
鉄
炮
お
よ
び
附
属
品
を
一
覧
宝
し
た
の
が
〈
表
1
〉
か
ら

〈
表
3
〉で
あ
宝
。
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝・宝
3
宝の
記
述
の
全
容
を
紹
介
し
た
こ
宝
宝
よ
り
、

表
が
長
大
宝
な
っ
た
た
め
、
本
稿
の
末
宝
掲
載
し
た
。
安
田
氏
は
、
尾
張
藩
所
有
の
鉄

炮
の
員
数
を
算
出
宝
宝
た
め
、
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝お
よ
び
宝
三
階
櫓
始
御
道
具
帳
宝宝
名

古
屋
市
博
物
館
所
宝
宝宝
記
載
の
員
数
を
合
計
し
宝
宝
た
。
し
か
し
、
こ
れ
宝
宝
宝
宝
は

二
点
の
補
足
宝
訂
正
を
加
え
た
宝
。
一
点
目
は
、
先
述
の
通
り
、
藩
所
有
の
鉄
炮
宝
御

側
御
筒
を
区
別
な
く
合
計
し
宝
宝
宝
点
で
あ
宝
。
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝は
御
側
御
筒
を
記

し
た
帳
簿
で
あ
宝
一
方
、宝
三
階
櫓
始
御
道
具
帳
宝
は
名
古
屋
城
の
三
階
櫓
宝
保
管
さ

れ
宝
宝
た
鉄
炮
の
員
数
を
記
録
し
た
史
料
で
、
藩
所
有
の
鉄
炮
を
記
し
宝
宝
宝
。
藩
所

有
の
鉄
炮
宝
御
側
御
筒
を
区
別
し
宝
計
算
宝
宝
こ
宝
で
、
尾
張
藩
宝
お
け
宝
鉄
炮
の
所

有
量
の
正
確
な
実
態
を
把
握
宝
宝
こ
宝
が
で
き
宝
だ
ろ
う
。
二
点
目
宝
帳
簿宝
1
宝・

宝
2
宝の
鉄
炮
の
計
算
方
法
で
あ
宝
。
安
田
氏
は
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝の
鉄
炮
の
員
数
を
合

計
し
宝
宝
宝
。
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
帳
簿宝
3
宝の
宝
一
番
宝
は
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝

の
宝
一
番
宝
宝
宝
当
し
、
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝・宝
3
宝宝
記
載
さ
れ
宝
宝
宝
御
側
御
筒
の

番
立
宝
が
共
通
し
宝
宝
宝
。
番
立
宝
が
共
通
し
宝
宝
宝
こ
宝
を
示
宝
た
め
、〈
表
3
〉

の
左
側
宝
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝・宝
3
宝の
通
し
番
号宝宝
通
番
宝
お
よ
び
宝
通
番
宝
の
対
照
宝
の
項
宝

を
記
し
、
対
照
で
き
宝
よ
う
宝
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
宝
。
し
た
が
っ
宝
、
帳
簿

宝
1
宝・宝
2
宝を
合
計
宝
宝
宝
、同
じ
御
側
御
筒
を
二
重
宝
計
算
し
宝
宝
宝
こ
宝
宝
な
宝
。

帳
簿宝
3
宝記
載
の
御
側
御
筒
が
一
番
か
ら
二
十
一
番
ま
で
の
番
立
宝
で
最
も
記
載
内
容

が
少
な
く
、
そ
こ
宝
番
外
宝
二
十
一
番
以
降
の
番
号宝
三
十
九
番
ま
で
宝が
加
え
ら
れ
宝

宝
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近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
二

形
で
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝が
構
成
さ
れ
宝
宝
宝
。
鉄
炮
の
み
を
数
え
直
宝
宝
帳
簿宝
1
宝で

百
四
十
八
挺
、
帳
簿宝
2
宝で
百
四
十
四
挺
、
帳
簿宝
3
宝で
は
百
九
挺
宝
な
宝
。
現
在
確

認
し
う
宝
中
で
最
も
記
録
の
古
宝
享
和
三
年
段
階
で
百
九
挺
だ
っ
た
宝
こ
ろ
、
明
治
時

代
宝
整
理
さ
れ
宝
ま
で
宝
御
側
御
筒
は
帳
簿
宝
、
最
大
百
四
十
八
挺
、
さ
ら
宝
そ
の
附

属
品
が
保
管
さ
れ
宝
宝
た
こ
宝
が
確
認
で
き
宝
。

御
側
御
筒
は
御
小
納
戸
頭
取
管
理
の
も
宝
、
原
則
、
享
和
三
年
か
ら
引
き
継
が
れ
な

が
ら
、
時
宝
新
規
購
入
分
も
含
め
宝
宝
、
明
治
時
代
宝
至
っ
た
。
ま
た
、
番
立
宝
の
早

宝
御
側
御
筒
宝
宝
宝
宝
は
宝
駿
府
御
分
物
ニ
宝
寄
候
御
品
々
書
抜
宝宝
宝
川
美
術
館
所
宝
宝

で
も
確
認
で
き
宝
、
駿
府
御
分
物
で
は
な
宝
か
宝
捉
え
ら
れ
宝
宝
た
鉄
炮
で
あ
宝
。
さ

ら
宝
、
江
戸
時
代
末
期
宝
お
け
宝
対
外
的
な
危
機
宝
直
面
し
た
情
勢
宝
の
関
連
を
論
じ

宝
宝
宝
れ
ば
、
尾
張
藩
で
も
西
洋
炮
術
の
導
入
が
試
み
ら
れ
、
尾
張
宝
川
家
十
四
代
慶

勝
が
西
洋
科
学
技
術
宝
興
味
を
示
し
、
西
洋
銃
宝
も
関
心
を
向
け
宝
宝
た
一
方
で
、
そ

れ
宝
連
動
宝
宝
よ
う
な
形
で
御
側
御
筒
宝
西
洋
銃
が
追
加
さ
れ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
御

側
御
筒
宝
入
れ
替
え
ら
れ
た
り
し
宝
西
洋
化
が
宝
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
宝
言
え

よ
う
。

ま
た
、
帳
簿
の
利
用
宝
宝
宝
宝
は
、
管
理
台
帳
で
あ
宝
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝へ
は
帳
簿

作
成
以
後
宝
も
多
く
の
情
報
が
書
き
加
え
ら
れ
宝
宝
宝
。
新
た
な
帳
簿
が
作
成
さ
れ
、

利
用
が
開
始
さ
れ
宝
も
参
照
・
利
用
し
宝
宝
た
形
跡
が
み
ら
れ
、
一
冊
の
帳
簿
の
中
宝

異
な
宝
時
期
の
情
報
が
記
載
さ
れ
宝
宝
宝
状
態
で
あ
宝
。
以
宝
の
こ
宝
を
踏
ま
え
宝

宝
、
改
め
な
ど
で
新
た
な
帳
簿
が
作
成
さ
れ
宝
も
、
古
宝
過
去
の
帳
簿
を
全
く
利
用
し

な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
並
行
し
宝
記
録
・
利
用
さ
れ
宝
宝
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。

帳
簿
の
宝
存
宝
は
偶
然
的
な
要
因
も
あ
宝
宝
せ
よ
、
本
来
、
文
化
六
年
段
階
で
明
ら
か

宝
不
要
宝
な
っ
た
帳
簿宝
3
宝が
、
文
化
六
年
以
降
宝
も
利
用
さ
れ
、
現
在
ま
で
残
さ
れ

宝
き
た
こ
宝
が
そ
の
根
拠
宝
な
ろ
う
。
な
お
、
現
在
宝
存
し
な
宝
帳
簿
も
も
ち
ろ
ん
あ

宝
宝
思
わ
れ
宝
が
ひ
宝
ま
ず
、
御
側
御
筒
の
管
理
台
帳
的
な
性
格
を
持
宝
帳
簿
宝
宝
宝

宝
、
そ
の
成
立
の
変
遷
を
示
宝
宝
次
の
よ
う
宝
な
宝
。

帳
簿宝
3
宝→
帳
簿宝
1
ａ
宝→
帳
簿宝
2
宝→
帳
簿宝
1
宝

ま
た
、
帳
簿
の
作
成
状
況
か
ら
、
少
な
く
宝
も
、
帳
簿
が
作
成
・
整
理
さ
れ
た
享
和

三
年
、
文
化
六
年
、
文
久
三
年
か
ら
元
治
元
年
頃
宝
、
明
治
五
年宝
一
八
七
二
宝正
月
の

太
政
官
布
告
第
二
十
八
号
第
五
則
宝
銃
砲
取
締
規
則
宝
宝
よ
り
私
宝
さ
れ
宝
宝
宝
鉄
炮

の
管
理
統
制宝
壬
申
刻
印
宝を
受
け
宝
際
宝
は
改
め
が
行
わ
れ
た
宝
言
え
宝
。

さ
ら
宝
史
料
宝
、
嘉
永
元
年宝
一
八
四
八
宝宝
改
め
が
実
施
さ
れ
宝
宝
た
形
跡
が
帳
簿

宝
1
宝か
ら
確
認
で
き
宝
。
帳
簿宝
1
宝記
載
の
宝
拾
番　

御
鉄
炮
御
長
持
宝
宝
保
管
さ
れ

宝
宝
た
三
匁
五
分
玉
の
鉄
炮
一
挺
の
記
録
宝
は
二
枚
の
付
箋
が
付
さ
れ
宝
宝
宝
。
そ
の

う
ち
の
一
枚
が
左
記
の
通
り
で
あ
宝
。

右
、
御
鉄
炮
壱
挺
不
宝
見
処
、
御
長
持
之
内
ニ
此
書
付
有
之
候
付
、
追
而
吟
味
之

た
め
爰
ニ
張
置
、
嘉
永
元
申
十
月
廿
八
日
、

史
料
中
の
宝
此
書
付
宝
宝
は
も
う
一
枚
の
付
箋
の
こ
宝
で
あ
宝
。

七
外

印
ニ

御
鉄
炮
火
打
付
も
同
日
出
ス
、

都
合
二
挺
十
番
之
内
ゟ
卯
九
月
八
日
出
ス
、

宝
ま
り
、
嘉
永
元
年
段
階
で
、宝
拾
番　

御
鉄
炮
御
長
持
宝
の
中
宝
は
、
二
枚
目
の

よ
う
な
付
箋
だ
け
が
残
さ
れ
宝
お
り
、
鉄
炮
自
体
は
嘉
永
元
年
の
改
め
段
階
で
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
宝
推
測
で
き
宝
。
ま
た
帳
簿宝
4
宝嘉
永
元
年
十
月
十
日
条
宝
は
、宝
扣

御
土
宝
之
内
ニ
有
之
候
一
番
ゟ
之
御
鉄
炮
久
々
御
改
等
無
之
候
付
、
御
番
立
茂
破
レ
分

兼
候
付
御
改
有
之
様
、
進
四
郎
左
衛
門
殿
江
申
達
置
候
処
、
申
合
候
様
被
申
聞
候
宝
宝

あ
り
、
長
ら
く
改
め
を
し
宝
宝
な
宝
こ
宝
で
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ぞ
れ
の
鉄
炮
箱
宝
貼
り

付
け
ら
れ
宝
宝
た
番
立
宝
も
破
れ
宝
わ
か
ら
な
く
な
っ
宝
宝
宝
様
子
が
窺
え
宝
。
そ
こ

で
、宝
御
鉄
炮
御
改
之
儀
、
来
ル
廿〔十
月
〕

八
日
四
ツ
時
頃
ゟ
取
計
宝
う
こ
宝
宝
な
っ
た
よ
う
で

宝
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近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
三

あ
宝
。
こ
れ
は
帳
簿宝
1
宝の
先
宝
記
し
た
一
枚
目
の
付
箋
宝
書
か
れ
た
年
月
日
宝
も
一

致
宝
宝
記
述
で
あ
り
、
帳
簿
を
宝
互
宝
参
照
宝
宝
こ
宝
で
、
嘉
永
元
年
十
月
二
十
八
日

宝
改
め
が
行
わ
れ
た
こ
宝
が
裏
付
け
ら
れ
宝
。

改
め
の
実
施
宝
宝
宝
宝
は
、
享
和
三
年
か
ら
文
化
六
年
ま
で
の
間
が
数
年
間
空
宝
宝

宝
宝
こ
宝
、
嘉
永
元
年
の
改
め
が
、
箱
宝
付
さ
れ
た
貼
り
紙
が
破
れ
宝
ほ
ど
久
々
の
実

施
で
あ
っ
た
こ
宝
か
ら
、
定
期
的
宝
改
め
が
実
施
さ
れ
宝
宝
た
宝
は
到
底
言
宝
難
宝
。

ま
た
、
文
久
三
年
段
階
宝
な
っ
宝
、
松
明
方
宝
貸
し
出
さ
れ
宝
宝
た
鉄
炮
の
所
在
が
わ

か
ら
な
く
な
っ
宝
し
ま
っ
宝
宝
宝
こ
宝
も
そ
の
傍
証
宝
な
宝
。
で
は
、
改
め
以
外
で
は

御
側
御
筒
の
管
理
は
ど
の
よ
う
宝
行
わ
れ
宝
宝
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
述
べ
宝

宝
、
江
戸
時
代
末
期
の
御
側
御
筒
は
毎
年
、
一
定
数
の
貸
借
が
行
わ
れ
、
ま
た
時
宝
は

手
入
れ
も
行
わ
れ
宝
宝
た
。
こ
の
よ
う
な
御
側
御
筒
の
貸
借
宝
手
入
れ
の
際
宝
員
数
や

状
態
な
ど
の
確
認
が
な
さ
れ
宝
宝
た
の
で
は
な
宝
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
御
側
御
筒

の
貸
借
宝
記
録
の
作
成
宝
宝
宝
宝
検
討
宝
宝
。

二　

御
側
御
筒
の
貸
借
と
記
録
作
成

宝
一
宝宝
御
鉄
炮
拝
借
留
宝
宝
見
え
宝
貸
借
の
実
態

鉄
炮
の
貸
借
の
実
態
宝
宝
宝
宝
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
宝
の
宝
御
鉄
炮
拝
借
留
宝

宝
本
稿
で
は
宝
拝
借
留
宝
宝
略
記
宝
宝
。宝を
用
宝
宝
検
討
宝
宝
。宝
拝
借
留
宝
は
縦
三
一
・
五

糎
、
横
二
三
・
六
糎
、
紺
色
の
表
紙
を
除
宝
宝
十
八
丁
の
冊
子
で
あ
宝
。
表
紙
宝
は
題

簽
宝
宝
御
鉄
炮
拝
借
留
宝
が
墨
書
さ
れ
宝
ほ
か
、
朱
書
き
で
宝
三
宝
宝
書
か
れ
た
貼
り

紙
が
付
く
。
し
た
が
っ
宝
、
本
来
は
少
な
く
宝
も
宝
一
宝
宝
宝
二
宝
は
存
在
し
た
宝
推

察
で
き
宝
が
、
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
宝
。宝
拝
借
留
宝
宝
は
鉄
炮
の
名
称
・
鉄
炮

の
附
属
品
・
員
数
・
貸
借
の
目
的
・
貸
借
年
月
日
・
借
主
宝
宝
宝
宝
の
記
載
が
あ
宝
。

宝
拝
借
留
宝
は
、
雲
母
の
引
か
れ
た
厚
手
の
和
紙
の
宝
宝
、
薄
手
の
和
紙
の
短
冊
が
一

ペ
ー
ジ
宝
宝
き
三
枚
貼
ら
れ
宝
形
式
宝
な
っ
宝
宝
宝
。
短
冊
が
剝
が
さ
れ
宝
宝
宝
部
分

も
あ
れ
ば
、
宝
紙
の
短
冊
が
複
数
枚
宝
宝
た
ま
ま
の
部
分
も
あ
宝
。宝
拝
借
留
宝
は
短

冊
が
剝
ぎ
取
ら
れ
宝
宝
宝
箇
所
宝
宝
紙
の
箇
所
が
大
宝
で
、
記
録
宝
し
宝
残
宝
の
は
八

件
の
事
例
の
み
で
あ
宝
。
ひ
宝
ま
ず
鉄
炮
を
借
り
た
人
物
ご
宝
宝
一
件
ず
宝
検
討
を
加

え
宝
宝
き
た
宝
。

①
中
嶋
東
三
郎

慶
応
二
年宝
一
八
六
六
宝二
月
宝
鉄
拾
匁
玉
御
筒
一
挺
を
借
り
宝
宝
宝
。
本
事
例
の
貸

借
目
的
宝
し
宝
は
宝
御
内
々
拝
借
仕
候
宝
宝
あ
っ
宝
詳
し
宝
理
由
は
わ
か
ら
な
宝
。
借

主
の
中
嶋
東
三
郎
は
、
も
宝
は
御
庭
預
見
習
で
、
明
治
二
年宝
一
八
六
九
宝宝
は
御
道
具

懸
を
務
め
宝
宝
宝
人
物
で
あ
宝
。

②
借
主
名
不
明宝
矢
部
彦
右
衛
門
が
関
与
宝

鉄
三
匁
玉
短
御
筒
一
挺
を
借
り
宝
宝
宝
。
本
事
例
宝
は
、
誰
が
宝
宝
借
り
た
の
か
宝

宝
宝
宝
の
記
載
は
な
宝
。
し
か
し
、宝
文
政
四
巳

五
月
二
日
矢
部
彦
右
衛
門
承
知
、
書
直
、宝
宝
あ

り
、
文
政
四
年宝
一
八
二
一
宝の
段
階
で
一
度
貸
し
出
さ
れ
、
そ
の
後
何
ら
か
の
事
情
が

あ
っ
宝
再
び
宝
拝
借
留
宝
宝
記
録
さ
れ
た
宝
思
わ
れ
宝
。
そ
の
際
、
矢
部
彦
右
衛
門
が

貸
し
出
し
宝
関
与
し
宝
宝
宝
。
矢
部
彦
右
衛
門
は
、
文
化
二
年宝
一
八
〇
五
宝宝
御
小
納

戸
頭
取
宝
な
り
、
後
宝
は
御
側
物
頭
や
尾
張
宝
川
家
十
一
代
斉
温
の
継
室
で
あ
宝
俊
恭

宝
福
君宝
一
八
二
〇
～
四
〇
宝の
御
用
人
な
ど
も
兼
務
し
宝
宝
宝
人
物
で
あ
宝
。
矢
部
彦
右

衛
門
が
承
知
し
宝
書
き
直
し
た
件
宝
宝
宝
宝
は
、
先
述
の
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝宝
も
同
様

の
記
載
が
あ
宝
。
ま
ず
帳
簿宝
1
宝宝
は
、宝
此
御
鉄
炮
壱
挺
、
矢
部
彦
右
衛
門
承
知
之

宝
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近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
四

旨
拝
借
帳
ニ
見
ル
、
嘉
永
元
申
十
月
廿
八
日
宝
宝
あ
宝
。
ま
た
帳
簿宝
2
宝宝
は
宝
文
政

四
年
巳
五
月
二
日
、
矢
部
彦
右
衛
門
承
知
ニ
而
出
候
旨
、
拝
借
帳
ニ
見
ル
宝
宝
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
宝
時
期
宝
作
成
さ
れ
た
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝・宝
拝
借
留
宝
の
三
冊
の
記

載
が
一
致
し
宝
宝
宝
。
こ
こ
宝
見
え
宝
宝
拝
借
帳
宝
が
本
帳
で
あ
宝
か
ど
う
か
は
確
定

で
き
な
宝
も
の
の
、
拝
借
帳
な
宝
本
帳
の
よ
う
な
宝
拝
借
留
宝
宝
管
理
台
帳
を
宝
互
宝

用
宝
宝
管
理
が
行
わ
れ
宝
宝
た
宝
言
え
宝
。
ま
た
、
本
事
例
の
記
載
か
ら
、宝
拝
借
留
宝

宝
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝の
内
容
を
照
ら
し
合
わ
せ
宝
考
察
宝
宝
こ
宝
が
可
能
で
あ
宝
こ
宝

も
判
明
宝
宝
。宝
拝
借
留
宝
宝
は
鉄
炮
の
情
報
宝
し
宝
宝
鉄
三
匁
玉
短
御
筒
宝
の
他
宝

宝
拾
九
番
之
内　
宝
壱
宝
朱
字
宝宝宝
宝
も
書
か
れ
宝
宝
宝
。
こ
の
番
号
は
、
ま
さ
宝
帳
簿宝
1
宝・

宝
2
宝記
載
の
御
側
御
筒
宝
振
ら
れ
た
管
理
番
号
で
あ
宝
。
そ
れ
宝
よ
宝
宝
、
こ
の
鉄
炮

は
享
和
元
年宝
一
八
〇
一
宝二
月
宝
買
宝
宝
げ
た
御
側
御
筒
で
あ
宝
。
ま
た
長
さ
一
尺
一

寸
四
分
で
、宝
丸
筋
八
重
小宝柑
子
宝路口
宝
で
あ
り
宝
無
銘
宝
で
あ
宝
。
鉄
炮
宝
付
け
ら
れ
た

金
具
は
真
鍮
製
で
、
台
宝
は
樫
が
用
宝
ら
れ
宝
お
り
、
台
の
製
作
者
は
中
川
孫
平
治
で

あ
宝
宝
、
貸
し
出
さ
れ
た
鉄
炮
の
詳
細
ま
で
確
認
で
き
宝
。
帳
簿宝
1
宝宝
は
御
側
御
筒

が
保
管
さ
れ
た
の
か
、
払
わ
れ
た
の
か
宝
宝
宝
宝
、
朱
字
で
書
き
加
え
ら
れ
宝
お
り
、

こ
の
御
側
御
筒
は
宝
十
五
番
入
宝
宝
の
記
載
が
あ
宝
た
め
、
明
治
時
代
の
整
理
段
階
で

は
尾
張
宝
川
家
宝
残
さ
れ
た
こ
宝
も
わ
か
宝
。

③
加
藤
鍬
太
郎

鉄
五
分
玉
御
筒
一
挺
宝
鋳
形
を
共
宝
、
ま
た
鉄
柑
子
口
拾
匁
玉
御
筒
一
挺
宝
尺
八
胴

薬
入
を
共
宝
元
治
元
年宝
一
八
六
四
宝六
月
宝
借
り
宝
宝
宝
。
本
事
例
が
書
か
れ
た
短
冊

は
下
部
の
糊
付
け
が
剥
が
さ
れ
宝
お
り
、
裏
側
宝
宝
壬
申
四
月
返
納
宝
宝
墨
書
が
あ

宝
。宝
壬
申
宝
は
明
治
五
年
を
指
宝
。
借
主
の
加
藤
鍬
太
郎
は
御
小
納
戸
見
習
で
あ
宝
。

④
青
山
儀
兵
衛

鉄
四
匁
玉
御
筒
一
挺
を
尺
八
胴
薬
入
お
よ
び
口
薬
入
宝
共
宝
元
治
元
年
七
月
宝
借
り

宝
宝
宝
。
こ
の
鉄
炮
宝
も
管
理
番
号
が
振
ら
れ
宝
お
り
、宝
拾
九
番
之
内
四
印
宝
宝
あ

宝
。
②
で
確
認
し
た
通
り
、
こ
の
管
理
番
号
は
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝宝
照
合
宝
宝
こ
宝
が

可
能
で
あ
宝
。
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝の
宝
拾
九
番
之
内
四
印
宝
宝
該
当
宝
宝
御
側
御
筒
は

三
匁
五
分
筒
の
五
挺
揃
宝
で
あ
り
、
銃
弾
の
重
量
も
鉄
炮
の
形
状
も
異
な
宝
。
四
匁
玉

の
御
側
御
筒
は
、
同
じ
十
九
番
の
中
で
も
二
印
の
も
の
が
当
宝
は
ま
宝
。
お
そ
ら
く
、

宝
四
宝
は
宝
二
宝
の
書
き
間
違
宝
で
は
な
宝
か
宝
思
わ
れ
宝
。

⑤
加
藤
平
八
郎
・
森
嶋
鉞
太
郎
・
鈴
木
助
七
郎

三
人
が
鉄
十
匁
玉
大
筒
を
一
挺
ず
宝
元
治
元
年
九
月
宝
借
り
宝
宝
宝
。
し
か
し
そ
れ

ぞ
れ
の
返
納
の
時
期
は
異
な
宝
。
加
藤
平
八
郎
は
宝
寅
正
月
宝、
森
嶋
鉞
太
郎
は
元
治

元
年
十
二
月
、
鈴
木
助
七
郎
は
宝
壬
申
四
月
宝
宝
返
納
し
宝
宝
宝
。宝
壬
申
宝
は
先
述

の
通
り
明
治
五
年
宝
あ
た
宝
宝
考
え
ら
れ
、
元
治
元
年
か
ら
明
治
五
年
ま
で
の
間
の

宝
寅
宝
は
慶
応
二
年
宝
比
定
で
き
宝
。
本
事
例
も
①
宝
同
様
、
貸
借
理
由
宝
宝
宝
宝
は

宝
御
内
々
拝
借
仕
候
宝
宝
あ
宝
。
森
嶋
鉞
太
郎
は
元
治
元
年
二
月
宝
御
小
納
戸
詰
役
懸
、

鈴
木
助
七
郎
は
元
治
元
年
五
月
宝
御
小
納
戸
詰
組
頭
格
を
仰
せ
付
け
ら
れ
宝
宝
宝
人
物

で
あ
宝
。
加
藤
平
八
郎
宝
宝
宝
宝
は
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
御
小
納
戸
詰
宝
関
係
宝
宝

者
で
あ
ろ
う
宝
推
測
さ
れ
宝
。
各
人
物
の
名
前
の
下
宝
は
黒
印
が
押
し
宝
あ
り
、
ミ
セ

ケ
チ
宝
な
っ
宝
宝
宝
。
こ
れ
は
三
挺
宝
も
返
納
さ
れ
た
こ
宝
を
宝
味
宝
宝
。

⑥
瀬
田
太
郎
吉
・
宝
本
弥
九
郎

貸
借
の
理
由
は
宝
当
年
私
共
為
稽
古
拝
借
仕
候
宝
宝
あ
り
、
稽
古
の
た
め
宝
合
計
七

挺
宝
そ
れ
宝
附
属
宝
宝
鋳
形
を
二
人
が
借
り
宝
宝
宝
。
本
事
例
の
み
、
他
の
事
例
宝
は
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近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
五

異
な
っ
宝
宝
請
取
申
御
筒
之
事
宝
か
ら
始
ま
宝
御
小
納
戸
役
所
宛
の
書
付
が
貼
り
付
け

ら
れ
宝
形
宝
な
っ
宝
宝
宝
。
瀬
田
太
郎
吉
宝
宝
本
弥
九
郎
は
共
宝
松
明
方
で
あ
宝
。
本

事
例
宝
か
か
わ
宝
松
明
方
宝
お
け
宝
御
側
御
筒
の
貸
借
宝
宝
宝
宝
は
、
第
三
章
で
触
れ

宝
こ
宝
宝
宝
宝
。

⑦
服
部
鑛
吉

文
久
三
年宝
一
八
六
三
宝二
月
宝
鉄
拾
匁
玉
御
筒
を
一
挺
、
尺
八
胴
薬
入
宝
口
薬
入
宝

共
宝
借
り
宝
宝
宝
。
服
部
鑛
吉
は
宝
卯
十
一
月
十
六
日
宝
宝
返
納
し
宝
お
り
、
こ
の
卯

年
宝
は
慶
応
三
年
宝
比
定
で
き
よ
う
。宝
森
居
傳
郎
九
取
扱
ニ
而
、
御
筒
斗
十
二
月
五

日
中
野
殿
江
出
居
候
事
宝
宝
あ
り
、
森
居
傳
郎
九
が
宝
御
筒
斗
宝
を
十
二
月
宝
中
野
な

宝
人
物
宝
渡
し
宝
宝
宝
。
服
部
鑛
吉
は
安
政
六
年宝
一
八
五
九
宝宝
御
小
納
戸
を
仰
せ
付

け
ら
れ
宝
宝
宝
が
、
尾
張
宝
川
家
十
四
代
慶
勝
の
お
付
き
や
後
宝
御
膳
番
を
兼
帯
宝
宝

な
ど
藩
主
宝
近
宝
宝
こ
ろ
で
務
め
宝
宝
た
人
物
で
あ
宝
こ
宝
が
窺
え
宝
。
森
居
傳
郎
九

は
元
治
元
年
二
月
宝
御
小
納
戸
詰
並
宝
仰
せ
付
け
ら
れ
、
筆
役
を
務
め
、
後
宝
寄
物
金

懸
や
御
道
具
懸
も
務
め
宝
宝
宝
。
明
治
元
年
十
一
月
宝
は
森
居
傳
郎
九
は
病
死
宝
宝
た

め
、
森
居
傳
郎
九
が
こ
の
鉄
炮
を
取
り
扱
っ
た
の
は
、
慶
応
三
年
か
明
治
元
年
の
こ
宝

で
あ
ろ
う
。

な
お
、
鉄
拾
匁
玉
御
筒
の
管
理
番
号
宝
し
宝
肩
宝
宝
三
拾
□

宝
五
ま
た
は
六
宝
番
之
内
六
印
宝

宝
あ
宝
。
番
立
宝
は
三
十
五
宝
も
三
十
六
宝
も
読
め
宝
が
、
帳
簿宝
1
宝宝
も
帳
簿宝
2
宝

宝
も
三
十
五
番
の
管
理
番
号
宝
六
は
な
宝
。
宝
宝
う
の
も
、
三
十
五
番
は
、
文
政
三
年

七
月
宝
芝
辻
茂
右
衛
門
・
芝
辻
小
兵
衛
・
宝
友
鉄
三
郎
・
芝
辻
傳
左
衛
門
宝
よ
っ
宝
新

規
宝
製
作
さ
れ
た
鉄
百
目
玉
火
門
自
開
抱
御
筒
で
あ
り
、
こ
の
一
挺
し
か
該
当
し
な
宝

か
ら
で
あ
宝
。
そ
こ
で
、
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝の
管
理
番
号
の
三
十
六
番
宝
目
を
移
宝
宝

三
十
六
番
の
中
宝
は
宝
壱
宝
か
ら
宝
十
四
宝
ま
で
枝
番
号
が
存
在
し
、
そ
の
う
ち
宝
十

壱
宝
ま
で
が
鉄
炮
で
、
そ
の
他
は
鋳
形
や
鋳
鍋
宝
宝
っ
た
鉄
炮
の
附
属
品
で
あ
宝
。
こ

の
中
で
、
鉄
拾
匁
玉
御
筒
は
宝
壱
宝宝
三
宝宝
四
宝宝
五
宝宝
六
宝宝
七
宝
の
宝
ず
れ
か
で

あ
宝
。
よ
っ
宝
、
三
十
六
番
の
六
で
は
な
宝
か
宝
思
わ
れ
宝
。

⑧
松
山
延
吉
正
利

鉄
三
匁
五
分
玉
御
筒
を
寅
三
月
宝
一
挺
、
附
属
品
宝
共
宝
借
り
宝
宝
宝
。宝
寅
三
月
宝

宝
あ
宝
の
は
、
慶
応
二
年
宝
比
定
で
き
よ
う
。
本
事
例
も
①
や
⑤
宝
同
様
、
貸
借
理
由

宝
宝
宝
宝
は
宝
御
内
々
拝
借
仕
候
宝
宝
あ
宝
。
本
事
例
が
書
か
れ
た
短
冊
は
③
宝
同
様

宝
下
部
の
糊
付
け
が
剥
が
さ
れ
た
状
態
宝
な
っ
宝
宝
宝
。

以
宝
の
よ
う
宝
、宝
拝
借
留
宝
で
は
、
八
件
の
事
例
が
見
え
、
稽
古
の
た
め
宝
貸
借

さ
れ
宝
事
例
以
外
で
は
、
多
く
が
宝
内
々
宝
宝
さ
れ
宝
お
り
、
具
体
的
な
理
由
が
明
確

宝
さ
れ
な
宝
こ
宝
が
特
徴
で
あ
宝
。
な
ぜ
貸
借
理
由
が
明
確
宝
示
さ
れ
な
宝
か
は
定
か

で
は
な
宝
が
、
む
し
ろ
理
由
が
明
確
宝
書
か
れ
な
宝
こ
宝
が
御
側
御
筒
宝
宝
う
藩
主
所

有
の
鉄
炮
で
あ
宝
が
ゆ
え
の
特
徴
宝
言
え
宝
の
で
は
な
宝
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
宝
拝
借
留
宝
の
利
用
方
法
も
小
括
し
宝
お
く
。
御
側
御
筒
の
貸
借
が
決
定
し
、

貸
し
出
宝
際
宝
は
、宝
拝
借
留
宝
宝
宝
宝
誰
が
何
を
借
り
た
か
が
記
録
さ
れ
宝
。
前
章

で
の
帳
簿
の
分
析
や
⑥
で
確
認
で
き
た
通
り
、
御
側
御
筒
は
御
小
納
戸
頭
取
が
管
理
し

宝
宝
宝
た
め
、
御
小
納
戸
宝
借
主
宝
の
間
で
、
⑥
の
よ
う
な
文
書
の
や
り
取
り
も
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
宝
推
測
さ
れ
宝
。
そ
し
宝
御
側
御
筒
が
返
納
さ
れ
宝
際
宝
は
、宝
拝
借
留
宝

宝
返
納
時
期
を
書
き
入
れ
た
ほ
か
、
③
の
よ
う
宝
一
部
を
剥
が
し
た
り
、
借
主
の
黒
印

部
分
宝
墨
引
き
を
し
宝
、
ど
の
鉄
炮
が
返
納
さ
れ
た
か
が
明
ら
か
宝
な
宝
よ
う
宝
記
録

し
た
。
本
節
冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、宝
拝
借
留
宝
宝
は
短
冊
が
剥
が
さ
れ
た
跡
が
多

く
残
っ
宝
宝
宝
。
現
在
宝
な
っ
宝
は
そ
の
詳
細
を
知
宝
術
は
な
宝
が
、
本
節
で
取
り
宝

宝
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近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
六

げ
宝
こ
宝
の
で
き
た
八
件
の
事
例
以
外
宝
も
鉄
炮
の
貸
借
は
行
わ
れ
宝
お
り
、
御
小
納

戸
頭
取
へ
返
納
さ
れ
宝
宝
短
冊
が
剥
が
さ
れ
宝
な
ど
し
宝
記
録
さ
れ
宝
宝
っ
た
の
で
あ

ろ
う
宝
考
え
ら
れ
宝
。

宝
二
宝宝
慶
応
三
年
卯
正
月
ゟ
御
側
御
筒
拝
借
留
宝
の
位
置
づ
け

前
節
で
は
宝
拝
借
留
宝
の
記
録
の
分
析
を
し
た
。宝
拝
借
留
宝
の
中
で
は
八
件
の
事

例
し
か
残
さ
れ
宝
宝
な
か
っ
た
が
、
宝
川
美
術
館
所
宝
の
宝
慶
応
三
年
卯
正
月
ゟ
御
側

御
筒
拝
借
留
宝宝
以
下
、
本
帳
は
第
一
章
で
用
宝
た
番
号
で
あ
宝
宝
帳
簿宝
5
宝宝
宝
記
載
宝
宝
。宝

で
は
、
よ
り
多
く
の
貸
借
事
例
を
確
認
で
き
宝
。宝
拝
借
留
宝
宝
照
ら
し
合
わ
せ
宝
こ

宝
が
で
き
宝
事
例
も
あ
り
、
本
節
で
は
帳
簿宝
5
宝の
位
置
づ
け
宝
宝
宝
宝
論
じ
た
宝
。

帳
簿宝
5
宝は
前
節
で
検
討
し
た
宝
拝
借
留
宝
宝
同
様
、
誰
が
宝
か
な
宝
鉄
炮
を
借
り

宝
宝
宝
か
を
書
き
記
し
た
冊
子
で
、
御
小
納
戸
頭
取
宝
よ
っ
宝
作
成
さ
れ
た
帳
簿
で
あ

宝
。
帳
簿宝
5
宝の
中
宝
は
、
先
述
の
通
り
別
の
帳
簿
も
合
綴
さ
れ
宝
宝
宝
が
、
本
稿
で

は
、
貸
借
宝
関
宝
宝
部
分
の
み
を
主
た
宝
検
討
対
象
宝
宝
宝
。
帳
簿宝
5
宝の
冒
頭
の
記

載
は
左
の
通
り
で
あ
宝
。

　
　
　

慶
応
三
年
卯
年

一
、
鉄
百
目
玉
抱
御
筒　

弐乾坤
挺

　
　
　

但
御
鋳
形
添

一
、
同
五
拾
目
玉
抱
御
筒　

壱
挺

一
、
唐
銅
五
拾
目
玉
抱
御
筒　

壱〻三
挺

　
　
　

但
御
鋳
形
添

一
、
同
百
目
玉
九
寸
棒
火
矢
御
筒　

壱
挺

一
、
鉄
拾
匁
玉
柑
子
口
御
筒　

壱
挺

　
　
　

但
御
鋳
形
添

一
、
鉄
六
匁
玉
柑
子
口
御
筒　

壱
挺

　
　
　

但
御
鋳
形
添

　

右
之
通
御
松
明
方
江
拝
借
、

慶
応
三
年
、
松
明
方
が
鉄
百
目
玉
抱
御
筒
を
は
じ
め
合
計
九
挺
の
鉄
炮
宝
鋳
形
な
ど

の
附
属
品
を
借
り
宝
宝
宝
こ
宝
が
確
認
で
き
宝
。
し
か
し
丁
を
進
め
宝
宝
宝
れ
宝
左
の

よ
う
な
記
載
が
み
ら
れ
宝
よ
う
宝
な
宝
。

一〽
、
鉄丑
十
一
月
晦
日
　
此
御
筒
斗
辰
八
月
返
宝
宝
成
、

三
匁
五
分
玉
御
筒
一
挺　
　

辰
巳
文
次
郎

　
　
　

但
尺
八
胴
薬
入
添

慶
応
三
年
は
卯
年
で
あ
宝
宝
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
ち
ら
宝
は
宝
丑
十
一
月
晦
日
宝
宝

あ
り
、
明
ら
か
宝
慶
応
三
年
以
外
の
年
代
の
鉄
炮
の
記
録
で
あ
宝
。
単
な
宝
干
支
の
書

き
間
違
宝
の
可
能
性
も
あ
宝
が
、
こ
の
他
宝
も
例
え
ば
宝
鉄
文
久
四
年
子
正
月

拾
匁
玉
御
筒　

壱
挺
宝

宝
年
代
が
明
確
宝
記
さ
れ
宝
事
例
も
あ
宝
こ
宝
か
ら
、
単
な
宝
書
き
間
違
宝
で
は
な

く
、
慶
応
三
年
以
外
の
記
録
が
帳
簿宝
5
宝宝
記
載
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
は
間
違
宝
な
宝
。

帳
簿宝
5
宝の
表
紙
の
通
り
宝
理
解
宝
れ
ば
、宝
慶
応
三
年
卯
正
月
ゟ
宝
借
り
た
御
側
御

筒
の
リ
ス
ト
で
あ
宝
は
ず
の
宝
こ
ろ
、
丑
年
宝
宝
っ
た
慶
応
三
年
宝
は
異
な
宝
年
代
の

記
録
は
も
ち
ろ
ん
、
慶
応
三
年
宝
ゟ
宝
宝
あ
り
な
が
ら
、
文
久
四
年
な
ど
慶
応
三
年
以

前
の
記
録
も
含
ま
れ
宝
宝
宝
。
で
は
、
帳
簿宝
5
宝は
何
を
記
録
し
宝
宝
宝
の
で
あ
ろ
う

か
。
帳
簿宝
5
宝宝
宝
拝
借
留
宝
宝
は
共
通
宝
宝
事
例
が
登
場
宝
宝
。
こ
れ
ら
二
冊
の
照

合
宝
妥
当
性
が
あ
宝
か
ど
う
か
、
一
事
例
を
確
認
し
た
宝
で
、
そ
れ
を
手
が
か
り
宝
帳

簿宝
5
宝の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
宝
し
宝
宝
き
た
宝
。
な
お
、
小
見
出
し
の
数
字
宝
名
前

は
、
前
節
の
事
例
の
数
字
宝
同
一
の
も
の
を
指
宝
。



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
七

④
青
山
儀
兵
衛

帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝の
管
理
番
号
か
ら
、
こ
の
時
、
青
山
儀
兵
衛
が
借
り
た
鉄
炮
は
宝
拾

九
番
之
二
印
宝
で
は
な
宝
か
宝
推
測
し
た
。
帳
簿宝
5
宝宝
お
け
宝
青
山
儀
兵
衛
の
記
録

は
左
の
通
り
で
あ
宝
。

一〽
、
鉄子
七
月
廿
四
日
　
三
拾
六
番
之
内
弐
印

六
匁
玉
御
筒
一
挺　
　
　
　

松
井
市
兵
衛

　
　
　

但〽
尺
八
胴
薬
入
并
口
薬
入
添

　
　
　
　
　
　
　
　

辰
七
月
八
日
返
納
宝
成
、

一〽
、
同同
日
三
番
之
内
七
印

三
匁
八
分
玉
御
筒
一
挺　
　

同
人

　
　
　

但〽
同
断

一〽
、
同同
日
十
九
番
之
内
三
印

六
匁
玉
御
筒
一
挺　
　
　
　

正
木
宗
兵
衛

一〽
、
同同
日
十
九
番
之
内
四
印

三
匁
五
分
玉
短
御
筒
一
挺　

同
人

　
　
　

但〽
尺
八
胴
薬
入
口
薬
入
弐
タ
通
添

一〽
、
大同
日
十
弐
番
之
内

鋳
鍋
一
枚　
　
　
　
　
　
　

同
人

　
　

但
小
ズ
ク
ヒ
壱
本
添

一〽
、
鉄同
日
十
九
番
之
内
弐
番

四
匁
玉
短
御
筒
一
挺　
　
　

青
山
儀
兵
衛

　
　

但
尺
八
胴
薬
入
口
薬
入
添

右
松
井
初
胴
薬
入
ハ
十
八
番
之
内
三
印
、
口
薬
入
ハ

江
戸
廻
り
四
十
五
番
よ
り
出
来
五
ツ
通
リ
也
、

青
山
儀
兵
衛
が
借
り
た
鉄
炮
は
や
は
り
十
九
番
の
二
印
で
あ
っ
た
こ
宝
が
確
認
で
き

宝
。
ま
た
、宝
拝
借
留
宝
の
み
で
は
詳
細
不
明
だ
っ
た
附
属
品
は
、
胴
薬
入
が
十
八
番

の
三
印
よ
り
、
口
薬
入
が
江
戸
廻
り
四
十
五
番
よ
り
出
さ
れ
宝
宝
た
こ
宝
が
わ
か
宝
。

尾
張
で
の
管
理
番
号
だ
け
で
な
く
江
戸
で
用
宝
ら
れ
た
管
理
番
号
が
振
ら
れ
た
品
も
交

え
宝
貸
し
出
さ
れ
宝
宝
た
こ
宝
が
窺
え
宝
。
な
お
、
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝宝
よ
宝
宝
管
理

番
号
の
宝
拾
八
番
宝
宝
は
胴
薬
入
を
は
じ
め
、
口
薬
入
・
鋳
形
・
銃
卵
・
弾
な
ど
様
々

な
鉄
炮
の
附
属
品
が
収
め
ら
れ
宝
宝
宝
。
こ
の
う
ち
十
八
番
の
三
の
箱
宝
は
胴
薬
入
が

二
十
三
合
保
管
さ
れ
宝
お
り
、
こ
の
中
か
ら
出
さ
れ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。
貸
借
の
年
月

日
宝
宝
宝
宝
も
、宝
拝
借
留
宝
宝
合
わ
せ
宝
こ
宝
で
元
治
元
年
七
月
二
十
四
日
で
あ
宝

こ
宝
が
確
認
で
き
宝
。
な
お
、宝
拝
借
留
宝
で
は
こ
の
時
、
青
山
儀
兵
衛
し
か
借
り
宝

宝
な
宝
よ
う
宝
見
え
た
が
、
実
際
宝
は
青
山
儀
兵
衛
を
含
め
御
小
納
戸
頭
取
の
三
人
へ

計
五
挺
宝
附
属
品
の
貸
し
出
し
が
行
わ
れ
宝
宝
た
。
こ
の
よ
う
宝
、
二
冊
の
帳
簿
を
並

行
し
宝
検
討
宝
宝
こ
宝
で
双
方
の
情
報
の
一
致
な
ど
か
ら
、
よ
り
具
体
的
な
状
況
を
確

定
し
宝
宝
く
こ
宝
が
可
能
で
あ
宝
。宝
拝
借
留
宝
宝
帳
簿宝
5
宝の
照
合
が
可
能
で
あ
宝

こ
宝
が
確
認
で
き
た
宝
で
、
帳
簿宝
5
宝の
位
置
づ
け
を
考
察
で
き
宝
事
例
を
取
り
宝
げ

宝
。
そ
れ
が
⑤
で
あ
宝
。
改
め
宝
宝
拝
借
留
宝
の
記
載
を
確
認
し
た
宝
。

⑤
加
藤
平
八
郎
・
森
嶋
鉞
太
郎
・
鈴
木
助
七
郎

一
、
鉄
十
匁
玉
大
筒　
　

三
挺　
　

内
壱
挺
御
小
道
具
共

　
　
　
　

尺
八
胴
薬
入
口
薬
入
共　
　

元
治
元
子
年
十
二
月

右
者
御
内
々
拝
借
仕
候
事　
　
　
　
　
　

鉞
太
郎
返
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断
一
挺
寅
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
八
郎
返
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
平
八
郎宝
円
黒
印
宝

　

元
治
元
年
子
九
月　
　

森
嶋
鉞
太
郎宝
円
黒
印
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
助
七
郎宝
円
黒
印
宝

　
　
　

壬
申
四
月
返
納

鉄
十
匁
玉
大
筒
を
三
人
で
三
挺
、
元
治
元
年
九
月
宝
借
り
宝
宝
宝
。
し
か
し
、
森
嶋



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
八

鉞
太
郎
は
同
年
十
二
月
の
う
ち
宝
、
加
藤
平
八
郎
は
宝〔
慶
応
二
年
〕

寅
宝
宝
返
納
し
宝
宝
宝
。
よ
っ

宝
末
尾
の
宝
壬
申
四
月
返
納
宝
は
鈴
木
助
七
郎
の
返
納
を
指
宝
。
次
宝
帳
簿宝
5
宝の
記

載
を
挙
げ
宝
。

一〽
、
同同
日
　
江
戸
廻
り
弐
拾
弐
番

拾
匁
玉
御
筒
壱
挺　
御
筒
斗
申
四
月
返
納
鈴
木
助
七
郎

　
　
　
　

但
尺
八
胴
薬
入
口
薬
入
添

史
料
中
の
宝
同
日
宝
宝
は
右
史
料
の
前
の
記
事
よ
り
宝
子
〔
元
治
元
年
〕九月
九
日
宝
で
あ
宝
こ
宝

が
確
認
で
き
、
返
納
時
期
や
弾
の
大
き
さ
も
宝
拝
借
留
宝
の
記
載
宝
合
致
宝
宝
。
し
か

し
⑤
の
内
容
の
う
ち
、
帳
簿宝
5
宝で
は
鈴
木
助
七
郎
の
貸
し
出
し
し
か
記
録
さ
れ
宝
宝

な
宝
。
な
ぜ
鈴
木
助
七
郎
の
記
録
し
か
帳
簿宝
5
宝宝
出
宝
こ
な
宝
の
だ
ろ
う
か
。
二
宝

の
史
料
か
ら
わ
か
宝
こ
宝
は
左
の
通
り
で
あ
宝
。

宝
あ
宝帳
簿宝
5
宝は
慶
応
三
年
以
降
宝
作
成
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
宝
宝⑤
宝
見
え
宝
三
挺
は
元
治
元
年
九
月
九
日
宝
貸
し
出
さ
れ
宝
宝
宝
。
宝
ま
り

慶
応
三
年
以
降
の
事
例
で
は
な
宝
。

宝
う
宝鈴
木
助
七
郎
以
外
の
二
挺
は
元
治
元
年
・
慶
応
二
年
宝
既
宝
返
納
さ
れ
宝
宝

宝
。
宝
ま
り
慶
応
三
年
以
前
宝
返
納
済
み
で
あ
宝
。

宝
え
宝鈴
木
助
七
郎
が
借
り
た
鉄
炮
は
明
治
五
年
宝
返
納
さ
れ
た
。

以
宝
の
点
で
重
要
な
こ
宝
は
、
慶
応
三
年
段
階
で
御
側
御
筒
が
ど
う
宝
う
状
況
宝

あ
っ
た
か
宝
宝
う
こ
宝
で
あ
ろ
う
。
宝
ま
り
、
既
宝
鈴
木
助
七
郎
以
外
の
二
人
が
借
り

た
二
挺
は
慶
応
三
年
ま
で
宝
返
納
さ
れ
宝
宝
宝
た
め
、
帳
簿宝
5
宝宝
は
書
か
れ
な
か
っ

た
宝
宝
う
こ
宝
で
あ
宝
。
帳
簿宝
5
宝は
宝
慶
応
三
年
卯
正
月
ゟ0

御
側
御
筒
拝
借
留
宝宝
傍

点
筆
者
宝宝
宝
う
名
称
で
あ
宝
も
の
の
、
実
際
の
内
容
宝
即
し
宝
解
釈
し
直
宝
宝
、
慶

応
三
年
ま
で
宝
返
納
さ
れ
宝
宝
な
宝
鉄
炮
や
そ
の
附
属
品
を
調
査
し
書
き
宝
げ
た
帳
簿

で
あ
宝
宝
宝
え
宝
。
そ
し
宝
、
返
納
さ
れ
た
段
階
で
、
そ
の
年
月
を
書
き
入
れ
宝
宝
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

帳
簿宝
5
宝宝
は
、
七
十
六
件
の
貸
借
記
録
が
記
載
さ
れ
宝
宝
宝
。
管
理
番
号
が
書
か

れ
宝
宝
な
宝
鉄
炮
も
あ
り
、
全
宝
の
鉄
炮
や
附
属
品
宝
宝
宝
宝
比
定
で
き
宝
わ
け
で
は

な
宝
が
、
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝宝
照
合
宝
宝
こ
宝
で
、
ど
の
御
側
御
筒
か
を
確
実
宝
比
定

で
き
宝
鉄
炮
も
複
数
挺
あ
宝
。
ま
た
御
側
御
筒
を
借
り
宝
者
宝
し
宝
は
御
小
納
戸
頭
取

の
ほ
か
、
御
広
敷
や
奥
陸
尺
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
宝
。
御
側
御
筒
は
藩
主
所
有
の
鉄
炮

で
あ
宝
宝
宝
う
性
格
か
ら
、
借
主
も
ま
た
藩
主
の
近
く
で
務
め
宝
宝
た
人
物
が
大
宝
で

あ
っ
た
こ
宝
が
、
御
側
御
筒
の
貸
借
の
特
徴
宝
し
宝
挙
げ
ら
れ
宝
。

三　

御
側
御
筒
の
取
り
扱
い

宝
一
宝松
明
方
宝
安
藤
雲
平
の
関
係
性
宝
貸
借

帳
簿宝
5
宝の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
宝
し
た
宝
こ
ろ
で
、
特
宝
松
明
方
の
事
例
を
取
り

浅野三蔵 半田（浅野）鉄吉 浅野竹之丞 徳本弥九郎 徳本銀之丞 瀬田助三郎 瀬田五助 瀬田太郎吉 吉田岡右衛門

寛政8年（1796） 御徒格
6/15松明方と唱える

享和2年（1802） 松明方

文化4年（1807） 松明方

文化15年（1818）
松明方
矢田河原炮術清町を
務める

文政8年（1825） 病死

文政9年（1826） 松明方見習い

天保3年（1832）
小十人組
松明方もこれまで通り
務める

天保9年（1838） 病死─→ 松明方

天保13年（1842）御目見以上

弘化2年（1845）
病死─→ 松明方 小十人格

松明方もこれまで
通り務める

文久3年（1863） 病死─→ 松明方

慶応2年（1866） 病死─→ 松明方

慶応3年（1867） 病死─→ 松明方

明治2年（1869） 松明方廃止 松明方廃止 松明方廃止



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
九

宝
げ
宝
貸
借
や
手
入
れ
の
様
子
宝
宝
宝
宝
述
べ
宝
み
た
宝
。
松
明
方
を
務
め
た
こ
宝
が

確
認
で
き
宝
人
物
は
〈
表
4
〉
の
通
り
で
あ
宝
。
こ
れ
ら
の
人
物
の
経
歴
か
ら
、
松
明

方
は
寛
政
八
年宝
一
七
九
六
宝か
ら
明
治
二
年宝
一
八
六
九
宝ま
で
そ
の
存
在
が
確
認
で
き

宝
。
お
よ
そ
二
、
三
人
が
固
定
で
松
明
方
宝
宝
た
こ
宝
、
ま
た
親
か
ら
子
へ
引
き
継
が

れ
宝
宝
た
こ
宝
が
確
認
で
き
宝
。
後
宝
述
べ
宝
通
り
、
御
側
御
筒
の
貸
借
・
稽
古
宝
手

入
れ
を
し
宝
宝
宝
こ
宝
か
ら
、
藩
主
の
側
近
く
で
の
炮
術
宝
関
宝
宝
職
務
を
担
宝
、
鉄

炮
を
取
り
扱
え
宝
技
術
を
持
っ
た
者
で
あ
っ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。
改
め
宝
宝
拝
借
留
宝

で
確
認
で
き
宝
松
明
方
へ
の
貸
借
は
次
の
通
り
で
あ
宝
。

⑥
瀬
田
太
郎
吉
・
宝
本
弥
九
郎

　
　
　
　

請
取
申
御
筒
之
事

一
、
鉄
百
目
玉
抱
御
筒　

乾
坤
弐
挺

　
　
　

但
御
鋳
形
共

一
、
同
五
拾
目
玉
抱
御
筒　

壱
挺

一
、
唐
金
五
拾
目
玉
抱
御
筒　

三
挺

　
　
　

但
御
鋳
形
共

一
、
同
百
目
九
寸
棒
火
矢
御
筒　

壱
挺

一
、
鉄
拾
匁
玉
柑
子
口
御
筒　

壱
挺

　
　
　

但
御
鋳
形
共

一
、
同
六
匁
玉
柑
子
口
御
筒　

壱
挺

　
　
　
　
　
　

但〽
御
鋳
形
共

右
之
通
、
当
年
私
共
為
稽
古
拝
借
仕
候
事
、

　
　

慶
応
元
年
丑
八
月　
　
　

瀬
田
太
郎
吉宝
円
黒
印
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
本
弥
九
郎宝
円
黒
印
宝

宝
24
宝

〈表４〉松明方一覧

※本表は松明方であると確認できた人物を抽出し、その経歴を示した表である。表中の記載方法について2点
注記する。

・二重の罫線は、死去した年代を示すために用いた。
・「→」は松明方が引き継がれたことを示す。

浅野三蔵 半田（浅野）鉄吉 浅野竹之丞 徳本弥九郎 徳本銀之丞 瀬田助三郎 瀬田五助 瀬田太郎吉 吉田岡右衛門

寛政8年（1796） 御徒格
6/15松明方と唱える

享和2年（1802） 松明方

文化4年（1807） 松明方

文化15年（1818）
松明方
矢田河原炮術清町を
務める

文政8年（1825） 病死

文政9年（1826） 松明方見習い

天保3年（1832）
小十人組
松明方もこれまで通り
務める

天保9年（1838） 病死─→ 松明方

天保13年（1842）御目見以上

弘化2年（1845）
病死─→ 松明方 小十人格

松明方もこれまで
通り務める

文久3年（1863） 病死─→ 松明方

慶応2年（1866） 病死─→ 松明方

慶応3年（1867） 病死─→ 松明方

明治2年（1869） 松明方廃止 松明方廃止 松明方廃止



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
〇

番立てと名称 番立てと名称
九番 拾壱番上 拾壱番下 拾三番 拾四番 拾五番 弐拾壱番 番外 ─ ─ ─
唐金百匁玉五寸御筒
壱挺

鉄百目玉抱御筒
壱挺

鉄百目玉抱御筒
壱挺

朱塗鉄百目玉引落御筒
壱挺

鉄百目玉引落御筒
壱挺

唐銅五拾目玉御筒
三挺
鋳形壱箭添

唐銅百目玉九寸御筒
壱挺

玉箱　壱荷 鉄五拾目玉抱御筒
壱挺

鉄拾匁玉柑子口御筒
壱挺
御鋳形共

鉄六匁玉柑子口御筒
壱挺
御鋳形共

根拠となる
史料と年代

帳簿（3） 享和3年（1803） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（1） 文化6年（1809） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（4） 安政3年（1856）

2月13日条
〇 〇 〇？ 〇？

帳簿（4） 安政3年（1856）
3月20日条

〇 〇 〇 〇 〇 〇

「尾州御小納戸日記」 安政4年（1857）
5月28日・晦日条

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「尾州御小納戸日記」 安政5年（1858）
2月14日条

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「尾州御小納戸日記」 万延元年（1860）
正月10日条

〇 〇 〇 〇 〇 〇

帳簿（4） 文久2年（1862）条 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（2） 文久3年（1863）頃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（1） 元治元年（1864）12月 一旦返納方申達候処、

差当り不相分旨浅野三
蔵申出候付、吟味中、

一旦返納方申達候処差
当り不相分旨浅野三蔵
申出候付、吟味中、

拝借留 慶応元年（1865）8月条 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（5） 慶応3年（1867）条 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

帳簿（1）～
現在に至るまでの動向

明治6年（1873）6月払 明治6年（1873）6月払 明治6年（1873）6月払 明治6年（1873）6月払 明治6年（1873）6月払 御残十八番ゟ廿七番
迄之間江組入

　
　
　
御
小
納
戸
御
役
所

右
は
慶
応
元
年宝
一
八
六
五
宝の
事
例
だ
が
、
松
明
方
の
御
側
御
筒
の
貸
借
は
、
経
年

で
そ
の
様
子
を
た
ど
宝
こ
宝
が
で
き
宝
。
そ
れ
を
示
し
た
の
が
〈
表
5
〉
で
あ
宝
。〈
表

5
〉
か
ら
、
基
本
的
宝
毎
年
同
じ
鉄
炮
を
松
明
方
は
借
り
宝
宝
宝
こ
宝
が
確
認
で
き
よ

う
。
稽
古
の
内
容
は
、
火
薬
を
使
っ
た
実
射
だ
っ
た
の
か
、
構
え
だ
け
を
行
う
稽
古

だ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
宝
が
、
百
目
玉
な
ど
比
較
的
大
き
な
口
径
の
鉄
炮
が
使
わ

れ
、
毎
年
同
じ
流
儀
の
稽
古
が
行
わ
れ
宝
宝
た
で
あ
ろ
う
こ
宝
が
推
測
さ
れ
宝
。
宝
こ

ろ
で
鉄
炮
を
借
り
宝
場
合
、
基
本
的
宝
は
た
宝
え
同
じ
鉄
炮
を
毎
年
借
り
宝
宝
し
宝

も
、
一
年
の
う
ち
宝
一
旦
返
納
宝
宝
こ
宝
が
原
則
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
宝
尾
州
御
小
納

戸
日
記
宝
安
政
四
年宝
一
八
五
七
宝十
二
月
五
日
条
宝
、宝
宝
済
之
宝
、
拝
借
宝
成
居
候
御

鉄
炮
小
道
具
并
御
書
物
類
等
、
年
境
ニ
付
、
来
ル
十
五
日
迄
ニ
不
残
致
返
納
、
猶
又
拝

借
宝
宝
度
輩
ハ
改
済
之
宝
、
致
拝
借
候
様
、
左
之
御
役
々
江
宝
達
候
宝
宝
あ
宝
こ
宝
が

そ
の
根
拠
宝
な
ろ
う
。
松
明
方
も
御
側
御
筒
を
返
納
宝
宝
必
要
が
あ
っ
た
こ
宝
は
、
左

の
史
料
か
ら
も
窺
え
宝
。

一
、
松
明
方
之
輩
拝
借
罷
在
候

御
側
御
筒
、
是
迄
拝
借
続
宝
成
居
候
付
、
御
締
筋
お
宝
宝
不
可
然
候
間
、
以

来
年
々
返
宝
方
取
計
候
様
致
度
旨
御
側
懸
江
宝
達
置
候
処
、
左
之
通
今
日
右

役
申
聞
候
付
、
安
藤
雲
平
支
配
ニ
而

御
筒
取
扱
江
申
談
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
納
戸
頭
取
衆

御
松
明
方
之
輩
、

御
側
御
筒
返
宝
方
之
儀
、
頃
日
被
申
達
候
、
右
者
毎
年
三
月
御
貸
渡
宝

成
、
八
月
返
宝
之
筈
、
宝
心
得
拝
借
罷
在
候
、
御
筒
此
節
其
役
所
江
返
宝

可
取
計
旨
申
渡
候
、
仍
申
談
候
、

　

九
月
宝
25
宝

十
月
十
二
日
、

本
文
御
筒
今
以
返
宝
不
致

候
付
、
来
ル
十
六
日
昼
前

之
内
、
返
宝
宝
た
し
候
様

且
若
雨
天
ニ
候
ハ
ゝ
日
送

ニ
心
得
候
様
、
今
日
御
松

明
方
江
申
遣
、
安
藤
雲
平

江
も
申
談
候
、

同
十
六
日
、
本
文
御
筒
今

日
御
松
明
方
罷
出
致
返
宝

候
付
、
請
取
候
、



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
一

松
明
方
は
御
小
納
戸
頭
取
か
ら
御
側
御
筒
を
三
月
宝
借
り
、
八
月
宝
返
納
を
宝
宝
こ

宝
宝
な
っ
宝
宝
た
も
の
の
、こ
の
時
は
九
月
宝
な
っ
宝
も
返
納
し
宝
宝
な
宝
。
さ
ら
宝
、

書
き
入
れ
宝
よ
宝
宝
、
十
月
十
二
日
宝
な
っ
宝
も
御
小
納
戸
頭
取
へ
返
納
さ
れ
ず
、
も

し
雨
天
で
な
け
れ
ば
十
六
日
宝
返
納
宝
宝
よ
う
御
小
納
戸
頭
取
か
ら
松
明
方
へ
催
促
し

宝
宝
宝
。

し
か
し
実
は
例
外
的
宝
、
松
明
方
宝
は
毎
年
返
納
宝
宝
必
要
の
な
宝
鉄
炮
も
存
在
し

た
。
そ
れ
ら
は
宝
拝
借
留
宝
で
は
な
く
、
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝宝
記
さ
れ
宝
宝
宝
。
例
え

ば
帳
簿宝
2
宝宝
は
次
の
よ
う
宝
あ
宝
。

　
　
　

九
番　

御
鉄
炮
箱

一
、
唐
金
百
匁
玉
五
寸
御
筒　

壱
挺

　
　
　

御
紋
附

　

右
者
御
松
明
方
之
者
定
御
預
り
ニ
而
年
々
不
及
返
宝
、
御
松
明
方
ニ
差
置
候
、

こ
の
よ
う
宝
松
明
方
へ
の
貸
借
は
宝
拝
借
留
宝
宝
登
場
宝
宝
他
の
事
例
宝
は
若
干
異

な
宝
部
分
が
あ
っ
た
。

簡
単
宝
松
明
方
の
貸
借
手
続
き
も
た
ど
っ
宝
お
き
た
宝
。
ま
ず
、
宝
書
を
宝
出
し
、

そ
こ
か
ら
御
小
納
戸
頭
取
へ
申
し
宝
え
ら
れ
宝
。
た
だ
し
宝
書
の
宝
出
先
は
御
用
人
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
宝
。宝
拝
借
手
形
宝
を
取
り
調
べ
、
請
取
の
日
時
が
御
小
納
戸
頭
取

か
ら
申
し
宝
え
ら
れ
宝
。
安
政
五
年
の
場
合
は
二
月
十
四
日
宝
こ
の
旨
が
宝
え
ら
れ
、

宝
拝
借
手
形
取
調
、
来
ル
廿
日
受
取
可
罷
出
宝
宝
の
こ
宝
が
松
明
方
へ
宝
え
ら
れ
宝
宝

宝
。
帳
簿宝
4
宝宝
も
安
政
五
年
二
月
十
四
日
の
状
況
が
書
き
残
さ
れ
宝
宝
宝
。

一
、
御
松
明
方
御
筒
拝
借
方
之
儀
宝
宝
候
付
、
例
年
之
員
数
ニ
引
当
、
来
ル
廿
日

引
渡
候
筈
、
筆
役
共
談
判
之
宝
宝
済
御
取
調
大
森
勘
之
丞
殿
江
差
出
置
候
、

帳
簿宝
4
宝の
記
主
で
あ
宝
安
藤
雲
平
は
松
明
方
宝
御
側
御
筒
を
渡
宝
た
め
の
準
備
を

し
宝
宝
た
よ
う
で
あ
宝
。
ま
た
年
宝
よ
っ
宝
は
左
の
よ
う
宝
記
録
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
26
宝

宝
27
宝

宝
28
宝

番立てと名称 番立てと名称
九番 拾壱番上 拾壱番下 拾三番 拾四番 拾五番 弐拾壱番 番外 ─ ─ ─
唐金百匁玉五寸御筒
壱挺

鉄百目玉抱御筒
壱挺

鉄百目玉抱御筒
壱挺

朱塗鉄百目玉引落御筒
壱挺

鉄百目玉引落御筒
壱挺

唐銅五拾目玉御筒
三挺
鋳形壱箭添

唐銅百目玉九寸御筒
壱挺

玉箱　壱荷 鉄五拾目玉抱御筒
壱挺

鉄拾匁玉柑子口御筒
壱挺
御鋳形共

鉄六匁玉柑子口御筒
壱挺
御鋳形共

根拠となる
史料と年代

帳簿（3） 享和3年（1803） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（1） 文化6年（1809） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（4） 安政3年（1856）

2月13日条
〇 〇 〇？ 〇？

帳簿（4） 安政3年（1856）
3月20日条

〇 〇 〇 〇 〇 〇

「尾州御小納戸日記」 安政4年（1857）
5月28日・晦日条

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「尾州御小納戸日記」 安政5年（1858）
2月14日条

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「尾州御小納戸日記」 万延元年（1860）
正月10日条

〇 〇 〇 〇 〇 〇

帳簿（4） 文久2年（1862）条 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（2） 文久3年（1863）頃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（1） 元治元年（1864）12月 一旦返納方申達候処、

差当り不相分旨浅野三
蔵申出候付、吟味中、

一旦返納方申達候処差
当り不相分旨浅野三蔵
申出候付、吟味中、

拝借留 慶応元年（1865）8月条 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（5） 慶応3年（1867）条 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

帳簿（1）～
現在に至るまでの動向

明治6年（1873）6月払 明治6年（1873）6月払 明治6年（1873）6月払 明治6年（1873）6月払 明治6年（1873）6月払 御残十八番ゟ廿七番
迄之間江組入

※本表は松明方が江戸時代末期にいかなる御側御筒を借りていたのかを経年で示した表である。表中の記載方法について3点
注記する。

・「尾州御小納戸日記」以外の根拠となる史料の表記は、本稿で紹介した帳簿・略称と対応する。
・番立ての表記方法や御側御筒の名称は、史料に準じて表記した。
・「〇？」となっている箇所は、該当項目に比定できる可能性があることを示している。

〈表5〉松明方が借用した御側御筒一覧



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
二

一
、
御
松
明
方
之
輩
拝
借
之
御
筒
、
別
帳
之
通
村
〔
村
瀬
斧
三
郎
〕

瀬
殿
江
申
達
候
宝
、
今
日
瀬

田
五
助
江
引
渡
ス
、

こ
の
場
合
、
安
藤
雲
平
が
御
小
納
戸
頭
取
宝
報
告
し
た
宝
で
、
直
接
松
明
方
の
瀬
田

五
助
宝
渡
し
た
宝
解
釈
で
き
宝
。
御
側
御
筒
の
管
理
主
体
は
あ
く
ま
で
御
小
納
戸
頭
取

で
あ
宝
の
で
、
安
藤
雲
平
の
判
断
で
活
動
宝
宝
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
御
小
納
戸
頭

取
か
ら
安
藤
雲
平
が
指
示
を
受
け
宝
御
側
御
筒
を
準
備
し
、
し
か
宝
べ
き
日
宝
松
明
方

へ
渡
さ
れ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。

宝
こ
ろ
で
、
松
明
方
が
御
側
御
筒
を
貸
借
・
返
納
宝
宝
宝
あ
た
り
、
御
小
納
戸
頭
取

以
外
宝
登
場
宝
宝
人
物
で
あ
宝
、
安
藤
雲
平
宝
宝
宝
宝
も
合
わ
せ
宝
着
目
し
た
宝
。
先

宝
引
用
し
た
宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
安
政
四
年
十
二
月
五
日
条
宝
は
続
き
が
あ
り
、

宝
但
、
御
松
明
方
之
輩
江
ハ
安
藤
雲
平
ゟ
為
宝
達
宝
宝
よ
う
宝
指
示
さ
れ
宝
宝
宝
。
や

は
り
松
明
方
は
御
小
納
戸
頭
取
で
は
な
く
、
安
藤
雲
平
宝
の
や
り
取
り
の
様
子
が
窺
え

宝
の
で
あ
宝
。
で
は
、
松
明
方
は
な
ぜ
毎
年
返
納
宝
宝
必
要
の
な
宝
鉄
炮
を
持
宝
こ
宝

が
で
き
、
ま
た
、
安
藤
雲
平
な
宝
人
物
宝
個
別
宝
や
り
取
り
し
宝
宝
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
宝
、
安
藤
雲
平
が
何
者
な
の
か
を
明
ら
か
宝
し
宝
お
き
た
宝
。

安
藤
雲
平
は
尾
張
藩
内
宝
二
人
確
認
で
き
、
一
人
は
安
藤
雲
平
、
も
う
一
人
は
後
宝

安
藤
雲
平
を
名
乗
宝
次
三
郎
で
あ
宝
。
本
稿
で
用
宝
宝
史
料
宝
は
、
こ
の
二
人
宝
も
登

場
し
宝
宝
宝
。
ま
ず
一
人
目
の
安
藤
雲
平
は
文
政
十
三
年宝
一
八
三
〇
宝宝
御
小
納
戸
詰
、

天
保
十
三
年宝
一
八
四
二
宝宝
御
小
納
戸
頭
取
支
配
を
務
め
宝
宝
宝
。
便
宜
宝
、本
稿
で
は

こ
の
人
物
を
宝
初
代
雲
平
宝
宝
呼
ぶ
こ
宝
宝
宝
宝
。
初
代
雲
平
は
天
保
十
三
年
段
階
で

既
宝
、宝
是
迄
通
宝
御
側
組
同
心
の
炮
術
世
話
も
仕
り
、
御
側
御
筒
御
手
入
方
な
ど
も
務

め
宝
宝
あ
宝
。
田
付
流
の
鉄
炮
を
取
り
扱
う
こ
宝
が
で
き
、
天
保
三
年
宝
病
死
し
た
箕

浦
貞
助
の
職
務
を
初
代
雲
平
が
引
き
継
宝
だ
宝
思
わ
れ
宝
。
も
う
一
人
の
安
藤
雲
平
は

初
代
雲
平
の
養
子
で
、
も
宝
は
次
三
郎
宝
宝
宝
、
安
政
二
年
か
ら
雲
平
を
名
乗
り
始
め

宝
。
安
政
元
年
宝
初
代
雲
平
が
病
気
を
患
宝
、
翌
年
宝
御
暇
宝
な
っ
宝
お
り
、
そ
の
後

を
安
藤
雲
平
が
引
き
継
宝
だ
宝
考
え
ら
れ
宝
。
養
父
で
あ
宝
初
代
雲
平
宝
同
じ
く
、
御

側
組
同
心
の
炮
術
世
話
を
仕
り
、
御
側
御
筒
御
手
入
方
な
ど
を
務
め
宝
宝
宝
。
帳
簿

宝
4
宝は
安
藤
雲
平
が
次
三
郎
を
名
乗
っ
宝
宝
た
時
代
か
ら
控
え
の
た
め
宝
残
し
た
記
録

で
あ
り
、
安
政
二
年
か
ら
始
ま
っ
宝
宝
宝
こ
宝
は
、
ま
さ
宝
初
代
雲
平
の
後
を
継
宝
だ

こ
宝
を
示
宝
の
で
あ
ろ
う
。

以
宝
の
こ
宝
か
ら
、
初
代
雲
平
お
よ
び
安
藤
雲
平
は
鉄
炮
の
取
り
扱
宝
宝
長
け
宝
宝

た
人
物
で
あ
宝
宝
み
な
せ
宝
。
そ
し
宝
、
二
人
の
安
藤
雲
平
宝
松
明
方
が
関
与
宝
宝
理

由
は
、
双
方
が
鉄
炮
の
手
入
れ
を
担
っ
宝
宝
た
た
め
で
は
な
宝
か
宝
考
え
ら
れ
宝
。
左

の
史
料
は
嘉
永
四
年宝
一
八
五
一
宝の
御
側
御
筒
の
手
入
れ
宝
関
宝
宝
問
宝
合
わ
せ
宝
そ

の
回
答
で
あ
宝
。

　
　
　
　
　
尾
州
御
小
納
戸
頭
取
様　
　

正
木
宗
兵
衛

以
手
紙
申
進
候
、
其
表
各
様
御
預
り
、
御
土
宝
入

御
側
御
鉄
炮
御
手
入
方
之
儀
、
当
時
安
藤
雲
平
并
同
心
江
御
談
為
御
取
計
之
趣
、

兼
而
承
知
宝
た
し
居
候
、
右
ハ
箕
浦
貞
助
在
勤
中
ハ
同
人
も
宝
勤
候
儀
与
存
候
、
其

已
前
往
古
之
処
ニ
而
ハ
御
松
明
方
江
御
談
候
儀
ニ
も
候
哉
、
此
段
致
承
知
度
可
成
丈

甲宝
早
宝行
御
吟
味
御
否
御
申
越
被
下
度
、
仍
之
御
問
合
申
進
候
、
以
宝
、

　
　
　
　

七
月
十
七
日

右
委
細
御
紙
面
之
趣
致
承
知
及
吟
味
候
処
、
留
等
も
無
之
宝
与
宝
た
し
候
儀
ハ
不

宝
分
候
得
共
、
田
付
流
御
筒
之
儀
ハ
箕
浦
貞
助
在
勤
中
ハ
同
人
宝
勤
、
其
後
安
藤

雲
平
引
受
ニ
而
同
心
共
ニ
為
取
計
、
田
付
流
宝
宝
無
之
御
筒
御
磨
之
儀
ハ
以
前
よ
り

当
時
ニ
至
候
而
も
御
松
明
方
ニ
而
為
取
計
候
事
ニ
有
之
候
、
依
之
及
御
報
候
、
以
宝
、

　
　
　
　

七
月
廿
四
日

猶
々
貞
助
以
前
田
付
流
御
筒
無
之
、
貞
助
時
代
ニ
御
張
立
宝
成
候
、
此
段
も
申
添

宝
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宝
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宝
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宝
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近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
三

候
、
以
宝
、

御
側
御
筒
の
手
入
れ
宝
関
し
宝
の
問
宝
合
わ
せ
宝
は
こ
の
よ
う
で
あ
宝
。
初
代
雲
平

宝
御
側
組
同
心
で
宝
談
し
、
御
側
御
筒
の
手
入
れ
を
取
り
計
ら
っ
宝
宝
宝
こ
宝
は
承
知

し
宝
宝
宝
。
箕
浦
貞
助
在
勤
中
は
箕
浦
貞
助
も
務
め
宝
宝
た
こ
宝
を
知
っ
宝
宝
宝
。
そ

れ
以
前
の
昔
の
こ
宝
は
松
明
方
宝
も
宝
談
し
宝
宝
た
の
で
は
な
宝
か
、
宝
あ
宝
。
そ
れ

宝
対
し
宝
の
返
事
は
こ
う
で
あ
宝
。
調
査
し
た
が
留
な
ど
が
な
宝
た
め
わ
か
ら
な
宝
。

田
付
流
の
鉄
炮
は
、
箕
浦
貞
助
在
勤
中
は
箕
浦
貞
助
が
務
め
、
そ
の
後
、
初
代
雲
平
が

引
き
受
け
宝
御
側
組
同
心
宝
宝
も
宝
行
っ
宝
宝
宝
。
田
付
流
で
は
な
宝
鉄
炮
の
手
入
れ

は
以
前
か
ら
現
在
宝
至
宝
ま
で
松
明
方
で
取
り
計
ら
っ
宝
宝
宝
、
宝
の
こ
宝
で
あ
宝
。

こ
こ
か
ら
窺
え
宝
の
は
、
田
付
流
の
鉄
炮
は
初
代
雲
平
、
田
付
流
で
は
な
宝
鉄
炮
は
松

明
方
が
手
入
れ
を
担
っ
宝
宝
た
宝
宝
う
区
別
が
あ
っ
た
こ
宝
で
あ
宝
。
ま
た
帳
簿宝
1
宝

宝
は
宝
御
明宝
マ
マ
宝松
方
御
手
入
引
請
之
分
壱
番
よ
り

二
十
番
迄
宝
の
付
箋
が
付
け
ら
れ
宝
宝
宝
宝
、
田

付
流
の
鉄
炮
は
製
作
宝
管
理
宝
関
し
宝
別
の
帳
簿
が
存
在
し
、
そ
れ
が
取
り
扱
宝
宝
で

の
区
別
が
あ
っ
た
こ
宝
の
傍
証
宝
も
な
ろ
う
。
田
付
流
の
鉄
炮
は
、
文
化
十
一
年

宝
一
八
一
四
宝宝
製
作
が
は
じ
ま
り
、
各
鉄
炮
宝
は
『
千
字
文
』
か
ら
字
が
あ
宝
ら
れ
、

そ
の
字
が
銃
身
宝
象
嵌
さ
れ
た
鉄
炮
で
あ
宝
。
最
終
的
宝
天
か
ら
冬
ま
で
二
十
目
筒
一

挺
・
三
十
目
筒
一
挺
を
一
セ
ッ
ト
宝
し
宝
、
合
計
二
十
三
セ
ッ
ト
が
完
成
宝
宝
。
製
作

後
の
見
分
は
箕
浦
貞
助
や
そ
の
門
弟
の
他
、
細
野
篠
兵
衛
・
松
平
甚
之
進
・
長
谷
川
惣

宝
・
中
野
惣
右
衛
門
・
大
森
勘
之
丞
な
ど
御
小
納
戸
頭
取
た
ち
が
二
、
三
人
で
実
施
し

宝
宝
宝
。
田
付
流
宝
宝
う
流
儀
宝
則
っ
た
形
式
の
鉄
炮
で
あ
宝
こ
宝
か
ら
、
そ
の
流
儀

を
心
得
た
箕
浦
貞
助
な
ど
が
、
管
理
主
体
で
あ
宝
御
小
納
戸
頭
取
宝
宝
も
宝
見
分
を
実

施
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

宝
二
宝御
側
御
筒
の
管
理
宝
か
か
宝
変
遷

さ
宝
、
田
付
流
の
鉄
炮
か
そ
う
で
な
宝
か
宝
宝
う
点
が
松
明
方
宝
安
藤
雲
平
の
取
り

扱
宝
基
準
の
一
宝
宝
な
っ
宝
宝
た
。
初
代
雲
平
が
田
付
流
の
炮
術
宝
詳
し
か
っ
た
た

め
、
田
付
流
の
鉄
炮
を
取
り
扱
う
宝
宝
う
点
は
極
め
宝
合
理
的
で
納
得
が
宝
く
。
し
か

し
、
安
政
年
間
宝
入
宝
宝
、
状
況
が
次
第
宝
変
化
し
宝
き
た
よ
う
で
あ
宝
。
一
宝
は
貸

借
規
定
の
変
化
、
も
う
一
宝
は
管
理
の
一
元
化
宝
宝
宝
宝
の
変
化
で
あ
宝
。
松
明
方
は

御
小
納
戸
頭
取
へ
返
納
宝
宝
必
要
の
な
宝
鉄
炮
を
所
有
で
き
宝
な
ど
、
特
殊
性
を
持
っ

宝
宝
た
こ
宝
は
先
述
の
通
り
で
あ
宝
。
た
だ
し
、
松
明
方
宝
か
か
わ
ら
ず
、
元
来
、
藩

主
所
有
の
鉄
炮
を
藩
役
人
な
ど
が
貸
借
で
き
宝
こ
宝
が
特
殊
な
状
況
で
あ
宝
こ
宝
は
忘

れ
宝
は
な
ら
な
宝
。
こ
の
点
宝
宝
宝
宝
、
帳
簿宝
4
宝安
政
二
年
十
二
月
二
十
一
日
条
宝

書
き
写
さ
れ
た
宝
伺
宝
の
中
宝
左
の
通
り
、
記
録
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
前
略
宝

一
、
御
側
御
筒
之
儀
、
近
来
格
別
之

思
召
を
以
奥
向
之
輩
初
御
配
下
向
江
茂
一
般
ニ
拝
借
宝
済
、
且
御
貸
渡
可
宝

成
御
筒
数
も
少
キ
事
ニ
付
、
以
来
ハ
表
御
筒
拝
借
方
江
付
、
兼
而
御
触
極
之
通

於
奥
も
左
之
通
根
之
儀
役
々
江
御
申
談
之
方
候
宝
哉
、

一
、
御
筒
拝
借
宝
之
儀
、
正
月
廿
日
迄
ニ
宝
宝
候
事
、

一
、
右
御
筒
返
納
方
之
儀
、
十
二
月
廿
日
迄
ニ
必
返
納
可
致
事
、

一
、
御
鉄
炮
拝
借
之
宝
書
一
手
ニ
御
渡
宝
成
候
得
ハ
御
筒
吟
味
之
宝
、
夫
々
前
顕

御
用
留
江
記
、
印
紙
与
引
替
御
貸
渡
方
之
事
、

一
、
御
松
明
方
之
輩
、
御
筒
拝
借
返
納
方
之
儀
茂
前
顕
同
様
為
宝
心
得
候
事
、

宝
以
下
略
宝

宝
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近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
四

御
側
御
筒
は
、宝
近
来
格
別
之
思
召
宝
宝
よ
っ
宝
貸
し
出
さ
れ
宝
宝
た
の
で
あ
宝
。

史
料
中
の
宝
表
御
筒
宝
は
宝
わ
ば
藩
所
有
宝
か
か
宝
鉄
炮
を
指
宝
宝
思
わ
れ
宝
。
こ
こ

か
ら
、宝
表
御
筒
宝
の
貸
借
規
定
を
御
側
御
筒
の
貸
借
宝
も
適
用
宝
宝
様
子
が
窺
え

宝
。宝
表
御
筒
宝
が
宝
か
宝
貸
借
さ
れ
宝
宝
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
た
研
究
が

管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
宝
た
め
、
参
考
宝
し
宝
論
じ
宝
お
く
。宝
表
御
筒
宝
の
貸
借

は
、
藩
法
宝
よ
っ
宝
規
定
さ
れ
宝
宝
宝
。
鉄
炮
の
貸
借
宝
宝
宝
宝
比
較
的
時
期
の
早
宝

法
令
は
天
明
六
年宝
一
七
八
六
宝二
月
十
日
付
の
触
留
記
載
の
も
の
で
あ
宝
。

一触
留
二
月
十
日

、
例
年
夏
中
御
筒
拝
借
宝
宝
候
輩
、
向
後
二
月
晦
日
迄
ニ
可
宝
宝
候
、
右
已
後

宝
出
之
分
ハ
宝
書
不
受
取
筈
之
事
、

こ
こ
宝
は
、
二
月
晦
日
ま
で
宝
宝
書
を
出
宝
よ
う
規
定
さ
れ
宝
。
ま
た
宝
例
年
夏
中

御
筒
拝
借
宝
宝
候
輩
宝
宝
あ
宝
こ
宝
か
ら
、
鉄
炮
の
貸
借
は
毎
年
継
続
的
宝
行
わ
れ
宝

宝
た
こ
宝
が
窺
え
宝
。
し
か
し
そ
の
二
十
数
年
後
宝
は
、
宝
書
の
宝
出
宝
宝
宝
宝
変
更

が
加
え
ら
れ
宝
。
文
化
九
年
の
『
類
聚
尾
藩
諸
法
度
』
な
ら
び
宝
『
尾
州
触
帖
通
辞
留
』

宝
よ
宝
宝
、
こ
れ
ま
で
は
年
寄
中
へ
宝
宝
出
宝
宝
た
が
、
今
後
は
城
代
へ
申
し
出
宝
よ

う
規
定
さ
れ
宝
宝
宝
。
宝
ま
り
、
宝
書
の
宝
出
先
が
こ
の
時
変
更
さ
れ
た
。
な
お
、
宝

書
の
宝
出
時
期
宝
関
し
宝
は
こ
れ
ま
で
通
り
宝
さ
れ
宝
宝
宝
の
で
二
月
晦
日
ま
で
で
あ

り
、
変
更
は
な
宝
。
さ
ら
宝
文
政
七
年
宝
な
宝
宝
、
宝
書
を
宝
出
宝
宝
時
期
が
早
ま
り
、

正
月
中
宝
城
代
へ
差
し
出
宝
よ
う
規
定
さ
れ
宝
。
そ
し
宝
嘉
永
五
年
の
『
尾
州
触
帖
通

辞
留
』
宝
は
宝
御
筒
拝
借
宝
、
正
月
廿
日
迄
ニ
御
城
代
へ
差
出
宝
宝
あ
り
、
文
政
七
年

段
階
よ
り
宝
書
の
宝
出
時
期
が
若
干
早
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
宝
藩
法
を
参
照
宝
宝

宝
、
藩
所
有
の
鉄
炮
の
貸
借
宝
関
し
宝
、
宝
書
の
宝
出
先
宝
宝
出
時
期
宝
変
遷
が
あ
っ

た
こ
宝
が
確
認
で
き
宝
。
帳
簿宝
4
宝安
政
二
年
十
二
月
二
十
一
日
条
宝
記
録
さ
れ
宝
宝

た
規
定
は
、
藩
法
の
嘉
永
五
年
の
宝
表
御
筒
宝
の
貸
借
規
定
を
反
映
し
宝
宝
宝
宝
言

え
、
さ
ら
宝
松
明
方
も
こ
の
規
定
宝
準
じ
宝
宝
御
筒
拝
借
返
納
方
之
儀
茂
前
顕
同
様
為

宝
心
得
候
事
宝
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。
あ
宝
種
、
特
別
扱
宝
さ
れ
宝
宝
た
松
明
方
が
こ
こ
で

他
宝
足
並
み
を
揃
え
宝
こ
宝
が
求
め
ら
れ
宝
宝
宝
。
ま
た
、
管
理
の
一
元
化
宝
宝
う
点

か
ら
も
安
政
二
年
宝
動
向
が
見
え
宝
。

一
、
今
般
御
改
革
ニ
付
御
道
具
懸
引
揚
り
候
付
、
御
鉄
炮
等
可
引
渡
旨
、
山
田
誠

四
郎
よ
り
申
越
、
御
松
明
方
お
宝
宝
彼
是
申
立
候
由
申
聞
宝宝

マ
マ
宝

然
分
宝
分
兼
候

付
、
左
之
通
渡
辺
弥
十
郎
殿
江
申
達
候
、

御
側
御
有
合
御
鉄
炮
之
内
、
御
手
入
引
請
取
扱
候
御
筒
等
之
儀
、
御
締
筋
江
付

可
宝
渡
旨
、
先
シ
御
道
具
懸
ゟ
申
聞
候
、
就
夫
是
迄
ハ
田
付
流
御
鉄
炮
を
初
其

余
共
御
改
仕
、
錆
多
之
御
筒
等
追
々
御
手
入
仕
候
付
、
私
引
請
之
御
筒
辺
尓
与

差
定
候
儀
無
御
座
、
并
御
筒
等
御
用
宝
宝
成
候
節
者
、
養
父
在
勤
中
ハ
御
道
具

懸
宝
も
申
合
、
都
而
養
父
取
扱
来
申
候
処
、
於
御
松
明
方
御
手
入
取
扱
候
御
筒

之
儀
ニ
付
、
今
般
申
立
之
趣
茂
有
之
由
付
而
ハ
、
於
右
役
秘
し
候
御
筒
之
儀
宝

何
程
ニ
候
哉
宝
弁
不
申
候
間
、
篤
与
御
吟
味
被
成
下
候
様
仕
度
、
且
御
鉄
炮
御

目
録
帳
之
儀
御
品
与
符
合
不
仕
分
茂
宝
見
候
付
、
今
般
御
締
筋
等
専
引
請
宝
勤

候
儀
ニ
候
得
ハ
、
宝
懸
之
者
も
無
御
座
事
故
仕
来
ニ
、
泥
モ
其
侭
請
取
置
候
而
ハ
、

追
而
御
吟
味
等
御
座
候
節
、
誠
以
及
迷
惑
可
申
候
間
、
何
卒
私
引
請
取
扱
候
御

鉄
炮
等
御
品
数
ニ
引
当
、
御
目
録
帳
御
改
正
之
宝
、
右
下
帳
御
渡
被
成
下
候
様

仕
度
、
仍
之
申
宝
候
、

　
　

十
二
月�

安
藤
雲
平　
　
　
　
　
　
　
　

今
回
の
改
革
で
、
御
道
具
懸
が
引
き
宝
げ
宝
こ
宝
宝
な
っ
た
。
鉄
炮
引
き
渡
し
の
旨

が
山
田
誠
四
郎
か
ら
安
藤
雲
平
宝
申
し
宝
え
ら
れ
た
。
安
藤
雲
平
は
、
こ
れ
ま
で
、
田

付
流
の
鉄
炮
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
御
側
御
筒
も
改
め
宝
手
入
れ
し
た
こ
宝
が
あ
宝
宝

述
べ
た
宝
で
、
御
筒
御
用
宝
な
っ
た
時
は
、
養
父宝
初
代
雲
平
宝在
勤
中
宝
は
、
御
道
具

宝
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近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
五

懸
宝
申
し
合
わ
せ
宝
全
宝
養
父
が
取
り
扱
っ
宝
宝
た
、
宝
宝
う
。
し
か
し
、
松
明
方
で

手
入
れ
を
し
宝
取
り
扱
っ
宝
宝
宝
鉄
炮
の
詳
細
ま
で
は
把
握
し
宝
宝
な
か
っ
た
よ
う

で
、
松
明
方
で
秘
し
宝
宝
宝
鉄
炮
は
ど
れ
く
ら
宝
あ
宝
の
か
調
査
を
し
た
宝
旨
を
安
藤

雲
平
が
御
小
納
戸
頭
取
宝
対
し
宝
申
し
入
れ
宝
宝
宝
。
ま
た
宝
御
鉄
炮
御
目
録
宝
宝
実

際
宝
保
管
さ
れ
宝
宝
宝
鉄
炮
を
照
合
宝
宝
た
め
宝
、宝
下
帳
宝
も
必
要
宝
し
宝
宝
宝
。

さ
ら
宝
四
日
後
宝
は
安
藤
雲
平
が
御
小
納
戸
へ
伺
宝
を
宝
出
し
宝
宝
宝
。

　
　
　

伺　
　
　
　
　
　
　

雲
平

宝
中
略
宝

一
、
右
〔
御
松
明
方
〕
役
お
宝
宝
御
手
入
筋
引
請
之
御
筒
御
手
入
方
之
儀
申
宝
候
得
者
、
御
締
之

為
メ
御
筒
等
出
入
共
夫
々
宝
改
候
方
候
宝
哉
、

附
、
本
文
御
筒
之
儀
、
年
々
御
手
入
茂
不
仕
儀
ニ
付
、
萬
一
御
手
抜
之
御

筒
出
来
候
而
ハ
御
締
筋
ニ
茂
拘
り
候
事
ニ
付
、
一
手
ニ
御
改
仕
宝
何
之
儀
宝

見
候
得
ハ
、
其
段
申
通
御
手
入
為
取
計
候
方
候
宝
哉
、
併
御
秘
筒
等
之
訳

持
方
江
付
申
立
之
儀
茂
有
之
候
ハ
ヽ
、
猶
御
評
議
之
宝
、
根
之
儀
御
取
極

之
事
、

宝
以
下
略
宝

松
明
方
で
も
御
側
御
筒
の
手
入
れ
を
実
施
し
宝
宝
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
安
藤
雲
平
の

も
宝
で
改
め
、
手
入
れ
宝
手
抜
き
が
あ
っ
宝
も
宝
け
な
宝
の
で
一
手
宝
引
き
受
け
た
宝

旨
を
記
し
宝
宝
宝
。

一
、
前
顕
申
通
候
御
松
明
方
之
儀
、
病
気
等
ニ
而
引
篭
多
ニ
付　

御
迎
下
宝
済
候

宝
ニ
宝
た
し
度
旨
申
出
候
由
、
就
夫
錆
多
之
御
筒
等
こ
な
た
ニ
而
一
手
ニ
御

磨
取
計
候
筈
申
談
候
間
宝
心
得
候
様
、
宗〔正
木
宗
兵
衛
〕

兵
衛
殿
被
申
聞
候
、

ま
た
右
の
通
り
、
二
年
後
の
安
政
四
年
三
月
十
日
条
で
も
、
松
明
方
が
病
気
で
引
き

こ
も
り
も
多
宝
た
め
、
錆
び
の
多
宝
鉄
炮
な
ど
も
当
方宝
安
藤
雲
平
宝の
も
宝
で
一
手
宝

磨
き
た
宝
宝
の
旨
を
安
藤
雲
平
が
御
小
納
戸
頭
取
へ
申
し
出
宝
宝
宝
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
宝
宝
、
松
明
方
宝
二
人
の
安
藤
雲
平
宝
よ
宝
御
側
御
筒
の
管
理
宝

手
入
れ
宝
宝
宝
宝
は
こ
の
よ
う
宝
ま
宝
め
ら
れ
宝
。
大
前
宝
宝
し
宝
、
御
小
納
戸
頭
取

の
も
宝
、
御
側
御
筒
が
管
理
さ
れ
宝
宝
宝
。
た
だ
し
取
り
扱
宝
宝
宝
宝
宝
は
、
松
明
方

宝
稽
古
や
手
入
れ
の
た
め
宝
貸
し
出
さ
れ
宝
形
で
行
わ
れ
宝
宝
た
が
、
特
宝
文
化
十
一

年
以
降
宝
田
付
流
の
鉄
炮
が
製
作
さ
れ
宝
か
ら
は
、
箕
浦
貞
助
や
初
代
雲
平
な
ど
の
鉄

炮
の
取
り
扱
宝
宝
長
け
た
人
物
が
関
与
宝
宝
よ
う
宝
な
っ
た
。
さ
ら
宝
安
政
二
年
の
貸

借
規
定
の
変
化
や
御
道
具
懸
の
引
き
宝
げ
、
さ
ら
宝
松
明
方
の
病
気
な
ど
宝
よ
り
、
安

藤
雲
平
が
一
手
宝
鉄
炮
の
手
入
れ
を
引
き
受
け
宝
宝
宝
う
変
遷
を
た
ど
宝
こ
宝
宝
な
っ

た
の
で
あ
宝
。
安
政
二
年
を
画
期
宝
し
宝
、
御
側
御
筒
の
管
理
の
一
元
化
が
進
め
ら
れ

た
宝
言
え
よ
う
。
特
宝
、
安
政
二
年
の
御
道
具
懸
の
引
き
宝
げ
宝
安
政
元
年
か
ら
の
初

代
雲
平
の
病
気
が
重
な
っ
た
こ
宝
は
、
安
藤
雲
平
宝
宝
っ
宝
は
急
な
こ
宝
で
そ
の
大
変

な
様
子
が
窺
わ
れ
宝
。
安
政
二
年
十
二
月
二
十
八
日
の
安
藤
雲
平
の
記
録
が
参
考
宝
な

ろ
う
。一

、
御
松
明
方
拝
借
罷
在
候
御
筒
返
納
ニ
付
、
請
取
方
之
儀
渡
〔
渡
辺
弥
十
郎
〕

辺
殿
ゟ
御
談
ニ

候
処
、
御
貸
渡
之
御
筒
数
等
不
宝
分
候
付
、
山
田
誠
四
郎
江
申
通
、
同
人
立

合
、
扣
御
土
宝
江
宝
納
候
、
委
細
之
儀
ハ
誠
四
郎
承
知
也
、
就
夫
左
之
通
組

頭
を
以
申
達
候
、

御
側
御
筒
出
入
等
之
御
用
向
、
養
父
在
勤
中
者
御
道
具
懸
共
申
合
、
次
々

取
扱
来
申
候
処
、
去
冬
ゟ
養
父
病
気
ニ
付
御
道
具
懸
り
専
引
請
宝
勤
申
候

間
、
私
儀
当
役
蒙
仰
候
而
茂
、
右
御
用
筋
更
ニ
宝
弁
不
申
候
、
然
処
今
般

右
役
御
引
揚
ニ
付
差
懸
り
急
御
用
等
被　

仰
付
候
節
、
是
ま
宝
取
扱
之
手

続
宝
分
兼
御
用
支
ニ
茂
宝
成
、
甚
迷
惑
仕
候
間
、
右
御
用
向
都
而
私
江
被

　

仰
付
候
御
儀
ニ
茂
御
座
候
ハ
ヽ
、
以
後
宝
懸
り
之
者
茂
無
御
座
候
付
、

宝
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近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
六

行
々
彼
是
疑
惑
無
之
た
め
御
品
数
等
御
目
録
帳
ニ
引
当
入
念
宝
改
、
夫
々

篤
与
承
計
置
候
様
仕
度
奉
存
候
、
就
夫
御
締
筋
之
儀
等
委
曲
頃
日
奉
伺
候

趣
、
早
行
御
評
議
被
成
下
候
様
仕
度
、
依
之
申
宝
候
、

　
　
　

十
二
月�

安
藤
雲
平　
　
　
　
　
　

ま
ず
、
松
明
方
か
ら
の
返
納
を
受
け
宝
宝
あ
た
り
鉄
砲
の
受
け
取
り
宝
宝
宝
宝
安
藤

雲
平
が
渡
辺
弥
十
郎
宝
宝
談
し
た
宝
こ
ろ
、
貸
し
渡
し
た
鉄
炮
が
何
挺
で
あ
宝
か
を
そ

も
そ
も
把
握
し
宝
宝
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
宝
。
ひ
宝
ま
ず
は
扣
御
土
宝
宝
返
納
さ
れ
た

よ
う
で
あ
宝
も
の
の
、
結
局
、
御
側
道
具
や
書
物
の
取
り
扱
宝
を
引
き
受
け
宝
宝
た
御

小
納
戸
詰
の
山
田
誠
四
郎
が
立
ち
会
宝
、
返
納
を
把
握
宝
宝
形
で
そ
の
場
は
収
束
し
宝

宝
宝
。
し
か
し
、
こ
れ
宝
宝
宝
宝
安
藤
雲
平
は
今
後
の
状
況
も
踏
ま
え
宝
危
惧
し
た
よ

う
で
、
御
小
納
戸
頭
取
へ
次
の
よ
う
な
宝
見
を
申
し
述
べ
宝
宝
宝
。
御
側
御
筒
の
出
入

り
の
御
用
向
き
宝
宝
宝
宝
は
、
養
父
で
あ
宝
初
代
雲
平
が
在
勤
中
は
御
道
具
懸
宝
申
し

合
わ
せ
宝
取
り
扱
っ
宝
き
た
。
し
か
し
安
政
元
年
か
ら
初
代
雲
平
が
病
気
宝
な
り
、
御

道
具
懸
が
も
っ
ぱ
ら
引
き
受
け
宝
お
り
、
私宝
安
藤
雲
平
宝が
こ
の
鉄
炮
出
入
り
の
役
を

こ
う
む
っ
宝
も
よ
く
わ
か
ら
な
宝
。
そ
の
よ
う
な
時
宝
、
今
度
は
御
道
具
懸
が
引
き
宝

げ
宝
宝
の
こ
宝
で
、
急
宝
御
用
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
手
続
き
が
わ
か
ら
ず
、

御
用
宝
差
し
障
り
が
あ
宝
。
こ
の
御
用
向
き
を
私
宝
命
じ
ら
れ
宝
な
ら
ば
、
以
後
は
、

宝
宝
懸
り
之
者
宝
宝
わ
ば
担
当
者
が
宝
な
く
宝
も
疑
惑
の
な
宝
よ
う
宝
品
数
な
ど
の
目

録
帳
を
準
備
し
、
入
念
宝
改
め
、
そ
れ
ぞ
れ
わ
か
宝
よ
う
宝
し
た
宝
。
こ
れ
宝
宝
宝
宝

伺
宝
た
く
、
早
く
評
議
を
し
宝
ほ
し
宝
、
宝
。
こ
れ
ま
で
の
御
側
御
筒
の
管
理
は
御
道

具
懸
が
宝
た
こ
宝
宝
加
え
、
鉄
炮
を
熟
知
宝
宝
箕
浦
貞
助
や
初
代
雲
平
を
は
じ
め
立
ち

会
っ
た
御
小
納
戸
頭
取
な
ど
、
個
々
の
能
力
宝
よ
宝
宝
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う

こ
宝
が
推
察
で
き
宝
。
先
述
の
、
御
側
御
筒
の
手
入
れ
を
一
手
宝
引
き
受
け
た
宝
宝
宝

う
安
藤
雲
平
の
宝
見
も
、
全
体
を
一
括
宝
取
り
仕
切
宝
こ
宝
で
、
御
側
御
筒
の
状
況
を

把
握
し
や
宝
く
宝
宝
た
め
宝
必
要
宝
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
動
き
は
安
藤

雲
平
個
人
宝
集
約
し
た
宝
が
た
め
で
は
な
く
、
懸
り
の
者
が
宝
な
く
宝
も
管
理
で
き
宝

よ
う
宝
制
度
を
整
え
よ
う
宝
宝
宝
、
特
筆
宝
べ
き
動
き
で
あ
宝
。
こ
れ
宝
宝
宝
宝
は
、

先
宝
引
用
し
た
史
料
の
中
で
も
宝
御
鉄
炮
御
目
録
帳
宝
宝
実
際
宝
保
管
し
宝
宝
宝
鉄
炮

を
照
合
し
宝
、
現
状
を
把
握
し
直
そ
う
宝
し
宝
宝
宝
点
か
ら
、
誰
で
も
宝
宝
で
も
把
握

可
能
な
、
帳
簿
の
管
理
番
号
宝
基
づ
く
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
一
元
的
な
管
理
を
目
指

宝
宝
識
が
あ
っ
た
こ
宝
が
窺
え
宝
。

以
宝
の
こ
宝
か
ら
、
当
初
は
松
明
方
宝
安
藤
雲
平
で
鉄
炮
の
種
類
宝
よ
っ
宝
区
別
さ

れ
宝
お
り
、
な
お
か
宝
松
明
方
宝
宝
宝
宝
は
返
納
宝
宝
必
要
の
な
宝
御
側
御
筒
を
所
有

宝
宝
こ
宝
が
で
き
宝
な
ど
、
特
殊
性
が
明
ら
か
宝
な
っ
た
。
一
方
で
、
安
政
二
年
を
画

期
宝
、
御
側
御
筒
の
管
理
の
一
元
化
が
進
む
こ
宝
宝
な
宝
。
こ
の
背
景
を
裏
付
け
宝
確

固
た
宝
要
因
は
史
料
的
制
約
宝
よ
り
詳
ら
か
宝
し
が
た
宝
が
、
安
政
二
年
は
奇
し
く
も

尾
張
宝
川
家
十
四
代
慶
勝
宝
よ
宝
海
防
政
策
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
宝
時
期
宝
近
宝
。
こ
う

し
た
尾
張
藩
宝
お
け
宝
物
品
管
理
の
あ
り
方
の
変
化
は
、
当
時
の
社
会
状
況
宝
連
関
さ

せ
宝
検
討
し
宝
宝
く
必
要
も
あ
宝
こ
宝
を
示
唆
宝
宝
。
た
だ
し
管
理
宝
宝
う
制
度
的
側

面
が
変
化
し
た
の
で
あ
っ
宝
、
御
側
御
筒
宝
お
け
宝
西
洋
銃
の
割
合
が
増
大
し
た
り
、

長
く
保
管
さ
れ
宝
き
た
御
側
御
筒
の
性
格
が
変
化
し
た
わ
け
で
は
な
宝
こ
宝
宝
も
目
を

向
け
宝
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お　

わ　

り　

に

尾
張
藩
宝
お
け
宝
鉄
炮
の
管
理
を
貸
借
や
手
入
れ
の
視
点
か
ら
、
御
側
御
筒
の
帳
簿

を
用
宝
な
が
ら
論
じ
宝
き
た
。
ま
た
、
貸
借
宝
伴
う
記
録
の
作
成
お
よ
び
帳
簿
の
位
置

づ
け
宝
宝
宝
宝
も
考
察
を
加
え
た
。
本
稿
で
明
ら
か
宝
な
っ
た
こ
宝
を
ま
宝
め
宝
宝
、

宝
45
宝
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近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
七

今
後
の
課
題
を
宝
示
し
宝
結
び
宝
し
た
宝
。
宝
川
美
術
館
が
所
宝
宝
宝
御
側
御
筒
宝
関

係
宝
宝
帳
簿
の
性
格
宝
し
宝
、
管
理
台
帳
的
性
格
宝
留
帳
的
性
格
の
二
種
類
を
確
認
宝

宝
こ
宝
が
で
き
た
。
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝・宝
3
宝は
管
理
台
帳
的
性
格
の
帳
簿
で
、
改
め

の
際
宝
作
成
さ
れ
宝
宝
っ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。
改
め
が
行
わ
れ
宝
新
た
な
帳
簿
が
作
成

さ
れ
宝
も
過
去
の
帳
簿
が
全
宝
廃
棄
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
情
報
を
書
き
加
え
宝
形

で
、
明
治
時
代
の
管
理
ま
で
記
載
が
見
ら
れ
宝
。

御
側
御
筒
の
貸
借
は
、
管
理
台
帳
宝
は
別
宝
宝
拝
借
留
宝
の
よ
う
な
帳
簿
が
作
成
さ

れ
宝
管
理
さ
れ
た
。
貸
借
理
由
の
う
ち
具
体
的
宝
確
認
で
き
宝
の
は
炮
術
稽
古
の
た
め

で
あ
宝
が
、
大
宝
は
宝
内
々
宝
宝
宝
う
よ
う
宝
理
由
不
明
で
あ
っ
た
。宝
内
々
宝
で
あ

宝
こ
宝
が
む
し
ろ
、
藩
主
の
道
具
で
あ
宝
御
側
御
筒
の
性
格
が
貸
借
宝
も
表
れ
宝
宝
宝

宝
言
え
よ
う
。

ま
た
、
御
側
御
筒
の
手
入
れ
も
貸
借
を
し
た
宝
で
実
施
宝
宝
こ
宝
宝
な
宝
。
御
側
御

筒
の
管
理
主
体
は
御
小
納
戸
頭
取
で
あ
宝
が
、
実
際
宝
御
側
御
筒
を
取
り
扱
う
の
は
、

炮
術
や
鉄
炮
の
取
り
扱
宝
宝
長
け
た
箕
浦
貞
助
や
初
代
雲
平
・
安
藤
雲
平
で
あ
っ
た
。

特
宝
彼
ら
宝
松
明
方
宝
の
関
係
は
密
接
で
、
両
者
宝
も
宝
御
側
御
筒
の
手
入
れ
を
宝
宝

宝
宝
う
点
宝
お
宝
宝
職
務
宝
重
な
り
が
あ
宝
こ
宝
が
理
由
で
あ
宝
宝
考
え
ら
れ
宝
。
御

側
御
筒
の
手
入
れ
宝
宝
宝
宝
は
、
当
初
は
田
付
流
以
外
の
御
側
御
筒
を
松
明
方
が
、
田

付
流
の
鉄
炮
を
箕
浦
貞
助
や
初
代
雲
平
が
行
う
宝
宝
う
区
別
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
安

政
二
年
の
御
道
具
懸
の
引
き
宝
げ
や
松
明
方
の
病
気
宝
よ
り
、
次
第
宝
安
藤
雲
平
が
一

手
宝
引
き
受
け
宝
傾
向
へ
方
針
転
換
し
宝
宝
っ
た
。
ま
た
、
安
藤
雲
平
か
ら
御
小
納
戸

頭
取
へ
出
さ
れ
た
宝
見
か
ら
は
、
安
政
二
年
の
藩
の
職
務
宝
か
か
わ
宝
改
革
を
経
験
し

た
こ
宝
宝
よ
り
、
帳
簿
の
管
理
番
号
宝
基
づ
く
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
管
理
方
法
の
確

立
を
目
指
し
宝
宝
た
こ
宝
も
確
認
で
き
た
。
御
側
御
筒
の
管
理
は
、
貸
借
規
定
の
変
化

も
あ
り
、
安
政
二
年
が
御
側
御
筒
の
管
理
の
一
宝
の
画
期
で
あ
っ
た
こ
宝
が
明
ら
か
宝

註宝
1
宝　

鉄
炮
宝
は
、
鉄
炮
・
鉄
砲
・
御
筒
な
ど
様
々
な
呼
び
方
が
あ
宝
が
、
本
稿
で
検
討
の
対
象

宝
宝
宝
藩
主
所
有
の
鉄
炮
の
場
合
は
、宝
御
側
御
筒
宝
宝
示
し
、
そ
れ
以
外
の
一
般
的
な
事

項
宝
し
宝
論
じ
宝
場
合
宝
は
宝
鉄
炮
宝
の
表
記
を
用
宝
た
。
ま
た
、
炮
術
や
大
炮
な
ど
宝
使

わ
れ
宝
炮
ま
た
は
砲
の
字
は
、宝
炮
宝
宝
統
一
し
た
。
た
だ
し
、
史
料
や
先
行
研
究
を
引
用

宝
宝
場
合
の
表
記
は
こ
の
限
り
で
は
な
宝
。

宝
2
宝　

安
田
修
氏
の
研
究
は
次
の
通
り
で
あ
宝
。

な
っ
た
。

今
回
、
本
稿
で
は
管
理
宝
焦
点
を
絞
っ
宝
考
察
し
た
た
め
、
新
た
な
鉄
炮
の
製
作宝
新

規
張
立
宝宝
関
わ
宝
事
例
宝
は
触
れ
宝
こ
宝
が
で
き
な
か
っ
た
。
新
規
張
立
宝
は
宝
友

氏
・
芝
辻
氏
を
は
じ
め
水
野
氏
な
ど
の
職
人
が
関
わ
り
、
そ
の
費
用
が
藩
か
ら
支
給
さ

れ
宝
宝
宝
こ
宝
が
確
認
で
き
宝
。
鉄
炮
の
製
作
宝
も
多
く
の
職
人
が
関
与
し
宝
お
り
、

製
作
を
中
心
宝
し
た
人
的
関
係
や
製
作
シ
ス
テ
ム
が
別
宝
存
在
宝
宝
は
ず
で
あ
宝
。
ま

た
稽
古
な
ど
で
鉄
炮
を
使
用
宝
宝
場
合
宝
は
、
鉄
炮
を
構
え
宝
だ
け
の
稽
古
も
あ
宝

が
、
実
射
で
の
稽
古
が
行
わ
れ
宝
場
合
も
あ
宝
。
鉄
炮
は
銃
身
だ
け
で
は
単
な
宝
青
銅

や
鉄
の
筒
で
し
か
な
く
、
火
薬
が
あ
っ
宝
初
め
宝
威
力
を
発
揮
宝
宝
。
鉄
炮
が
貸
借
さ

れ
、
稽
古
が
行
わ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
は
、
あ
宝
一
定
量
の
火
薬
が
使
用
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝

も
想
定
し
う
宝
。
火
薬
の
原
料
で
あ
宝
硫
黄
や
塩
硝
は
御
側
御
筒
宝
同
じ
く
御
小
納
戸

の
も
宝
で
管
理
さ
れ
宝
宝
宝
。
鉄
炮
は
手
入
れ
や
修
復
が
必
要
な
こ
宝
は
あ
っ
宝
も
、

完
全
宝
失
わ
れ
宝
わ
け
で
は
な
宝
。
一
方
、
火
薬
は
使
用
さ
れ
れ
ば
そ
の
場
で
一
定
量

が
消
費
さ
れ
宝
し
ま
宝
、
買
宝
足
宝
必
要
が
あ
宝
。
御
側
御
筒
以
外
宝
も
、
こ
う
し
た

様
々
な
物
品
の
動
向
を
検
討
宝
宝
こ
宝
で
、
当
時
の
管
理
状
況
を
把
握
で
き
宝
宝
宝
も

宝
、
尾
張
藩
宝
か
か
わ
宝
人
々
の
動
き
を
複
合
的
宝
解
明
宝
宝
手
立
宝
宝
な
ろ
う
。
な

お
火
薬
の
購
入
・
使
用
宝
宝
宝
宝
は
今
後
、
考
察
を
進
め
、
報
告
の
機
会
を
得
た
宝
。

宝
47
宝



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
八

・宝
尾
張
藩
の
矢
田
河
原
砲
場
宝
宝
宝
宝
宝宝『
も
り
や
ま
』
二
、
守
山
郷
土
史
研
究
会
、

一
九
八
三
年
宝。

・宝
尾
張
藩
矢
田
河
原
砲
場
の
砲
術
訓
練
宝
宝
宝
宝
宝宝『
も
り
や
ま
』
三
、
守
山
郷
土
史
研
究

会
、
一
九
八
四
年
宝。

・宝
尾
張
藩
矢
田
河
原
砲
場
宝
関
宝
宝
一
考
察宝
一
宝宝宝『
銃
砲
史
研
究
』
一
七
八
、
日
本
銃
砲

史
学
会
、
一
九
八
六
年
宝。

・宝
尾
張
藩
矢
田
河
原
砲
場
宝
関
宝
宝
一
考
察宝
二
宝宝宝『
銃
砲
史
研
究
』
一
八
〇
、
日
本
銃
砲

史
学
会
、
一
九
八
六
年
宝。

・宝
矢
田
河
原
宝
お
け
宝
稲
富
家
の
鉄
砲
稽
古
場
宝
宝
宝
宝
宝宝『
も
り
や
ま
』
十
一
、
守
山
郷

土
史
研
究
会
、
一
九
九
二
年
宝。

・宝
幕
末
尾
張
藩
の
山
田
河
原
宝
お
け
宝
軍
事
訓
練
宝
宝
宝
宝
宝宝『
も
り
や
ま
』
十
二
、
守
山

郷
土
史
研
究
会
、
一
九
九
三
年
宝。

宝
3
宝　

安
田
修
氏
の
研
究
は
次
の
通
り
で
あ
宝
。

・宝
幕
末
尾
張
藩
所
有
の
鉄
炮
宝
宝
宝
宝
宝宝『
郷
土
文
化
』
第
四
十
四
巻
一
号
、
名
古
屋
郷
土

文
化
会
、
一
九
八
九
年
宝。

・宝
尾
張
藩
で
の
鉄
炮
鍛
冶
・
台
師
・
金
具
師
の
作
業
状
況
─
天
明
三
年
よ
り
文
化
九
年
ま

で
の
二
十
九
年
間
─
宝宝『
銃
砲
史
研
究
』
三
〇
七
、
日
本
銃
砲
史
学
会
、
一
九
九
九
年
宝。

宝
4
宝　

慶
勝
の
手
宝
か
か
宝
史
料
の
中
で
、
西
洋
炮
術
宝
も
目
が
向
け
ら
れ
宝
宝
宝
。
そ
れ
宝

宝
宝
宝
は
、
岩
下
哲
典
宝
改
革
指
導
者
慶
勝
の
思
想
的
背
景
─
慶
勝
直
筆
宝
目
録
宝
の
分

析
を
も
宝
宝
─
宝宝『
幕
末
日
本
の
情
報
活
動
─
宝
開
宝
宝
の
情
報
史
─
』、
雄
山
閣
出
版
、

二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
四
年
。
な
お
本
書
は
二
〇
〇
八
年
宝
改
訂
増
補
版
、
二
〇
一
八

年
宝
普
及
版
が
出
さ
れ
宝
宝
宝
。宝や
藤
田
英
昭
宝
宝
川
慶
勝
『
諸
品
新
聞
書
』
宝
関
宝
宝
一

考
察
─
ペ
リ
ー
来
航
・
異
宝
関
連
宝
宝
の
紹
介
を
兼
ね
宝
─
宝宝『
金
鯱
叢
書
』
四
十
七
、
公

益
財
団
法
人
宝
川
黎
明
会
、
二
〇
二
〇
年
宝の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
宝
。

宝
5
宝　

大
村
有
隣
『
名
古
屋
城
並
尾
張
藩
宝
防
の
研
究
』宝
助
愛
社
、
一
九
三
七
年
宝。
ま
た
、
木

原
克
之
『
尾
張
藩
の
幕
末
・
維
新
』宝
ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
マ
イ
タ
ウ
ン
、
二
〇
一
〇
年
宝で
も
、

尾
張
藩
の
海
防
政
策
宝
宝
宝
宝
鉄
炮
宝
も
触
れ
な
が
ら
述
べ
ら
れ
宝
宝
宝
。

宝
6
宝　

岩
下
哲
典
宝
幕
末
尾
張
藩
の
海
防
宝
藩
主
慶
勝
の
役
割
─
慶
勝
宝
よ
宝
海
防
整
備
の
実
態

宝
そ
の
出
発
点
─
宝宝『
幕
末
日
本
の
情
報
活
動
─
宝
開
宝
宝
の
情
報
史
─
』、
雄
山
閣
出
版
、

二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
一
年
宝。

宝
7
宝　

前
掲
註宝
3
宝論
文
宝
幕
末
尾
張
藩
所
有
の
鉄
炮
宝
宝
宝
宝
宝。

宝
8
宝　
宝
駿
府
御
分
物
御
道
具
帳
宝や
宝
駿
府
御
分
物
ニ
宝
寄
候
御
品
々
書
抜
宝宝
宝
ず
れ
も
宝
川
美

術
館
所
宝
宝宝
も
鉄
炮
の
記
載
は
あ
宝
が
、
限
定
的
で
あ
宝
。

宝
9
宝　

合
綴
さ
れ
宝
宝
宝
道
具
帳
や
、
番
号
の
振
ら
れ
宝
宝
な
宝
冊
子
も
あ
宝
た
め
こ
の
よ
う
な

記
載
宝
留
め
た
。

宝
10
宝　

前
掲
註宝
3
宝論
文
宝
尾
張
藩
で
の
鉄
炮
鍛
冶
・
台
師
・
金
具
師
の
作
業
状
況
─
天
明
三
年

よ
り
文
化
九
年
ま
で
の
二
十
九
年
間
─
宝。

宝
11
宝　

安
田
修
宝
尾
張
藩
の
田
付
流
千
字
文
の
鉄
炮
宝
宝
宝
宝
宝宝『
銃
砲
史
研
究
』
三
七
二
、
日

本
銃
砲
史
学
会
、
二
〇
一
二
年
宝。

宝
12
宝　

宝
川
美
術
館
で
は
道
具
帳
あ
宝
宝
は
宝
帳
宝
呼
ん
で
宝
宝
が
、
そ
の
よ
う
な
表
記
で
あ
宝

宝
、
所
有
宝
宝
道
具
類
を
列
記
し
た
よ
う
な
冊
子
が
想
定
さ
れ
う
宝
。
し
か
し
、
本
文
で
も

触
れ
宝
宝
宝
通
り
、
留
帳
の
よ
う
な
日
記
形
式
の
も
の
も
含
ま
れ
宝
宝
宝
こ
宝
か
ら
、
本
稿

で
は
ま
宝
め
宝
帳
簿
宝
称
宝
宝
こ
宝
宝
宝
宝
。

宝
13
宝　

江
戸
時
代
段
階
宝
付
け
ら
れ
た
も
宝
の
表
紙
宝
、
後
世
宝
史
料
保
護
の
た
め
付
け
ら
れ
た

表
紙
の
二
種
類
が
あ
宝
帳
簿
が
あ
宝
が
、
帳
簿
の
タ
イ
ト
ル
を
示
宝
際
宝
は
、
も
宝
の
表
紙

の
外
題
を
記
載
し
た
。

宝
14
宝　

以
下
、
本
稿
で
史
料
を
示
宝
場
合
宝
は
、
原
則
、
常
用
漢
字
で
表
記
し
た
。
ま
た
筆
者
の

史
料
解
釈
を
明
示
宝
宝
た
め
、
適
宜
読
点
を
付
し
た
。
ま
た
史
料
中
宝
宝
同
宝
や
宝
右
役
宝

な
ど
が
出
宝
き
た
場
合
や
人
名
を
比
定
宝
宝
必
要
が
あ
宝
場
合
は
〔　

〕
で
補
っ
た
。
翻
刻

し
た
文
字
の
う
ち
、
置
き
換
え
宝
べ
き
文
字
や
、
文
字
自
体
宝
対
宝
宝
補
足
宝
宝
宝
宝
は

宝　

宝で
補
っ
た
。

宝
15
宝　

以
後
、
本
稿
で
は
、
帳
簿
名
で
は
な
く
宝
帳
簿宝
1
宝宝
な
ど
の
よ
う
宝
番
号
で
記
宝
こ
宝

宝
宝
宝
。

宝
16
宝　

前
掲
註宝
3
宝論
文
宝
幕
末
尾
張
藩
所
有
の
鉄
炮
宝
宝
宝
宝
宝。

宝
17
宝　

帳
簿宝
4
宝嘉
永
元
年宝
一
八
四
八
宝十
月
十
日
条
。

宝
18
宝　

帳
簿宝
4
宝嘉
永
元
年
十
月
二
十
五
日
条
。

宝
19
宝　

帳
簿宝
5
宝宝
次
の
通
り
記
録
さ
れ
宝
宝
宝
。

一九番、
唐
銅
百
目
玉
五
寸
御
筒　

壱
挺



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
九

右
者
御
松
明
方
江
定
御
預
り
ニ
而
年
々
不
及
返
宝
筈
候
処
、
文
久
三
亥
御
吟
味
之

節
、
古
来
紛
失
之
由
ニ
而
不
宝
分
旨
、
浅
野
三
宝
申
出
候
事
、

右
の
御
側
御
筒
は
帳
簿宝
1
宝の
宝
九
番　

御
鉄
炮
箱
宝
宝
入
宝
唐
金
百
目
玉
五
寸
御
筒
の
こ

宝
で
あ
宝
。
帳
簿宝
1
宝で
は
こ
の
御
側
御
筒
の
情
報
が
書
か
れ
た
短
冊
宝
付
箋
が
貼
り
付
け

ら
れ
、
そ
こ
宝
は
次
の
通
り
あ
宝
。

本
文
御
筒
元
治
元
年
子
十
二
月
、
一
旦
返
納
方
申
達
候
処
、
差
当
り
不
宝
分
旨
浅
野
三

宝
申
出
候
付
、
吟
味
中
、

宝
20
宝　
宝
デ
ジ
タ
ル
版
名
古
屋
城
下
お
調
べ
帳
宝宝
名
古
屋
市
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
宝の
宝
名
古
屋

藩
士
大
全
宝
宝
よ
宝
。

宝
21
宝　

前
掲
註宝
20
宝。

宝
22
宝　

前
掲
註宝
20
宝。
な
お
、
鈴
木
助
七
郎
は
明
治
三
年宝
一
八
七
〇
宝宝
尾
張
宝
川
家
の
家
従
宝

な
っ
宝
お
り
、
こ
の
時
、
山
田
誠
四
郎
の
次
座
宝
な
っ
宝
宝
宝
。

宝
23
宝　

前
掲
註宝
20
宝。

宝
24
宝　

前
掲
註宝
20
宝の
ほ
か
、宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
宝
よ
っ
た
。
な
お
宝
尾
州
御
小
納
戸
日

記
宝
は
宝
ず
れ
も
宝
川
林
政
史
研
究
所
所
宝
で
あ
宝
。
松
明
方
の
人
物
経
歴
宝
宝
宝
宝
、
宝

川
林
政
史
研
究
所
研
究
員
・
藤
田
英
昭
氏
か
ら
も
ご
助
言
を
宝
た
だ
宝
た
。

宝
25
宝　
宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
弘
化
三
年宝
一
八
四
六
宝九
月
十
日
条
。

宝
26
宝　
宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
安
政
四
年宝
一
八
五
七
宝五
月
二
十
八
日
条
、宝
尾
州
御
小
納
戸
日

記
宝
安
政
五
年
二
月
十
四
日
条
か
ら
確
認
で
き
宝
。
場
合
宝
よ
っ
宝
は
御
側
懸
の
場
合
も

あ
っ
た
よ
う
だ宝宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
万
延
元
年宝
一
八
六
〇
宝正
月
十
日
条
宝。
例
え
ば
、

宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
安
政
四
年
五
月
二
十
八
日
条
の
う
ち
、
手
続
き
が
確
認
で
き
宝
部

分
は
左
の
通
り
で
あ
宝
。

別
紙
御
松
明
方
御
筒
拝
借
之
儀
、
宝
之
通
宝
済
候
間
、
拝
借
手
形
取
調
明
後
晦
日
請
取

可
罷
出
旨
、
稽
古
宝
済
次
第
返
宝
可
致
并
御
用
之
節
ハ
直
ニ
可
取
計
旨
を
も
夫
々
御
申

談
有
之
様
存
候
、
仍
右
壱
通
返
戻
旁
申
達
候
、

　
　

五
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
納
戸
頭
取

宝
27
宝　
宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
安
政
五
年
二
月
十
四
日
条
。

宝
28
宝　

帳
簿宝
4
宝安
政
五
年
二
月
十
四
日
条
。

宝
29
宝　

帳
簿宝
4
宝安
政
七
年
正
月
十
七
日
条
。

宝
30
宝　

こ
れ
宝
宝
宝
宝
は
、
例
え
ば
、
帳
簿宝
4
宝安
政
三
年
三
月
二
十
日
条
で
、

一
、
御
松
明
方
御
鉄
炮
拝
借
宝
宝
済
候
付
、
立
合
可
宝
渡
旨
、
松
井
市
兵
衛
殿
被
申
聞

候
由
筆
役
ゟ
申
越
候
付
、
今
朝
出
勤
宝
本
弥
九
郎
・
瀬
田
五
助
江
左
之
通
引
渡
、

其
段
西
郷
重
太
夫
殿
江
申
達
候
、

宝
、
立
ち
会
っ
宝
渡
宝
よ
う
命
じ
ら
れ
宝
宝
宝
こ
宝
か
ら
も
確
認
で
き
よ
う
。
ま
た
返
納
時

の
状
況
が
確
認
で
き
宝
史
料
も
参
考
の
た
め
宝
記
し
宝
お
く宝
帳
簿宝
4
宝安
政
六
年
十
二
月

二
十
七
日
条
宝。

一
、
御
松
明
方
拝
借
之
御
筒
返
納
ニ
而
村
〔
村
瀬
斧
三
郎
〕

瀬
殿
江
申
達
、
封
印
請
、
御
土
宝
江
宝
納
候
、

返
納
時
も
、
御
小
納
戸
頭
取
の
村
瀬
斧
三
郎
宝
報
告
し
、
封
印
を
請
け
宝
土
宝
宝
納
め
宝
宝

宝
こ
宝
か
ら
、
実
際
宝
取
り
扱
っ
宝
宝
宝
者
は
安
藤
雲
平
で
あ
宝
宝
思
わ
れ
宝
。

宝
31
宝　

前
掲
註宝
20
宝。

宝
32
宝　

前
掲
註宝
20
宝。

宝
33
宝　

箕
浦
貞
助
宝
宝
宝
宝
は
、宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
や
宝
尾
州
御
留
守
日
記
宝宝
宝
川
林
政

史
研
究
所
所
宝
宝、
前
掲
註宝
20
宝で
確
認
宝
宝
こ
宝
が
で
き
宝
。
ま
た
岡
本
柳
英
『
尾
藩

史
余
録
』宝
黎
明
書
房
、
一
九
六
五
年
宝で
も
紹
介
さ
れ
宝
宝
宝
。
そ
れ
ら
宝
よ
宝
宝
、
寛

政
四
年宝
一
七
九
二
宝宝
御
庭
御
足
軽
か
ら
御
歩
行
格
御
小
納
戸
詰
宝
な
っ
た
。
天
保
三
年

宝
一
八
三
二
宝宝
は
田
付
流
炮
術
の
修
行
を
命
じ
ら
れ
宝
宝
宝
も
の
の
、
同
年
病
死
し
た
。
箕

浦
貞
助
自
身
も
御
歩
行
格
御
小
納
戸
詰
の
頃
宝
御
側
御
筒
を
借
り
宝
宝
宝
。
参
考
の
た
め
、

宝
尾
州
御
留
守
日
記
宝
文
政
八
年宝
一
八
二
五
宝四
月
九
日
条
を
紹
介
宝
宝
。

一
、
左
之
宝
書
指
出
候
付
、
例
之
通
済
口
付
札
を
以
申
談
候
、

　
　
　

一
、
田
付
流
荒
之
字
御
筒　
　

一
箱

　
　
　
　

一
、
唐
金
弐
百
目
居
台
御
筒　

一
挺

　
　
　
　
　
　
　

御
鋳
形
共

　
　
　
　

右

　
　
　
　

御
側
御
筒
当
夏
中
拝
借
仕
度
奉
宝
候
、

　
　
　
　

已
宝
、

　
　
　
　
　

四
月　
　
　
　
御御
徒
格
小
納
戸
格
箕
浦
貞
助

宝
34
宝　

帳
簿宝
4
宝安
政
二
年
十
二
月
二
十
八
日
条
宝
宝
去
冬
ゟ
養
父
病
気
ニ
付
宝
宝
あ
宝
た
め
、

安
政
元
年
宝
病
気
を
患
っ
た
宝
わ
か
宝
。

宝
之
通
拝
借

宝
済
候
、

四
月

33
宝
小
字
配
置



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
一
〇

宝
36
宝　
宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
嘉
永
四
年
七
月
二
十
四
日
条
。

宝
37
宝　
宝
田
付
流
鉄
砲
目
録
宝
宝
川
美
術
館
所
宝
。
な
お
本
帳
簿
宝
宝
宝
宝
は
、
安
田
氏
が
前
掲

註宝
11
宝論
文
で
取
り
宝
げ
宝
宝
宝
。

宝
38
宝　

前
掲
註宝
11
宝論
文
。
現
在
、
宝
川
美
術
館
で
確
認
で
き
宝
田
付
流
の
鉄
炮
は
宝
天
宝
象
眼

お
よ
び
宝
地
宝
象
眼
の
鉄
炮
の
み
で
あ
宝
。

宝
39
宝　

宝
川
林
政
史
研
究
所
所
宝
宝
尾
州
惣
留
記
便
覧
宝
天
明
六
年宝
一
七
八
六
宝二
月
十
日
条
。

宝
40
宝　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
『
名
古
屋
叢
書　

第
二
巻　

法
制
編宝
一
宝』宝
名
古
屋
市
教
育
委

員
会
、
一
九
六
〇
年
宝。

宝
41
宝　
『
尾
州
触
帖
通
辞
留
』宝
前
掲
註宝
40
宝所
収
宝お
よ
び
『
藩
士
必
携
』宝
名
古
屋
市
教
育
委
員
会

編
『
名
古
屋
叢
書　

第
三
巻　

法
制
編宝
二
宝』
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
一
年
宝。

宝
42
宝　

帳
簿宝
4
宝安
政
二
年
十
二
月
十
七
日
条
。

宝
43
宝　

帳
簿宝
4
宝安
政
二
年
十
二
月
二
十
一
日
条
。

宝
44
宝　

帳
簿宝
4
宝安
政
四
年
三
月
十
日
条
。

宝
45
宝　

帳
簿宝
4
宝安
政
二
年
十
二
月
二
十
八
日
条
。

宝
46
宝　

前
掲
註宝
4
宝岩
下
氏
論
文
。

宝
47
宝　

例
え
ば
、宝
御
鉄
砲
御
用
留
宝宝
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
宝
宝。

宝
宝
川
美
術
館　

學
藝
員
宝

宝
35
宝　

安
藤
雲
平
は
炮
術
宝
も
長
け
宝
宝
た
。
例
え
ば
、宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
嘉
永
五
年
正

月
十
二
日
条
宝
所
収
の
、
初
代
雲
平
お
よ
び
御
小
納
戸
頭
取
が
出
し
た
文
書
の
写
し
宝
は
、

左
の
よ
う
宝
記
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
前
略
宝

私
儀
星
山
流
炮
術
打
方
等
之
儀
、
小
十
人
格
宝
而
病
死
仕
候
箕
浦
貞
助
門
弟
ニ
而
、
皆

宝
宝
済
居
申
候
付
、
別
紙
ニ
奉
宝
候
、

公
義
御
秘
事
三
拾
目
玉
打
試
方
等
之
儀
、
宝
宝
済
申
候
ハ
ヽ
、
前
顕
星
山
流
抱
打
方
之

儀
も
町
前
等
打
試
申
度
奉
宝
候
、
以
宝
、

　
　
　
　

正
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
雲
平

御
徒
格
御
小
納
戸
頭
取
支
配
安
藤
雲
平
儀
今
般
田
付
四
郎
兵
衛
ゟ

公
義
御
秘
事
三
拾
目
玉
車
台
宝
授
宝
済
候
付
、
年
々
於
矢
田
河
原
打
試
并
右
節
御
側
組

同
心
共
中
筒
之
儀
も
為
打
試
度
旨
且
右
宝
宝
済
候
ハ
ヽ
、
星
山
流
抱
打
方
之
儀
茂
町
前

等
打
試
度
旨
、
夫
々
別
紙
之
通
宝
出
候
付
、
右
二
通
指
出
申
候
、
宜
御
評
議
御
座
候
様

致
度
、
仍
之
申
達
候
、

　
　
　
　

正
月�

御
小
納
戸
頭
取　
　
　
　

安
藤
雲
平
は
田
付
流
の
師
範
で
あ
宝
田
付
四
郎
兵
衛
か
ら
秘
事
の
炮
術
を
宝
授
さ
れ
た
の
み

な
ら
ず
、
星
山
流
の
炮
術
も
身
宝
付
け
宝
宝
た
よ
う
で
あ
宝
。

御
徒
格

御
小
納
戸
頭
取



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
一
一

通番 箱番号 朱番号 鉄炮名称・作者 員数 長さ 形状ほか 台の素材
ほか　　 払・組替 その他情報

1

壱番
御鉄炮箱

壱 御鉄炮　清尭張 1 3尺3寸2分
四匁玉御筒金御紋万字象眼
御金具赤銅
慶長十八年丑十一月吉日

樫 十二番江入

2 ニ 御鉄炮　清尭作 1 3尺4寸7分

三匁四分玉角御筒金象眼香
車御金具赤銅

（朱字）「入記ニハ五分トア
リ」

樫 此分、申三月御払

3 三 刃鉄重張御鉄炮
清尭張 1 3尺4寸9分

三匁八分玉角御筒御紋筆金
象眼御金具赤銅
慶長十九年戌五月吉日

樫 十二番江入

4 四
南蛮鉄石火矢鉄面二重張
御鉄炮
野田善清尭作

1 3尺5寸5分
四匁玉角御筒桐之塔金象眼
御金具赤銅
慶長十五年戌二月吉日

樫 申三月御払

5 五 刃鉄重張御鉄炮
清尭作 1 3尺3寸

三匁五分玉角御筒御金具赤
銅、
巣内疵有り、

樫 申三月御払

6 六 三重張御鉄炮
清尭作 1 3尺6寸7分

三匁五分玉角御筒金御紋
亀甲象眼御金具赤銅
慶長拾六年十月吉日

樫 十二番江入 【銃砲3】

7 七 巻張御鉄炮
芝辻小兵衛清正作 1 3尺

四分七厘梅金象眼角御筒
御金具赤銅
地板ニ金之丸象眼入
延宝七未十一月吉日

樫 壱番へ入

8 八 御鉄炮
芝辻小兵衛清正作 1 3尺3寸 八分玉角御筒御金具赤銅、

篭鋲不足、 樫 壱番へ入 （貼紙）「御屋形御用ニ而廻ス、」

9 九
以南蛮鉄大筒鉄重張
御鉄炮
芝辻作

1 3尺5寸

三匁五分玉角御筒金象眼
御金具赤銅銀筋入り、
巣内不勝かまて先ま割レ
有、

樫 申三月御払

10

十

惣巻張御鉄炮　
芝辻理右衛門作 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒御金具

真鍮 樫 申三月御払

11 かるこ 4

12

御鉄炮袋
　内
　萌黄羅紗　九ッ
　　内御ひも不足
　黒羅紗　弐ツ

11 申三月御払

13

弐番
御鉄炮箱

壱 イキリス御鉄炮　
無銘 1 5尺4寸8分

玉目差渡五分二厘六匁玉ニ
候哉、
金銀重象眼火蓋金御紋附御
金具真鍮惣毛彫

桐 四番江入
（付箋）「安政四巳七月朔日、
御側江上ル、大森殿御承知也、」

【銃砲1】

14 二 御鉄炮　無銘 1 3尺9寸7分 五匁四分玉角御筒御金具
四分一 樫 申三月御払

15 三 御鉄炮　無銘 1 4尺1寸3分
玉目差渡五分二厘六匁玉ニ
候哉、
銀象眼御金具鉄、

しをし
（塩地） 四番江入 【銃砲4】

16 四 巻張御鉄炮
芝辻小兵衛作 1 5尺2分 三匁五分玉御筒御金具真鍮 桑 申三月御払

17 五 青苻巻張御鉄炮
芝辻清正作 1 4尺5寸3分 壱匁玉御筒御金具四分一 樫 四番江入 嘉永七寅二月御用ニ付出、

【銃砲56】

18 六 南蛮下張御鉄炮
清尭作 1 4尺4寸9分

玉目差渡四分九厘六匁玉ニ
候哉、
金爪之象眼御金具四分一
慶長十六年亥五月吉日

樫 申三月御払

19 七 御鉄炮
野田善清尭作 1 4尺

玉目差渡四分四厘四匁五分
玉ニ候哉、
御金具四分一

樫 申三月御払

20
八

御鉄炮　無銘 1 3尺6寸9分
巣口五分二厘六匁玉ニ候
哉、
銀象眼人形毛彫御金具赤銅

樫 四番江入

21 かるこ 3

22 九 鉄六匁玉角御筒
無銘 1 4尺3寸 御金具真鍮 樫 申三番御払

右者嘉永六丑年、元御筒江戸表江
御廻相成、其後此御筒相渡候付
吟味中、先々相納置、

23

三番
御鉄炮箱

壱

以青苻鉄三重張
御鉄炮
芝辻小兵衛清正
同（芝辻）彦八清元

1 2尺5寸3分 三匁五分玉御筒金象眼
御金具赤銅 樫 申三月御払

24 二
以青苻鉄重張御鉄炮　
芝辻小兵衛清正
同（芝辻）彦八清元

1 2尺5寸 但八分玉御筒御金具赤銅 樫 申三月御払

25 三 御鉄炮　清尭張 1 2尺4寸6分 六匁玉角御筒御金具四分一 樫 申三月御払

26 四 完栗刃張御鉄炮
国友甚兵衛重当作 1 2尺3寸 十匁玉小路口御筒銀ニ而

桜象眼御金具鉄象眼入

樫
但 接 臺
也、

弐番江入
「拝借等ニ不出筈、」
「明暦三年酉正月吉日、」
【銃砲29】

27 五 地鉄鍛張御鉄炮　
芝辻小兵衛清正作 1 2尺

丸御筒、
五十匁玉田村矢御筒、
真鍮矢倉付御金具赤銅、

樫、
黒付、 申三月御払

表1　「文化六年巳正月改　御鉄炮帳　壱」（帳簿（1））
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28 六 南蛮御筒御鉄炮
無銘 1 1尺6寸 六匁玉筋小路口御筒彫物有

御金具鉄真鍮、
樫、
黒付、 申三月御払

29
七

南蛮御鉄炮　無銘 1 1尺1寸1分 三匁八分玉小路口鍾馗象眼
御金具真鍮

樫、
黒付、 申三月御払

30 かるこ 2
31

八

鉄弐匁玉短御筒　 2 十五番江入 桐箱入
32 御鉄炮下袋 2

附属之品々高麗ろ
長持入33 緋羅紗上袋 1

34 御紋附黒塗口薬入 1

35

四番
御鉄炮箱

壱 御鉄炮
野田善清尭張 1 4尺5分 四匁八分玉角御筒金御紋

御金具四分一 樫 申三月御払

36 二 御鉄炮
善四郎　無銘 1 4尺8分

六匁玉角御筒御金具四分
一、
但篭鋲損シ、

樫 申三月御払

37 三 御鉄炮　無銘 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒巴筋真鍮
象眼御金具赤銅

樫、
損 有 り、
火皿損、

申三月御払

38 四 御鉄炮
松屋半九郎長政作 1 3尺1寸5分

三匁五分玉角御筒御金具
真鍮、
但目当なし、巣中疵、

樫 申三月御払

39 五 御鉄炮
芝辻勝左衛門作 1 3尺1寸

三匁五分玉角御筒御金具
真鍮、
但間之金不足、

樫 申三月御払

40
六

御鉄炮
芝辻勝左衛門作 1 3尺1寸

三匁五分玉角御筒御金具
真鍮、
但二之鋲不足、

樫
申三月御払

41 かるこ 3

42

五番
御鉄炮箱

壱
以青苻鉄三重張御鉄炮
芝辻小兵衛清正　同

（芝辻）彦八清元作
1 3尺5寸 三匁五分玉角御筒金象眼

御金具赤銅 樫 十二番江入

43 二 御鉄炮
芝辻清吉助舎作 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒御金具

真鍮 樫 申三月御払

44 三 御鉄炮
芝辻勝左衛門作 1 3尺2寸 三匁五分玉角御筒御金具

真鍮

樫、
御臺金物
共損シ、

申三月御払

45 四 御鉄炮
桑屋清太夫常長作 1 2尺3寸 壱匁五分小路口御筒ぶどう

象眼御金具真鍮 樫 四番江入 【銃砲65】

46 五
御鉄炮
芝辻藤右衛門（勝左衛門）
作

1 3尺 三匁五分玉角御筒御紋桔梗
金象眼御金具赤銅 樫 十二番江入

この鉄炮の製作者は「芝辻藤右
衛門」と書かれているが、そこ
に合点を付し、「勝左衛門」と追
記されている。

47 六 御鉄炮　銘不見 1 3尺3寸5分 三匁四分玉角御筒御金具
真鍮 樫 申三月御払

48 七 御鉄炮　清尭作 1 3尺1寸8分 三匁五分玉角御筒御紋鷹之
羽金象眼御金具四分一 樫 十二番江入

49 八 刃鉄二重張御鉄炮
長政作 1 2尺3寸

三匁五分玉小路口御筒重象
眼御金具赤銅、
火蓋雨覆象眼入、

樫 十二番江入 【銃砲66】

50 九 鉄三匁五分玉角御筒
清尭作 1 3尺5寸 桔梗金銀鷹之羽金紋象眼

御金具四分一 樫 十二番江入

右者嘉永四亥年五月六日、元御
筒御用ニ而出、安政四巳十一月、
此 御 筒 御 下 相 成 候 付 吟 味 中、
先々相納置、

51 十 鉄三匁五分玉御筒
芝辻理三郎作 1 3尺3寸 金具真鍮 樫 申三月御払 弘化元年辰十二月御道具掛ゟ受

取相納、

52 十一 鉄三匁五分玉鋳形 1 御払候 鋳形の名称の右肩に朱字で「九」
とあり。

53 十二 ヒ鋳鍋　 3 御残
「箱入、」
「弘化元年辰十二月御道具掛御受
候相納、」

54

六番
御鉄炮箱

壱 御鉄炮 1 3尺　 但壱匁角御筒御金具赤銅 樫 納番壱番江入

55 二 とんぼう御鉄炮
讃州国友七左衛門張 1 2尺8寸5分

但四分七厘玉角御筒御紋金
高象眼蜻蛉象眼入御金具真
鍮、
但雨覆間之金不足、

（付箋）「錜抜かたく籠鋲
損し」

槐 壱番江入 【銃砲20】

56 三 茶のミ三星御鉄炮
松屋半九郎張 1 3尺

三匁五分玉筋小路口御筒
茶之実三星象眼入御金具
真鍮

樫、
但御臺損
し有り、

申三月御払

57 四 南蛮筒御鉄炮　無銘 1 3尺4寸5分 三匁五分玉筋小路唐草人形
象眼入御筒御金具四分一 樫 十二番江入

58 五 二文字御鉄炮
芝辻清正張 1 3尺3分 三匁五分玉角御筒金二ツ引

象眼御金具四分一 樫 十二番江入

59 六 桔梗御鉄炮
芝辻勝左衛門張 1 3尺5分

三匁五分玉筋小路御筒御紋
金象眼桔梗象眼入御金具赤
銅

樫 十二番江入

60 七 御鉄炮
松屋久太夫張 1 3尺3寸

三匁五分玉角御筒御金具
四分一、
但損シ有り、地板鋲一本
不足、

槐 申三月御払
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61 八 御鉄炮
芝辻甚三郎張 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒御金具

四分一
しをし

（塩地） 申三月御払

62 九 御鉄炮
芝辻勝左衛門張 1 3尺7寸

三匁五分玉筋小路口象眼入
御筒御金具赤銅、
但間之金不足、先キせん穴
一ッ損し、

樫 十二番江入

63 十 御鉄炮
松屋半九郎張 1 3尺8分

三匁五分玉小路口御筒象眼
入史魚文字有之御金具四分
一、
但地板鋲不足、

樫 拾弐番江入 【銃砲25】

64 十一 御鉄炮
芝辻勝左衛門張 1 3尺5分

三匁五分玉角御筒御金具
真鍮、
但御金具不足、

樫 申三月御払

65
十二

御鉄炮
松屋久太夫張 1 3尺3寸1分

三匁五分玉角御筒御金具
四分一、
用心金上鋲不足、

樫、
但 御 臺
損、

申三月御払

66 鋳形　三匁五分 1
67 銅火縄懸 1

68

七番

壱 御鉄炮
国友勝左衛門作 10 1尺2寸

三匁五分玉角御筒御金具
真鍮帯懸ヶ付、
但腰差、

沢栗 拾六番江入

69 二

玉薬袋
　　早合拾放分ツヽ
　　火縄壱懸ヶツヽ
　　口薬入壱ッツヽ
　　火打帯車ニ入
　　　　　壱ッツヽ

10 御残

70

八番
御挟箱壱
荷

壱 御鉄炮
国友勝左衛門張 10 1尺2寸

三匁五分玉角御筒御金具
真鍮帯懸付、
但腰差、

沢栗 拾六番江入 【銃砲37】【銃砲38】

71 二

玉薬袋
　　早合拾放分ツヽ
　　火縄壱懸ツヽ
　　口薬入壱ツヽ
　　火打帯車ニ入

10 御残

72 九番
御鉄炮箱 唐金百目玉五寸御筒 1 （5寸） 御紋附

「御松明方之者定御預りニ而、年々
不及返上御松明方ニ差置候、」

（付箋）「本文御筒元治元年子
十二月、一旦返納方申達候処、
差当り不相分旨浅野三蔵申出候
付、吟味中、」

73

拾番

一

唐銅折返シ御筒　無銘　 1 1尺8寸 小路口御筒三匁五分玉三放
出御金具真鍮、 御臺樫 申三月御払 箱入、

74 鋳形
（朱字）「鉄唐銅」 2

75 瓢形胴薬入 1
御残、
無点之品々ハ長持
入、

76 同断（瓢形）口薬入 1 御残
77 御筒笠 1
78 斗合 1
79 かるこ 1

80 二 腰差御鉄炮
芝辻彦八郎作　 1 1尺2寸

丸小路口御筒三匁五分玉御
金具真鍮火挟ひとり上り口
薬火蓋之内江入帯懸付

樫、
臺裏ニ早
合八放分
付、

十五番江入 「箱入、」
「損し、」

81 三 三挺仕込御鉄炮　 1 （朱字）「損し」 申三月御払

82 四 唐金百目玉御鉄炮
辻弥兵衛作 1 9寸 御臺付 御残十八番ゟ廿七

番迄拾挺番へ組入

83 五 三匁五分玉小御鉄炮　 1 南蛮象眼 臺なし 申三月御払
此御筒稲留平左衛門方ニ而御吟味
之処、臺被仰付候得ハ御用立候
由申上ル、

84 六 小御鉄炮 1 金具損し 䑓損し 申三月御払

「右同断（御筒稲留平左衛門方ニ而
御吟味）之処臺鉄物損し御用立不
申旨申上ル、」

「（朱字）「但火打付」」
「右壱箱ニ入ル、」

85 七 御鉄炮 1

三匁五分玉金物不足、
右同断之処、御修覆雖（難）
成旨申上ル、
かるこなし、（朱字）「但火
打付」、

（付箋）
「外ニ七印（貼紙朱字）「右御鉄炮
壱挺不相見処、御長持之内ニ此書
付有之候付追而吟味之ため爰ニ張
置、嘉永元申十月廿八日、」御鉄
炮火打付も同日出ス、都合二挺
十八番之内ゟ卯九月八日出ス、」

86 八 御鋳鍋　 5 御残
「箱入、」
「宝暦四年戌壬二月廿六日関又右
衛門ゟ請取此所江入置、」

87 九 御鉄炮 1 3尺3寸 角御筒三匁玉御金具真鍮、
御鋳形添、 樫 申三月御払 寛政元酉年芝辻長三郎差上ル、

88
十

御鋳鍋
御鋳形壱箭添 5 御残

89 かるこ 1
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90 拾壱番上
鉄（（朱字）「銅」）百目玉抱
打御筒
国友甚六郎

1 2尺3寸 御金具真鍮火挟鉄 樫 明治六六月払
「箱入、」
「右ハ御松明方之者年々拝借相
済、」

91 拾壱番下 鉄百目玉抱打御筒
国友九左衛門 1 2尺3寸 御金具真鍮火挟鉄 樫 明治六六月払

「箱入、」
「右ハ御松明方之者年々拝借相
済、」

92 拾弐番 唐金百目玉飛龍御筒 1 1尺8寸 御残十八番ゟ廿七
番迄之間へ組入

「箱入、」
「此御筒延享四年卯七月遠山大膳
ゟ相廻ス、」

93 拾三番
朱塗鉄百目玉引落御筒芝
付
無銘

1 2尺4寸5分 御金具真鍮火挟鉄、
但尾ねし、 明治六六月払

「（朱字）「浅野三蔵張札」」
「箱入、」
「右ハ御松明方之者年々拝借相済
成り候御筒、」

94 拾四番
鉄（（朱字）「銅」）百目玉御
引落筒芝付
国友甚次郎重政作

1 2尺5寸 御金具真鍮火挟鉄、
但巻金付、 明治六六月払

「（朱字）「瀬田勘三郎張札」」
「箱入、」
「右ハ御松明方之者年々拝借相済
成り候御筒、」

95

拾五番

唐銅五十匁玉御筒 3 2尺2寸 御金具真鍮、
鋳形壱箭添、 樫 明治六六月払

「三箱ニ入、」
「右者御松明方之者年々拝借相済
成候御筒、」

「（付箋朱字）「此内壱挺御松明」」

96

天保十亥年新規御張立
鉄（（朱字）「唐銅」）五十目
玉抱御筒
芝辻茂右衛門作

1 2尺2寸 御金具真鍮 樫 明治六六月払 「箱入、」
「（付箋）「吟味、」」

97

拾六番
御鉄炮箱

御鉄炮　清尭作 2 3尺7寸 小路口御筒御金具赤銅、
但三匁五分玉、

樫、
黒塗金御
紋付、

十二番江入

98 下袋浅黄羽二重萌黄紉 （朱字）「不足」
御袋明治六十月御
払99 上袋猩々皮御紋付裏萌黄

茶丸
100 胴薬入セヽり口薬玉袋共 御残

101

拾七番上

壱 御鉄炮
芝辻理右衛門張 1 3尺 角御筒三匁五分玉御金具

真鍮 樫 申三月御払

102 二 御鉄炮
芝辻藤右衛門張 1 3尺 角御筒三匁五分玉御金具

真鍮 樫 申三月御払

103 三 御鉄炮　無銘 1 （3尺） 右同断（角御筒三匁五分玉
御金具真鍮） （樫） 申三月御払

104 四 御鉄炮　無銘 1 （3尺）
右同断（角御筒三匁五分玉
御金具真鍮）、
用心金鋲壱本不足、

（樫） 申三月御払

105 五 御鉄炮　無銘 1 （3尺） 右同断（角御筒三匁五分玉
御金具真鍮） （樫） 申三月御払

106

拾七番下 杦箱
のうち

緋羅紗御鉄炮袋 5 明治六五月払
107 胴薬入　 5 臘色中貫菱御紋付 吟味、御残、
108 玉袋　 5 萌黄紋羅紗紉萌黄綿打 御残
109 口薬入　 5 黒革中貫菱御紋付 御残
110 疾筒　 20 黒塗

111 胴らん　 5 青漆革中貫菱御紋付、
紉萌黄綿打、 御残

112 火縄紺もめん 5 明治六五月払
113

拾八番
御長持

壱
箱壱ツ
のうち

真鍮屋ぐら 1 御残
114 象牙口薬入 1 御残
115 せヽり 4
116 合 5

117
二
箱壱ツ
のうち

御染火縄 17 明治六五月払

118
三
箱壱ツ
のうち

尺八御筒薬入 23 （貼紙）「さめ青貝其外品々」 明治六五月払

119
四
箱壱ツ
のうち

御口薬入 28 内御紋付三ツ 内六ツ申三月御払、
明治六五月払、

120
五
箱壱ツ
のうち

御胴薬入　品々 4 （付箋）「三　水牛、壱　
金唐革、」 御残

121
六
箱壱ツ
のうち

御玉袋、玉 28 内四不足 明治六五月払

122
七
箱壱ツ
のうち

御鋳形　大小 32 御残

123

八
白木
箱壱ツ
のうち

御早合　五ツ宛入 10 内七包玉添 明治六五月払
124 上革御銃卵 1

明治六酉五月払
125 御早合 20
126 上革紋印傳御銃卵 1

明治六酉五月払127 御早合 5
128 御口薬入 1 損し
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129 御紋付
金摺はがし御銃卵 1

明治六酉五月払
130 御早合 5
131 上革金唐革御銃卵 1

明治六酉五月払
132 御早合 6 内三ツ玉添
133 御口薬入 1
134 せヽり 1
135 早合 35 （付箋）「御用ニ而御側へ上ル」
136

九
桐の
箱壱ツ
のうち

御鋳鍋　大小 15 御払候
137 祢ち抜 7 内壱本樫 内五本御残
138 御火縄挟 2 但銅一、真鍮一 明治六五月払
139 目釘抜 2 槌五本添 御残
140 鈩 1 不見
141 栓抜 2 御残
142

十
桐の
箱壱ツ
のうち

真鍮矢倉 3 箱入
143 煮黒め　目札 2
144 銅定合　大小 2 壱ツ損し
145 合 14 内壱ツ柄付 明治六五月御払

146 せヽり 4 同断（明治六五月御
払）

147 定合　小 3 内二ツ象牙、壱ツ木 御残
148 真鍮御ヒ 2 申三月払
149 十一 革御鉄炮袋 10 但金御紋付 申三月御払

150

十二

春慶塗箱 1 引出し九ツ 明治六五月□□御
払

151 御早合 140 同断（明治六五月□
□御払）

152 御鋳形 1 御残
153 御口薬入 1 せヽり添 御払候

154 十三
白木
御箱
壱ツの
うち

銀唐革御銃卵 1 御早合弐拾玉共、
御紉紫上袋萌黄木綿、 明治六五月払

155 銀唐革御銃卵 1 御早合弐拾玉共、
御紉紫上袋萌黄木綿、 明治六五月払 此御紉、安政元辰十月九日御用

ニ而出ス、大森勘之丞承知、

156 十四 鉄百目玉御鋳形 1

157

拾九番

一 御鉄炮　無銘 1 1尺1寸4分
三匁玉丸筋八重小路口御筒
御金具真鍮、

（朱字）「袋入、」　

樫、
御臺中川
孫 平 治
作、

十五番入

「拾九番」に記される品々は「享
和元年酉二月御買上ヶ、」である。

「（貼紙朱字）「此御鉄炮壱挺矢部
彦右衛門承知之旨、拝借帳ニ見
ル、嘉永元申十月廿八日、」」

158 二 御鉄炮　無銘 1 1尺2寸3分
丸小路口四匁玉ニ候哉、
御筒御金具真鍮火鋏鉄、
袋入、

樫、
御臺中川
蔵 有 作、
□□し□
□、

納番吟味

159 三 御鉄炮　無銘 1 1尺6寸6分 六匁玉角格子口御筒御金具
真鍮

樫
御臺中川
孫平次作

申三月御払

160 四 御鉄炮　五挺揃　松屋作 1 1尺2寸 三匁五分玉御筒御金具真鍮 樫 申三月御払
161 五 六匁玉鋳形 1

御払候
162 六 三匁三分五厘玉鋳形 1
163 七 三匁五分玉同断（鋳形） 1
164

八
三匁三分玉同断（鋳形） 1 御払候

165 祢ち抜 御残

166 弐拾番 御買上
唐金五拾目玉御筒 1 1尺7寸 藤唐草、

唐金鋳形壱箭、 槐 未三月御払

167 弐拾壱番 唐銅百目玉九寸御筒 1 （9寸） 真金鉄火矢筒、
（付箋）「吟味中、」 御臺付 御残十八番ゟ廿七

番迄之間江組入、

「箱入、」
「右ハ御松明方之者年々拝借相済
候御筒、」

168 弐拾二番 御買上　鉄三拾目玉御筒 1 2尺4寸3分
金具真鍮火挟鉄、
鋳形壱箭、

（朱字）「共」
樫 申三月御払 箱入

169 番外 玉箱 1 棒せたとも、
金御紋付革覆懸り、

「文化三年寅九月出来御松明方江
渡シ切ニ相成ル、」

「（付箋）「本文御玉箱元治元年子
十二月、一旦返納方申達候処差
当り不相分旨浅野三蔵申出候付、
吟味中、」」

170 弐拾三番 唐銅弐百目玉御筒　 1 2尺5寸 地紋雲形　鋳形添 樫、
共臺、 未十二月御払 「文化元年子四月御買上ヶ、」

「箱入、」

171 弐拾四番 鉄百目玉地御筒
芝辻傳左衛門作 1 2尺3寸 鋳形唐銅　壱箭添、

象眼木瓜二ツ引、箱入、 申三月御払

「文化四年卯九月御買上、」
「右御筒之儀江戸表江御廻ニ付、
御小道具類出来、委細別帳ニ記、
嘉永七寅三月江戸表へ御下ヶ成
ル、」

172 弐拾五番 貼紙が上部で止めてあり、読めず。 文化五年辰十二月御買上、
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173 弐拾六番 唐金弐百目玉居臺御筒 1 3尺5寸 唐金鋳形壱箭箱入添 槻、
摺臺添、 未十二月御払 文化五年辰十二月御買上、

174

弐拾七番

鉄百目玉抱御筒　乾 1 2尺3寸
御金具真鍮火挟鉄、
唐金香箱鋳形壱箭、芝辻小
兵衛、同（芝辻）佐蔵作、

樫

明治六六月払

「文化九年申二月、新規張立力様
済乾坤弐挺、」

「右弐箭文化十一年戌十二月、原
田清蔵作、」

「右弐挺共嘉永七寅二月、江戸表
へ差下ニ付、御小道具類等出来、
委細別帳ニ記ス、」

175 鉄百目玉抱御筒　坤 1 2尺3寸

御金具真鍮火挟鉄、
唐金香箱鋳形壱箭、国友勝
左衛門重當、同（国友）鉄三
郎作、

樫

176 弐拾八番 唐金三百目揚矢御筒 1 1尺8寸 荻野流ト有リ 文化七年午十一月御買上、
177 弐拾九番 唐金四百目玉田村矢御筒 1 1尺9寸 金具真鍮 樫 明治六五月御払 文化七年午十一月御買上、

178
三拾番

伊賀張
鉄百目玉抱御筒 1 2尺3寸 金具真鍮 樫 明治六六月払 文化七年午四月御買上、

179 唐金香箱鋳形 1 文化十一年戌十二月、原田
清蔵作、

180 三拾壱番 鉄百五拾目玉抱御筒 1 2尺3寸
御金具真鍮、
新規出来唐金香箱鋳形壱箭
水野猪之次作、

樫 明治六六月払

「文化十一年戌七月御買上、」
「右者百目玉之処百五拾匁玉ニ繰
広ヶ箕浦貞助流義之仕立ニ相成
候事、」

181 三拾弐番 唐金百目玉棒火矢居臺御
筒 1 2尺1寸 未九月御払 文化十一年戌七月御買上、

182
三拾三番

唐金百目玉居臺御筒
辻弥兵衛政種作 1 3尺 槻 未十二月御払 「文化十一年戌七月御買上、」

「嘉永七寅二月、江戸表へ御差下
ニ付、御小道具類出来、委細別
帳ニ記ス、」183 唐金香箱鋳形 1 文化十一年戌十二月、原田

清蔵作、

184

三拾四番

星山流唐銅百目玉棒火矢
居臺御筒
原田清蔵作

1 2尺2寸

「右者文化十二亥冬、代金弐拾両
ニ而中山文左衛門ゟ御買上之処、
天保十四卯五月、同流都筑熊治
ゟ願之趣有之、蛯江理満右衛門
殿御取扱、中野惣右衛門殿御承
知にて、右御筒御差戻ニ相成候、
但代金之儀者蛯江殿御承知ニ候、
明日御目録めくり揚之事、
弘化三年五月四日
一、右御筒其後段々稽古場ゟ願
之趣有之、代金上納之上、都筑
熊治江再御差戻相成候付、御目
録剥取追而御番立直し候筈、中
野清右衛門殿初御承知ニ候事、」
その他、安政二年二月二十日の
鉄炮取り扱いについて記載あり。

185 鉄巻張拾匁玉角御筒 2 御残、
弐百番江入、

「春慶塗御筒（箱）入、」
「是者嘉永六丑年新規御出来、御
上下之節々為御持相成、安政三
辰年此御番立江糺込、」

【銃砲41】【銃砲42】
186 袋 2 白羅紗紋附 明治六五月御払事

187 三拾五番

鉄百目玉火門自開抱御筒
　芝辻茂右衛門
　芝辻小兵衛
　国友鉄三郎
　芝辻傳左衛門作

1 2尺3寸 鋳形壱箭、
御金具真鍮、 樫　 明治六六月払

文政三年辰七月箕浦貞助流義を
以新規張立、但他流ニ拝借不相
済事、

188

三拾六番

一 鉄拾匁玉御筒 1 2尺3寸 金具真鍮 樫 弐番入 先年御買上、

189 二 鉄六匁玉巻張御筒
国友弥兵衛尉作 1 2尺 丸柑子、金具真鍮、 樫 弐番入 享和元酉年御買上、

190 三 鉄拾匁玉御筒　無銘 1 2尺5寸 金具真鍮 樫 弐番入 享和元酉年御買上、

191 四 鉄拾匁玉御筒 1 2尺3寸 柑子付、金具真鍮、

樫、
但臺黒
塗、

（貼札）
「御䑓ニ
損し有、」

弐番入 文化十年御買上、

192 五 鉄拾匁玉御筒
松屋ニ作 1 2尺1寸7分 金具真鍮 樫 弐番江入 文化十三子年御買上、

193 六 鉄拾匁玉御筒
国友九左衛門重當 1 2尺5寸 金具真鍮 樫 弐番江入 文政元年寅十二月御買上、

194 七 鉄拾匁玉御筒
籃屋勝左衛門作 1 2尺3寸 金具真鍮 樫 弐番江入 文政三年辰十二月御買上、

195 八
稲留流
藤巻張鉄三匁五分玉御筒
江州国友藤兵衛能當作

1 3尺3寸 御金具真鍮 樫 十二番江入

この鉄炮の記載は、貼紙に書か
れており、貼紙の下には「藤巻
張三匁五分玉御筒」の記載があ
る。

「天保五年午九月高木八郎左衛門
ゟ御買上、嘉永六年丑九月御臺
金具出来、別箱江入、」

【銃砲10】

196 九・十
安政四巳年、
一、右九番拾番之内江去亥年、御在国中御鉄炮張芝辻理右衛門ゟ差上
候三匁五分玉御筒弐挺、御鋳形壱箭添割入ル、委細別帳ニ記ス、

九十之御筒共申
三月御払

197 十壱 鉄六匁玉御筒　無銘 1 2尺2寸7分 金具真鍮 樫 弐番 文化十三年子冬御買上、
198 十弐 拾匁玉鋳 1 享和元酉年御買上、
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199 十三 拾匁玉鋳形 1 御払
「文政四巳年御買上、」
「（貼紙）「此鋳形一箭植田九郎左
衛門返納、残り子十二月、」」

200 十四 ヒ鋳鍋 3 御残 天保十四年卯閏九月、芝辻理三
郎御指上、

201 三十七番 鉄弐拾匁玉御筒
重當作 1 2尺3寸

雨覆鉄、
金物真鍮、
鋳形壱箭（朱字）「共」、

樫 申三月御払 文政三辰十二月御買上、
（鋳形）文政四巳年御買上、

202

三拾八番

壱弐三印
壱貫目玉背負練筒 3 明治六五月払

「（付箋）「三挺高麗」」
「是者安政二卯年藤村庄太郎稽古
場おいて製作方被仰付、カ様糺
明済、御側江差出ス、」

「右御筒之儀当分御手入方藤村庄
太郎江御任ニ而御渡切ニ相成候事、
但壱挺毎ニ御半櫃江入、棒細引共
添渡ス、安政二卯年十月、」

203 四五六印
壱貫目玉背負練筒 3 明治六五月御払

是者安政四巳年於御側藤村庄太
郎江製作方被仰付、同年カ様糺
明済、

204
三拾九番

壱弐三 唐銅弐百目玉御筒 3 未十二月御払

「三拾九番」の上部に付箋で「来
冬御払」とあり。

「是者文久三年亥八月鷲見傳三郎
より献上相成、」

205 四 唐銅弐百目玉御鋳形 1 御払候 文久三年亥十二月御出来、
206 五 大鋳鍋 1 御払候 文久三亥年十二月御出来、

※本表は「文化六年巳正月改　御鉄炮帳　壱」（帳簿（１））に記載された鉄炮および附属品を一覧にした表である。
・事項の記載方法は、帳簿の表記に拠った。
・通番は筆者が整理のため独自に付した番号であり、帳簿中の番号は「箱番号」および「朱番号」の項に記載している。
・「同断」や補足すべき事項には（　）を用いて記載した。
・徳川美術館の伝存作例と比定できる鉄炮は「その他情報」の項に徳川美術館で用いている作品番号を【　】で記載した。
・判読不明の文字は□で示し、読点は筆者が適宜付した。その他情報に記すべき事項が複数ある場合は「　」を用いて区別した。
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通番 箱番号 朱番号 鉄炮名称・作者 員数 長さ 形状ほか 台の素材
ほか その他情報

1

壱番

壱 鉄四匁玉御筒　清尭張 1 3尺3寸2分 金御紋万字象眼御金具赤銅
慶長十八年丑十一月吉日 樫

2 弐 鉄三匁五分玉御筒　清尭作 1 3尺4寸7分 角御筒金象眼香車御金具赤
銅 樫

3 三 刃鉄重張鉄三匁八分角御筒
清尭作 1 3尺4寸9分 御紋筆金象眼御金具赤銅

慶長十九年戌（寅）五月吉日 樫

4 四
南蛮鉄石火矢鉄面二重張
同（鉄）四匁玉角御筒
野田善清尭作

1 3尺5寸5分 桐之塔金象眼御金具赤銅
慶長十五年戌二月吉日 樫

5 五
刃鉄重張
同（鉄）三匁五分玉角御筒
清尭作

1 3尺3寸 御金具赤銅、
巣内キズ有、 樫

6 六
三重張
同（鉄三匁五分玉角御筒）
清尭作

1 3尺6寸7分 金御紋亀甲象眼御金具赤銅
慶長十六年十月吉日 樫 【銃砲3】

7 七 巻張四分七厘玉角御筒
芝辻小兵衛清正作 1 3尺

梅金象眼御金具赤銅
地板ニ金之丸象眼入
延宝七未十一月吉日

樫

8 八 八分玉角御筒
同人（芝辻小兵衛清正）作 1 3尺3寸 御金具赤銅 樫

9 九
以南蛮鉄大筒鉄重張三匁五分玉角
御筒　
芝辻作

1 3尺5寸
御金具赤銅銀筋入、
巣内不勝かまて先キ刻有
ル、

樫

10

拾

惣巻張三匁五分玉角御筒
芝辻理右衛門作 1 3尺3寸 御金具真鍮 樫

11 かるこ 4

12 御鉄炮袋 11
内、萌黄羅紗九ツ
　内御ひも不足、
黒羅紗弐ツ

13

弐番

壱 イキリス六匁玉御筒　無銘 1 5尺4寸8分 金銀重象眼火蓋金御紋附
御金具真鍮惣毛彫 桐 【銃砲1】

14 弐 五匁四分玉角御筒　無銘 1 3尺9寸7分 御金具四分一 樫

15 三 六匁玉御筒　無銘 1 4尺1寸3分 銀象眼御金具鉄 しおし
（塩地） 【銃砲4】

16 四 巻張三匁五分玉御筒
芝辻小兵衛作 1 5尺2分 御金具四分一 桑

17 五 青苻巻張壱匁玉御筒
芝辻清正作 1 4尺5寸3分 御金具四分一 樫 【銃砲56】

18 九 鉄六匁玉角御筒　無銘 1 4尺3寸 御金具真鍮 樫

19 六 南蛮下張六匁玉御筒　清尭作 1 4尺4寸9分
巣口四分九厘金爪之象眼
御金具四分一
慶長十六年亥五月吉日

樫

20 七 四匁五分玉御筒　野田善清尭作 1 4尺 管巠四分四厘
御金具四分一 樫

21

八

六匁玉御筒　無銘 1 3尺6寸9分 銀象眼人形毛彫御金具赤銅 樫

22 古臺 1 是者嘉永七寅年五印青苻巻張壱匁玉御筒
附御臺、新規出来候付御不用之分、

23 かるこ 3

24

三番

壱 以青苻鉄三重張三匁五分玉御筒　
芝辻小兵衛清正　同彦八清元 1 2尺5寸3分 金象眼御金具赤銅 樫

25 弐 以青苻鉄重張八分玉御筒
芝辻小兵衛清正　同彦八清元 1 2尺5寸 御金具赤銅 樫

26 三 六匁玉角御筒　清尭張 1 2尺4寸6分 御金具四分一 樫

27 四 完粟刃張拾匁玉柑子口御筒
国友甚兵衛重当作 1 2尺3寸 銀桜象眼御金具鉄象眼入

明暦三年酉正月吉日
樫、
但接臺、

拝借不相済筈、
【銃砲29】

28 五 地鉄鍛張五拾匁玉田村矢御筒
芝辻小兵衛清正作 1 2尺 丸御筒真鍮矢倉附

御金具赤銅
樫、
黒附、

29 六 南蛮御筒六匁玉筋小路口御筒
無銘 1 1尺6寸 彫物有御金具鉄真鍮 樫、

黒附、

30 七 南蛮三匁八分玉柑子口御筒
無銘 1 1尺1寸1分 鍾鬼象眼御金具真鍮 樫、

黒附、
31

八

鉄弐匁玉短御筒 2 1尺 御金具真鍮 樫
32 御鉄炮下袋 2
33 緋羅紗上袋 1
34 黒塗御紋付口薬入 1

35

四番

壱 四匁八分玉角御筒
野田善清尭張 1 4尺5分 金御紋御金具四分一 樫

36 弐 六匁玉角御筒　善四郎　無銘 1 4尺8分 御金具四分一
（合点）篭鋲損し、 樫

37 三 三匁五分玉角御筒　無銘 1 3尺3寸 巴筋真鍮象眼御金具赤銅 樫

38 四 三匁五分玉角御筒　
松屋半九郎長政作 1 3尺1寸5分 御金具真鍮、目当なし、 樫

39 五 三匁五分玉角御筒
芝辻勝左衛門作 1 3尺1寸 御金具真鍮、

留之金不足、 樫

表2　「御側御筒目録」（帳簿（2））
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40
六

三匁五分玉角御筒
同人（芝辻勝左衛門）作 1 3尺1寸 御金具真鍮、

二之鋲不足、 樫

41 かるこ 3

42

五番

壱
以青苻鉄三重張
三匁五分玉角御筒
芝辻小兵衛清正　同彦八清元作

1 3尺5寸 金象眼御金具赤銅 樫

43 弐 三匁五分玉角御筒
芝辻清吉助舎作 1 3尺3寸 御金具真鍮 樫

44 三 三匁五分玉角御筒
芝辻勝左衛門作 1 3尺2寸 御金具真鍮、

御臺金物共損、 樫

45 四 壱匁五分玉柑子口御筒　
桑屋清太夫常長作 1 2尺3寸 ぶどう象眼御金具真鍮 樫 【銃砲65】

46 五 三匁五分玉角御筒
芝辻勝左衛門作 1 3尺 御紋桔梗金象眼御金具赤銅 樫

47 六 三匁四分玉角御筒　銘不見 1 3尺3寸5分 御金具真鍮 樫

48 七 三匁五分玉角御筒　清尭作 1 3尺1寸8分 御紋鷹之羽金象眼
御金具四分一 樫

49 八
刃鉄二重張
三匁五分玉柑子口御筒
長政作

1 2尺3寸 重象眼御金具赤銅
火蓋雨覆象眼入 樫 【銃砲66】

50 九 三匁五分玉角御筒　清尭作 1 3尺5寸 桔梗金銀鷹之羽金紋象眼
御金具四分一 樫

51 拾 三匁五分玉御筒　芝辻理三郎作 1 3尺3寸 金具真鍮 樫
52 拾一 同（三匁五分玉）鋳形 1
53 拾二 ヒ鋳鍋 3 箱入

54

六番

壱 九やう四分七厘玉角御筒　
讃州国友七左衛門張 1 2尺5寸

御紋金高象眼九曜象眼入
御金具真鍮、
天井鋲丸座なし、

樫、
但 御 臺 先
キ損シ、

（挟み込みの紙片）
「壱弐番御筒弐挺、御鋳形壱箭添、文久
三亥年九月廿四日　御屋形御用ニ而差上
置候処、慶応二年春玄同様　御参府之
砌、弐印御筒壱挺御下ケ相成、」

55 弐 とんぼう四分七厘玉角御筒
同人（讃州国友七左衛門張） 1 2尺8寸5分

御紋金高象眼蜻蛉象眼入
御金具真鍮、
但雨覆間之金不足、
錜抜かたく籠鋲損、

槐 【銃砲20】

56 三
茶のミ三星
三匁五分玉筋柑子口御筒　
松屋半九郎張

1 3尺 茶之実三星象眼入御金具
真鍮

槐、
但 御 臺 ニ
損し有ル、

57 四 南蛮筒三匁五分玉筋柑子口御筒
無銘 1 3尺4寸5分 唐草人形象眼入御筒御金具

四分一 樫

58 五 二文字三匁五分玉角御筒
芝辻清正張 1 3尺3分 御紋金二ッ引象眼御金具

四分一 樫

59 六 桔梗三匁五分玉筋小路口御筒　
芝辻勝左衛門張 1 3尺5分 御紋金象眼桔梗象眼入御金

具赤銅 樫

60 七 三匁五分玉角御筒
松屋久太夫張 1 3尺3寸

御金具四分一、
但損シ有、地板鋲壱本不
足、

槐

61 八 三匁五分玉角御筒
芝辻甚三郎作 1 3尺3寸 御金具四分一 しをじ

（塩地）

62 九 三匁五分玉筋柑子口御筒
芝辻勝左衛門張 1 3尺7寸

象眼入御筒御金具赤銅、
但間之金不足、先キセん
穴壱ツ損し、

樫

63 拾 三匁五分玉小路口御筒
松屋半九郎張 1 3尺8分

象眼入史魚文字有之御金具
四分一、
但地板鋲不足、

樫 【銃砲25】

64 拾一 三匁五分玉角御筒　
芝辻勝左衛門張 1 3尺5分 御金具真鍮、

但御金具不足、 樫

65
拾二

三匁五分玉角御筒　
松屋久太夫張 1 3尺3寸1分 御金具四分一、

用心金上鋲不足、
樫、
但御臺損、

66 三匁五分玉鋳形 1
67 調火縄懸 1

68

七番

壱 三匁五分玉角御筒　
国友勝左衛門作 10 1尺2寸 御金具真鍮帯懸ヶ附、

但腰差、 沢栗

69 弐

玉薬袋
　内ニ
　　早篭　拾放分ツヽ
　　火縄　壱懸ツヽ
　　口薬入　壱ツヽ
　　火打道具帯車ニ入　壱ツ宛

10

70

八番
御挟箱
壱荷

壱 三匁五分角御筒　
国友勝左衛門張 10 1尺2寸 御金具真鍮帯懸付、

但腰差、 沢栗 【銃砲37】【銃砲38】

71 弐

玉薬袋
　内
　早合　拾放分宛
　火縄　壱懸宛
　口薬入　壱宛
　火打帯車ニ入　壱ツ宛

10

72 九番
御鉄炮箱 唐金百匁玉五寸御筒 1 （5寸） 御紋附 右者御松明方之者定御預りニ而、年々不

及返上御松明方ニ差置候、
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73

拾番
御鉄炮長
持

壱

唐銅折返御筒　無銘 1 1尺8寸
但柑子口御筒、
三匁五分玉三放出、
御金具真鍮、

樫 箱入

74 鋳形　鉄唐銅 2
75 瓢形胴薬入 1
76 桐断（瓢形）口薬入 1
77 御筒笠 1
78 斗合 1
79 かるこ 1

80 弐 腰差御鉄炮　芝辻彦八郎作 1 1尺2寸

丸柑子口御筒三匁五分玉
御金具真鍮、火挟ひとり
上り口薬火蓋之内江入帯
懸付、
臺裏早篭八放分付、

樫 箱入

81 三 三挺仕込御筒 1
82 四 唐金百匁玉御鉄炮　辻弥兵衛作 1 9寸 御臺附
83 五 三匁五分玉短御筒 1 南蛮象眼 臺なし

84 六 三匁五分玉短御筒 1 金物損し、
火打附ニ而壱箱ニ入、 臺損し

85 七印三匁五分玉御筒之儀者、箕浦貞助在勤之頃、卯九月八日出候趣、元帳ニ見ル、

86 八 鋳鍋 5
「箱入」
「宝暦四年戌壬二月廿六日関又左衛門ゟ
請取、此所江入、」

87 九 三匁玉角御筒 1 3尺3寸 御金具真鍮、
御鋳形添、 樫 寛政元酉年、芝辻長三郎ゟ差上ル、

88
拾

鋳鍋　御鋳形壱箭添 5
89 かるこ 1

90 拾壱番上 鉄百目玉抱御筒　国友甚太郎 1 2尺3寸 御金具真鍮火挟鉄 御臺樫 「箱入、」
「右者御松明方江年々拝借相済、」

91 拾壱番下 鉄百目玉抱御筒　国友九左衛門 1 2尺3寸 御金具真鍮火挟鉄 樫

「箱入、」
「右者御松明方江年々拝借相済、」
「右拾壱番上下御筒之儀、嘉永七寅年三
月江戸表江御差下ニ付、弐挺入御箱新規
出来之上、左之通附属之品出来、
　一、鋳鍋　壱枚
　一、棯抜　壱本
　一、銓抜　壱本
　一、口薬入　弐ツ
　一、洗軽子　壱本
　一、雑巾　弐ツ
　一、斗合　四ツ
　一、玉　弐拾
　一、火打道具　壱通
　一、セヽり　四本
　一、槌大小　弐本
　一、油紙　弐枚
　一、火縄　六把
　　　　　　　　　　以上」

92 拾弐番 唐金百目玉飛龍御筒 1 1尺8寸

「箱入、」
「右御筒延享四年卯七月遠山大膳ゟ相廻
ス、」

【銃砲52】
93 拾三番 朱塗鉄百目玉引落御筒　無銘 1 2尺4寸5分 御金具真鍮火挟鉄 右者御松（明）方江年々拝借相済、

94 拾四番 鉄百目玉引落御筒
国友甚次郎重政作 1 2尺5寸 御金具真鍮火挟鉄、

但遣金付、 右者御松明方江年々拝借相済、

95
拾五番

唐銅五拾目玉御筒　 3 2尺2寸 御金具真鍮、
鋳形壱箭添、 樫 「三箱ニ入、」

「右者御松明方江年々拝借、」

96 鉄五拾目玉抱御筒　
芝辻茂右衛門作 1 2尺2寸 御金具真鍮 樫 「箱入、」

「天保十亥年新規御張立、」

97

拾六番

三匁五分玉小路口御筒　清尭作 2 3尺7寸 御金具赤銅　
樫、
黒 塗 金 御
紋付、

98 下袋
2通
り宛
添　

浅黄羽二重萌黄紉付不足
99 上袋 猩々緋御紋付裏萌黄茶丸

100 胴薬入玉袋口薬入
何連茂革包青染塗金御紋
金物赤銅
紅紉付

101 セヽり 銀筒赤銅

102

拾七番上

壱 三匁五分玉角御筒
芝辻理右衛門張 1 3尺 御金具真鍮 樫

103 弐 三匁五分玉角御筒
芝辻藤右衛門張 1 3尺 御金具真鍮 樫

104 三 同（三匁五分玉角御筒）
無銘 1 （3尺） 右同断（御金具真鍮） （樫）

105 四 同（三匁五分玉角御筒）
同（無銘） 1 （3尺）　 右同断（御金具真鍮）、

用心金鋲壱本不足、 （樫）

106 五 同（三匁五分玉角御筒）
同（無銘） 1 （3尺） 右同断（御金具真鍮） （樫）

107 緋羅紗御鉄炮袋 5
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108

拾七番下
杉箱壱ツ

胴薬入 5 臘色中貫菱御紋付
109 玉袋 5 萌黄紋羅紗紉萌黄綿打
110

口薬入
5 黒革中貫菱御紋付

111 20 黒塗

112 胴らん 5 青漆革中貫菱御紋付紉萌黄
錦打

113 火縄紺木綿 5
114

拾八番
御長持

壱
箱壱ツ

せゝり 4
115 斗合 5
116 真鍮矢倉 1
117 象牙口薬入 1

118 弐
箱壱ツ 御染火縄 17

119 三
箱壱ツ 尺八御胴薬入 23 鮫青貝其外品々

120 四
箱壱ツ 口薬入 28 内御紋附三ツ

121 五
箱壱ツ 御胴薬入 4 水牛三ツ、

金唐革壱、

122 六
箱壱ツ 御玉袋　品々 24

123 七
箱壱ツ 御鋳形　大小 33

124

八
白木箱
壱ツ

御早合五ツ宛入 10 内七包五添

125 上革御銃卵 1 御早合弐拾入 （付箋）「慶応元年丑九月、御用ニ而御側
江上ル、取扱松井武兵衛、」

126 御紋付金摺はがし御銃卵 1 御早合五ツ入

127 上革紋印伝御銃卵 1 御早合五ツ入、
御口薬入壱ツ、是ハ損じ、

128 上革金唐革御銃卵 1

但御早合五ツ、内三ツ五
添、
御口薬入壱ツ、
セヽり壱本、

129

九
桐の箱

御鋳鍋　　大小 15

「御鋳形入記」の書付が袋綴じの間にあ
り。

130 祢ぢ抜 7 内壱本樫
131 御火縄挟 2 但銅壱、真鍮壱、
132 目釘抜　 2 槌五本添
133 鈩 1
134 栓抜 2
135

拾
桐の箱
壱ツ

真鍮矢倉　 3 箱入
136 煮黒め目札 2
137 銅定合　大小 2 壱ツ損し、
138 斗合　品々 24 内壱ツ柄付、
139 せゝり 4
140 定合　小 3 内弐ツ象牙、壱ツ木
141 真鍮御ヒ 2
142 拾一 革御鉄炮袋　 10 但金御紋付

（挟み込みの紙片）
「真鍮御ヒ壱、定合壱、斗合壱、安政四
巳年御用ニ而出ス、」

143 拾二
春慶
塗箱
壱ツ
引出
九ツ

御早合 140
144 御鋳形 1

145 御口薬入　セゝり添 1

146 拾三
白木
御箱
壱ツ

銀唐革御銃卵　御早合弐拾玉共 1 御紉紫上袋萌黄木綿

147 銀唐革御銃卵　御早合弐拾玉共 1 御紉紫上袋萌黄木綿

148 拾四 鉄百目玉御鋳形 1 別御箱江入、
149 拾五 三匁三分玉 423 別玉箱江入、
150 拾六 三匁五分玉 3000 同断（別玉箱江入、）
151 拾七 六匁玉 180 同断（別玉箱江入、）
152 拾八 拾匁玉 178 同断（別玉箱江入、）

153

拾九番

壱 三匁玉丸筋八重小路口御筒之儀、文政四年巳五月二日矢部彦右衛門承知ニ而出候
旨、拝借帳ニ見ル、

享和元年酉二月御買上、

154 弐 四匁玉丸柑子口御筒��無銘 1 1尺2寸3分 御金具真鍮、火挟鉄、
樫、
御 臺 中 川
蔵有作、

155 三 六匁玉角柑子口御筒　無銘 1 1尺6寸6分 御金具真鍮
樫、
御 臺 中 川
孫平次作、

156 四 三匁三分玉御筒　松屋作 5 1尺2寸 御金具真鍮、
御筒ニ彫有之、二四七八九、樫

157 五 六匁玉鋳形 1
158 六 三匁三分五厘玉鋳形 1
159 七 三匁五分玉鋳形 1
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160
八

三匁三分玉鋳形 1
161 祢ち抜　 3
162

弐拾番
唐銅五拾目玉御筒 1 1尺7寸 藤唐草象眼 槐

163 唐銅鋳形 1

164 弐拾壱番 唐銅百目玉九寸御筒 1 （9寸） 真金鉄火矢筒、 御臺付 「箱入、」
「右者御松明方江年々拝借相済、」

165 弐拾弐番 鉄三拾目玉御筒 1 2尺4寸3分 金具真鍮火挟鉄、 樫 箱入、

166 番外 玉箱 1 棒せたとも、
金御紋付革覆懸、

右者文化三寅九月出来、御松明方江渡し
切ニ相成、

167 弐拾三番 唐銅弐百目玉居臺御筒 1 2尺5寸 地紋雲形、
鋳形添、 樫 「箱入、」

「文化元年子四月御買上、」

168 弐拾四番 象眼木瓜二ッ引鉄百目玉抱御筒
芝辻伝左衛門作 1 2尺3寸 鋳形唐銅　壱箭添、

箱入、

「文化四年卯九月御買上、」
「右御筒之儀嘉永七年寅三月、江戸表江
御差下ニ付、御箱新規出来之上、左之通
御附属之品出来、
　一、鋳鍋　壱枚
　一、玉　拾ヲ
　一、棯抜　壱本
　一、銓抜　壱本
　一、槌　〈大小〉弐本
　一、洗軽子　壱本
　一、雑巾　壱筋
　一、口薬入　壱ツ
　一、セゝり　弐本
　一、斗合　〈赤銅〉壱本
　一、火打道具　壱通
　　　　但袋〈江〉入
　一、火縄　三把
　一、油紙　壱枚
　　　　　　　　　　　　　　以上」

169 弐拾五番 唐銅百弐拾目玉居臺御筒 1 3尺5寸 唐銅鋳形壱箭、
「文化五年辰十二月御買上、」
「本文御筒明治元年　御鋳潰之上、四斤
施條砲御鋳造ニ相成、」

170 弐拾六番 唐銅弐百目玉居臺御筒 1 3尺5寸 唐銅鋳（朱字）「形」壱箭箱
入添

槐、
摺臺添、 文化五年辰十二月御買上、

171

弐拾七番

鉄百目玉抱御筒乾 1 2尺3寸

御金具真鍮火挟鉄、
唐銅香箱鋳形壱箭
　　芝辻小兵衛
　　同（芝辻）佐蔵

樫
「文化九年申二月新規張立、力様済、」
「右鋳形弐箭共文化十一戌十二月原田清
蔵作、」

172 鉄百目玉抱御筒坤 1 2尺3寸

御金具真鍮火挟鉄、
唐銅香箱鋳形壱箭
　　国友勝左衛門重当
　　同（国友）鉄三郎作

樫

173 弐拾八番 唐金三百目玉揚矢御筒 1 1尺8寸 荻野流与アリ、 文化七午年十一月御買上、
174 弐拾九番 唐銅四百目玉田村矢御筒 1 1尺9寸 金具真鍮 樫 文化七午十一月御買上、

175 三拾番 伊賀張鉄百目玉抱御筒 1 2尺3寸

金具真鍮、
唐銅香箱鋳形壱箭、文化
十一年戌十二月、原田清蔵
作、

樫 文化七午年四月御買上、

176 三拾壱番 鉄百五拾目玉抱御筒 1 2尺3寸
御金具真鍮、
新規出来唐銅香箱鋳形壱
箭、水野鉄之助作、

樫
「文化十一戌年七月御買上、」
「右者百目玉之処、百五拾目玉ニ繰廣ヶ、
箕浦貞助流儀之仕立ニ相成候事、」

177 三拾弐番 唐銅百目玉棒火矢居臺御筒 1 2尺1寸 文化十一年戌七月御買上、

178 三拾三番 唐銅百目玉居臺御筒
辻弥兵衛政種作 1 3尺 唐銅香箱鋳形壱箭、文化

十一戌十二月原田清蔵、 槻

「文化十一戌年七月御買上、」
「右御筒之儀、嘉永七寅年三月江戸表江
御差下ニ付、御箱并左之通り御附属之品
出来、
一、鋳鍋　壱枚
一、玉　拾ヲ
一、棯抜　壱本
一、槌　壱本
一、洗軽子　壱本
一、雑巾　壱筋
一、口薬入　壱ツ
一、火打道具　一通
　　但袋江入、
一、火縄　三把
一、火縄挟　弐本
一、赤銅斗合　壱本
一、油紙　壱枚
　　　　　　　　　以上」

179 三拾四番
星山流
唐銅百目玉棒火矢居臺御筒
原田清蔵作

1 2尺2寸

文化十二亥冬、代金弐拾両にて、中山文
左衛門ゟ御買上之処、天保十四卯五月同
流都筑熊治ゟ願之趣有之、蛯江理満右衛
門殿・中野惣右衛門殿取扱ニ而御差戻相
成、天保十五辰年再上納之上、弘化三午
年五月猶又御差戻相成候事、

180

（付箋）
「（朱字）「御召」
一、藤巻張拾匁玉御筒弐挺
是者嘉永六丑年新規御出来　御上下之節々為御持相成、御金具赤銅、御臺樫、春慶塗御箱入、
御附属之品々御鉄、筒頭ゟ差上ル、」

この鉄炮の情報は、「三拾四番」の鉄炮
の情報の上に貼り付けられている。

【銃砲41】【銃砲42】
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181 三拾五番 鉄百目玉火門自開抱御筒 1 2尺3寸

御金具真鍮、
鋳形壱箭
　芝辻茂右衛門
　芝辻小兵衛
　国友鉄三郎
　芝辻伝左衛門作

樫
文政三辰年七月箕浦貞助流儀を以新規張
立被　仰付候処、他流江拝借ス、相済候
事、

182

三拾六番

壱 鉄拾匁玉御筒 1 2尺3寸 金具真鍮 樫

183 弐
（朱字）「御召」
鉄六匁玉巻張御筒
摂州住国友弥兵衛尉作

1 2尺 金具真鍮 樫

184 三 鉄拾匁玉御筒　無銘 1 2尺5寸 御金具真鍮 樫 享和元酉年御買上、

185 四 鉄拾匁玉御筒 1 2尺3寸 金具真鍮 樫、
黒塗、 文化十年御買上、

186 五 鉄拾匁玉御筒　松屋作 1 2尺1寸7分 御金具真鍮 樫 文化三子年御買上、

187 六 鉄拾匁玉御筒　
国友九左衛門重当作 1 2尺5寸 御金具真鍮 樫 文政元年寅十二月御買上、

188 七 鉄拾匁玉御筒�　籃屋勝左衛門作 1 2尺3寸

189 八
（朱字）「御召」
藤巻張鉄三匁五分玉御筒
江州国友藤兵衛能当作

1 3尺3寸 御金具真鍮 樫 嘉永六丑年九月御臺金具出来、別箱江入、

190 九 三匁五分玉角御筒
芝辻理右衛門助長作 1 3尺3寸 御金具真鍮 樫 （朱字）「〇」一、九番拾番御筒之儀無之

候処、三匁五分玉御筒弐挺御鋳形壱箭添
御鉄炮張ゟ差上候付、右御番立之内江割
入、八番御筒共都合三挺鋳形壱箭入、別
御箱江相納置、

191 拾 三匁五分玉角御筒
芝辻理右衛門助久作 1 3尺3寸 御金具真鍮 樫

192 拾一 鉄六匁玉御筒　無銘 1 2尺2寸7分 御金具真鍮 樫 文化十三子年冬御買上、
193 拾二 拾匁玉御鋳形 1 享和元酉年御買上、
194 拾三 拾匁玉御鋳形 1 文政四巳年御買上、

195 拾四 ヒ鋳鍋 3
（付箋）「十八番長持へ入、」
「天保十四卯年閏九月芝辻理三郎より差
上ル、」

196 三拾七番 鉄弐拾目玉御筒　重当作 1 2尺3寸
雨覆鉄金具真鍮、
鋳形壱箭添、文政四巳年御
買上、

樫　 文政三辰年十二月御買上、

197

三拾八番
（ 付 箋 ）
「吟味」

壱弐三印
壱貫目玉背負練筒 3

「是者安政二卯年於　御側藤村庄太郎稽
古場江製作方被　仰付、力様糺明済之上
差上ル、」

「右御筒之儀御手入筋ニ付藤村庄太郎江当
分御預ヶ相成、但御筒壱挺毎ニ御半櫃江
入、棒細引共添渡ス、」

198
（付箋）「高麗」
�四五六印　
同断（壱貫目玉背負練筒）

3
「是者安政四巳年、右同様庄太郎ゟ御側江
差上ル、」

「右御筒之儀当分遂涼閣ニ差置、」

199 百目玉鉄丸 620 是者文久三年亥十二月、水野太郎左衛門
より御買上、

200 弐百目玉鉄丸 300 是ハ文久三年亥十二月、水野太郎左衛門
より御買上、

201 鉄丸弐百目玉 300
右同節（文久三年亥十二月、水野太郎左
衛門より御買上）、新御殿江御買上之分
慶応元年丑八月麗御土蔵江納ル、

202 八十目玉練筒 1
慶応二年二月力様、拾五匁
御鋳形無之ニ付、安藤雲平
稽古場ニ而玉製作取計、

是者元治元年子春御上京之節江州百姓共
より献上ニ付、当分丑寅御櫓江相納置、

203 御鉄炮玉薬箱 2 是者御多門ニ有之候付、元治元年子十一
月扣御土蔵江相納置、

※本表は「御側御筒目録」（帳簿（2））に記載された鉄炮および附属品を一覧にした表である。
・事項の記載方法は、帳簿の表記に拠った。
・通番は筆者が整理のため独自に付した番号であり、帳簿中の番号は「箱番号」および「朱番号」の項に記載している。
・「同断」や補足すべき事項には（　）を用いて記載した。
・徳川美術館の伝存作例と比定できる鉄炮は「その他情報」の項に徳川美術館で用いている作品番号を【　】で記載した。
・読点は筆者が適宜付した。その他情報に記すべき事項が複数ある場合は「　」を用いて区別した。
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通番

通番と
の対照

箱番号 朱番号 鉄炮名称・作者 員数 長さ 形状ほか 台の素材
ほか その他情報

帳 簿
（1）

帳 簿
（2）

1 1 1

壱番
御鉄炮箱

御鉄炮　清尭張 1 3尺3寸2分 四匁玉角御筒金御紋万字象眼御金具
赤銅 樫

2 2 2 　 御鉄炮　清尭作 1 3尺4寸7分 三匁四分玉角御筒金象眼香車御金具
赤銅 樫

3 3 3 刃鉄重張御鉄炮　清尭作 1 3尺4寸9分 三匁八分玉角御筒御紋筆金象眼御金
具赤銅 樫

4 4 4
南蛮鉄石火矢鉄而二重張
御鉄炮　
野田善清尭作

1 3尺5寸5分 四匁玉角御筒桐之洞金象眼御金具赤
銅 樫

5 5 5 刃鉄重張御鉄炮　清尭作 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒赤銅御金具、
巣内疵有、 樫

6 6 6 三重張御鉄炮　清尭作 1 3尺6寸7分 三匁五分玉角御筒金御紋亀甲象眼御
金具赤銅 樫 【銃砲3】

7 7 7 巻張御鉄炮　
芝辻小兵衛清正作 1 3尺

四分七厘玉梅金象眼角御筒御金具赤
銅、
地板ニ金之丸象眼入

樫
もともと「五分」と書かれて
いたところ、「四分七厘」と
訂正されている。

8 8 8 御鉄炮　
芝辻小兵衛清正作 1 3尺3寸 三分玉角御筒御金具赤銅 樫

9 9 9 以南蛮鉄大筒鉄重張御鉄炮
芝辻作 1 3尺5寸

三匁五分玉角御筒金象眼御金具赤銅
銀筋入、
巣内不勝かまて先キ刻有ル、

樫

10 10 10 惣巻張御鉄炮　
芝辻理右衛門作 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒御金具真鍮 樫 この鉄炮の情報は、付箋に書

かれ、貼り付けられている。
11 11 11 かるこ 4

12 12 12

御鉄炮袋
　萌黄羅紗　九ッ　
　　内御ひも不足
　黒羅紗　弐ツ

11

13 13 13

弐番
御鉄炮箱

イキリス御鉄炮　無銘 1 5尺4寸8分
玉目差渡五分二厘六匁玉ニ候哉、
金銀重象眼火蓋金御紋附御金具真鍮
惣毛彫

桐 【銃砲1】

14 14 14 御鉄炮　無銘 1 3尺4寸9分 五匁四分玉角御筒御金具四分一 樫

15 15 15 御鉄炮　無銘 1 4尺1寸3分 玉目指渡五分二厘六匁玉ニ候哉、
銀象眼御金具鉄銀象眼

しをじ
（塩地） 【銃砲4】

16 16 16 巻張御鉄炮
芝辻小兵衛作 1 5尺2分 三匁五分玉御金具真鍮 桑

17 17 17 青苻巻張御鉄炮
芝辻清正作 1 4尺5寸3分 壱匁玉御金具四分一 樫 【銃砲56】

18 18 19 南蛮下張御鉄炮　清尭作 1 4尺4寸9分 玉目差渡四分九厘六匁玉ニ候哉、
金爪之象眼御金具四分一 樫

19 19 20 御鉄炮　野田善清尭作 1 4尺 玉目差渡四分四厘四匁五分ニ候哉、
御金具四分一、 樫

20 21 23 かるこ 3

五番に「一、かるこ　三本、
但シ弐番ニ有之」と書かれて
いたが、上から紙が貼られ、
見えないようになっているこ
とから、元は五番の箱に入っ
ていたと思われる。

21 20 21 御鉄炮　無銘 1 3尺6寸9分 巣口五分二厘六匁玉ニ候哉、
銀象眼人形毛彫御金具赤銅、 樫

22 23 24

三番
御鉄炮箱

以青苻鉄三重張御鉄炮
　　芝辻小兵衛清正
　　同彦八清元

1 2尺5寸3分 三匁五分玉金象眼御金具赤銅 樫

23 24 25
以青苻鉄重張御鉄炮
　　芝辻小兵衛清正
　　同彦八清元

1 2尺5寸 但八分玉御金具赤銅 樫

24 25 26 御鉄炮　清尭張 1 2尺4寸6分 六匁玉角御筒御金具四分一 樫

25 26 27 完栗刃張御鉄炮　
国友甚兵衛重当作 1 2尺3寸 十匁玉小路口御筒銀ニ而桜象眼御金

具鉄象眼入 樫、但接【銃砲29】

26 27 28 地鉄鍛張御鉄炮　
芝辻小兵衛清正作 1 2尺

丸御筒五十匁玉田村矢御筒真鍮矢倉
付
御金具銅

樫、黒付

27 28 29 南蛮御筒御鉄炮　無銘 1 1尺6寸 六匁玉筋小路口御筒彫物有御金具鉄
真鍮 樫、黒付

28 29 30 南蛮御鉄炮　無銘 1 1尺1寸1分 三匁八分玉小路口鐘鬼象眼御金具真
鍮 樫、黒付

29 37 37

四番
御鉄炮箱

御鉄炮　無銘 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒巴筋真鍮象眼御金
具赤銅

樫、
損シ有リ

30 38 38 御鉄炮　
松屋半九郎長政作 1 3尺1寸5分 三匁五分玉角御筒御金具真鍮

樫、
但目当な
し

31 39 39 御鉄炮　
芝辻勝左衛門作 1 3尺1寸 三匁五分玉角御筒御金具真鍮

樫、
但留ノ金
不足

表3　「享和三亥年改　御鉄炮帳」（帳簿（3））



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
二
五

32 40 40 御鉄炮　
芝辻勝左衛門作 1 3尺1寸 三匁五分玉角御筒御金具真鍮

樫、
二ノ鋲不
足

33 41 41 かるこ 3

34 42 42

五番
御鉄炮箱

以青苻鉄三重張御鉄炮
　　芝辻小兵衛清正
　　同彦八清元作

1 3尺5寸 三匁五分玉角御筒金象眼御金具赤銅 樫

35 43 43 御鉄炮　芝辻清吉助舎作 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒御金具真鍮 樫

36 44 44 御鉄炮　芝辻勝左衛門作 1 3尺2寸 三匁五分玉角御筒真鍮御金具

樫、
但御臺金
物とも損
し、

37 45 45 御鉄炮　
桑木屋清太夫常長作 1 2尺3寸 弐匁玉小路口御筒ぶどう象眼御金具

真鍮 樫 【銃砲65】

38 46 46 御鉄炮　芝辻藤右衛門作 1 3尺 三匁五分玉角御筒御紋桔梗金象眼御
金物赤銅 樫

39 47 47 御鉄炮　銘不見 1 3尺3寸5分 三匁四分玉角御筒御金具真鍮 樫

40 48 48 御鉄炮　清尭作 1 3尺1寸8分 三匁五分玉角御筒御紋鷹之羽金象眼
御金具四分一 樫

41 49 49 刃鉄二重張御鉄炮
長政作 1 2尺3寸

三匁五分玉小路口御筒重象眼御金具
赤銅、
火蓋雨覆象眼入、

樫 【銃砲66】

42 ― ― 新御筒巻張御鉄炮
芝辻理右衛門作 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒御金具真鍮 樫

この鉄炮の後に「一、かるこ
　三本、但シ弐番ニ有之」と
書かれていたが、上から紙が
貼られ、見えないようになっ
ている。

43 ― ― 御鉄炮 1 2尺3寸 拾匁玉御筒御金具真鍮 樫

44 ― 54

六番
御鉄炮箱

九ゆう御鉄炮　
讃州国友七左衛門張 1 2尺5寸 五分玉角御筒御紋金高象眼九曜象眼

入御金具真鍮

樫、
但御臺先
損シ、天
井鋲丸座
なし、

45 55 55 とんぼう御鉄炮　
讃州国友七左衛門張 1 2尺8寸5分 五分玉角御筒御紋金高象眼蜻蛉象眼

入御金具真鍮

槐、
留之金雨
覆不足、

【銃砲20】

46 56 56 茶のミ三星御鉄炮　
松屋半九郎張 1 3尺 三匁五分玉筋小路口御筒

茶ノ実三星象眼入御金具真鍮

槐、
御臺損有
之、

47 57 57 南蛮筒御鉄炮　無銘 1 3尺4寸5分 三匁五分玉筋小路唐艸人形象眼入御
筒御金具四分一 樫

48 58 58 二文字御鉄炮　
芝辻清正張 1 3尺3分 三匁五分玉角御筒金二ッ引象眼御金

具四分一 樫

49 59 59 桔梗御鉄炮　
芝辻勝左衛門張 1 3尺5分 三匁五分玉筋小路御筒御紋金高象眼

桔梗象眼入御金具赤銅 樫

50 60 60 御鉄炮　松屋久太夫張 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒御金具四分一、
地板鋲壱本無、

槐、
但シ損シ
有、

51 61 61 御鉄炮　芝辻甚三郎張 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒御金具四分一 しをじ
（塩地）

52 62 62 御鉄炮　芝辻勝左衛門張 1 3尺7寸 三匁五分玉筋小路口象眼入御筒
御金具赤銅

樫、
但間之金
不足、先
せんあな
一ッ損、

53 63 63 御鉄炮　松屋半九郎張 1 3尺8分
三匁五分玉小路口御筒象眼入史魚文
字有之御金具四分一、
地板鋲不足、

樫
（付箋）「寅二月御手入ニ出
候、」

【銃砲25】

54 64 64 御鉄炮　芝辻勝左衛門張 1 3尺5分 三匁五分玉角御筒御金具真鍮、
御金具不足、 樫

55 65 65 御鉄炮　松屋久太夫張 1 3尺3寸1分 三匁五分玉角御筒御金具四分一、
但御臺損ト用心全上鋲不足、 樫

56 66 66 鋳形　三匁五分 1 （付箋）「寅二月御手入御用ニ
相出候、」

57 67 67 銅火縄掛 1

58 195 189
稲富流藤巻張鉄三匁五分玉
御筒　
江州国友藤兵衛能當作

1 3尺3寸 御金具真鍮 樫
この鉄炮の情報は、付箋に書
かれ、「銅火縄掛」の上部に
貼り付けられている。

59 68 68

七番
御鉄炮御
長持

御鉄炮　国友勝左衛門作 10 1尺2寸
三匁五分玉角御筒御金具真鍮帯掛
付、
但腰差、

澤栗

60 69 69

玉薬袋
　　早合拾放分宛
　　火縄壱懸宛
　　口薬入壱ッ宛
　　火打帯車ニ入壱宛

10

61 70 70
八番
御挟箱
壱荷

御鉄炮　国友勝左衛門張 10 1尺2寸
三匁五分玉角御筒御金具真鍮帯懸
付、
但腰差、

沢栗 【銃砲37】【銃砲38】
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記
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一
二
六

62 71 71

玉薬袋
　　早合拾放分ツヽ
　　火縄壱懸ツヽ
　　口薬入壱ツヽ
　　火打帯車ニ入

10

63 72 72 九番
御鉄炮箱 唐金百目玉五寸御筒 1 （5寸） 御紋附

右者御松明方之者定御預、
（朱字）「年々返上不致御松明
方ニ差置候、」

64 73 73

拾番
御鉄炮御
長持

一

唐銅折返シ御筒　無銘　 1 1尺8寸 小路口御筒三匁五分玉三放出、
御金具真鍮、 樫 箱入

65 74 74 鋳形 2
66 75 75 瓢形胴薬入 1
67 76 76 同（瓢形）口薬入 1
68 77 77 御筒笠 1
69 78 78 計合 1
70 79 79 かるこ 1

71 80 80 二 腰指御鉄炮　芝辻彦八郎作 1 1尺2寸
丸小路御筒三匁五分玉御金具真鍮、
火挟ひとり上り口薬火蓋之内へ入帯
懸付、

樫、
臺裏ニ早
合八放分
付、

箱入

72 81 81 三 御鉄炮　三挺掛　無銘 1 1尺5寸 三匁五分玉御金具真鍮

73 82 82 四 唐金百目玉御鉄炮
辻弥兵衛作 1 9寸 御臺附　

「仕掛道具不足有之、」と書か
れていたが、上から紙が貼ら
れ、見えなくなっている。

74 83 83 五 小御鉄炮　 1

南蛮象眼、
此御筒稲富平左衛門方ニ而御吟味之
処臺被　仰付候得者、御用立候由申
上ル、

臺なし

右壱箱ニ入、

75 84 84 五 小御鉄炮 1

右同断（此御筒稲富平左衛門方ニ而、
御吟味之処臺被　仰付候得者御用立
候由申上ル）之処臺鉄物損御用立不
申旨申上ル、

臺鉄物損

76 85 85 六 御鉄炮 1

三匁五分玉金物不足、　
右同断（此御筒稲富平左衛門方ニ而御
吟味之処臺被　仰付候得者御用立候
由申上ル）之処金物不足御修覆難成
旨申上ル、
かるこなし、

77 86 86 八 御鋳鍋　 5

「箱入、」
「右宝暦四年戌閏二月廿六日、
関又左衛門ゟ請取、此所へ入
置、」

78 87 87 七 御鉄炮 1 3尺3寸 角御筒三匁玉御金物真鍮、
御鋳形添、 樫 右者寛政元酉年、芝辻長三郎

差上ル、
79 88 88 八 御鋳鍋　御鋳形壱箭添 5

80 90 90
拾一番

上 鉄百目玉抱打御筒
国友甚六郎 1 2尺3寸 御金具真鍮火挟鉄 樫

右者御松明方之者共年々拝借
いたし来御筒、

81 91 91 十 一
番下

鉄百目玉抱打御筒
国友九左衛門 1 2尺3寸 同断（御金具真鍮火挟鉄） 樫

82 92 92 拾二番 唐金百目玉飛龍御筒　 1 1尺8寸　

「箱入、」
「此御筒延享四年卯七月遠山
大膳ゟ相廻ス、」

【銃砲52】

83 93 93 拾三番 朱塗鉄百目玉御筒芝付　
無銘 1 2尺4寸5分 鉄火挟真鍮御金具、但尾祢し、

「右者御松明方之者年々拝借
いたし来候御筒、」

「浅野三蔵張札、」

84 94 94 拾四番 鉄百目玉御筒芝付　
国友甚次郎重政作 1 2尺5寸 鉄火挟御金具真鍮、但壱金付、　

「右者御松明方之者年々拝借
致来候御筒、」

「瀬田五助張札、」

85 95 95

拾五番

唐金五十匁御筒 3 2尺2寸 御金具真鍮 樫　 右者御松明方之者年々拝借致
来候御筒、

86 96 96 鉄五拾匁玉抱御筒　
芝辻茂右衛門作 1 2尺2寸 御金具真鍮 樫

「天保十亥年、新規御張立、」
この鉄炮の情報は、付箋に書
かれ、貼り付けられている。

87 97 97

拾六番
御鉄炮箱

御鉄炮　清尭作 2 3尺7寸 小路口御筒御金具赤銅
樫、
黒塗金御
紋付、

88 98 98 下袋浅黄羽二重萌黄紐付

89 99 99 上袋猩々皮御紋付
裏萌黄茶丸

90 100 100 胴薬入玉袋口薬入 いつれも革包青漆塗金御紋金物赤銅
紅紐付

91 101 セヽリ 銀筒赤銅、弐通り充添
92 101 102

拾七番上

御鉄炮　芝辻理右衛門張 1 3尺 角御筒三匁五分玉御金具真鍮 樫
93 102 103 御鉄炮　芝辻藤右衛門張 1 3尺 角御筒三匁五分玉御金具真鍮 樫

94 103 104 御鉄炮　無銘 1 （3尺） 右同断（長三尺角御筒三匁五分玉御
金具真鍮） （樫）

95 104 105 御鉄炮　無銘 1 （3尺） 右同断（長三尺角御筒三匁五分玉御
金具真鍮） （樫）
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96 105 106
107 御鉄炮　無銘 1 （3尺）

右同断（長三尺角御筒三匁五分玉御
金具真鍮）、
袋緋羅紗中貫菱御紋附萌黄紉付五ツ
添、

（付箋）「此御鉄炮袋下之御箱江入、」

（樫）

97 107 108

拾七番下
杦箱のう
ち

胴薬入 5 臘色中貫菱御紋付
98 108 109 玉袋 5 萌黄紋羅紗紐萌黄綿打
99 109 110 口薬入 5 黒革中貫菱御紋付
100 110 111 疾筒 20 黒塗
101 111 112 胴らん 5 青漆革中貫菱御紋付紐萌黄綿打
102 112 113 火縄紺もめん 5

103 166 162 拾八番 唐銅五拾匁玉御筒 1
（「長」とだ
けあり寸法
未記入）

藤唐革付 （付箋）「弐拾番ニ御番立替
ル、」

104 157 153

拾九番

御鉄炮　無銘
（番立は二） 1 1尺1寸4分 三匁五分丸格子口御筒御金具真鍮

樫、
中川孫平
治作

「享和元年酉二月御買上ニ相
成、」

「右御筒ニ彫有之候番立左之
通、二、四、七、八、九、」

105 158 154 御鉄炮　無銘
（番立は四） 1 1尺2寸3分 五匁玉御筒御金具真鍮

樫、
中川蔵有
作

106 159 155 御鉄炮　無銘
（番立は七） 1 1尺6寸6分 六匁玉角格子口御金具真鍮

樫、
御臺中川
孫平次作

107 ― ―
御鉄炮
国友四郎左衛門重信作

（番立は八）
1 1尺5寸5分 十匁玉御筒御金具真鍮

樫、
御臺中川
蔵有作

108 160 156
鉄三匁五分玉筒　五挺揃　
松屋作

（番立は九）
1 1尺2寸 御金具真鍮 樫

109 189 183

弐拾番

巻張鉄六匁玉筒
摂州住国友弥兵衛尉作 1 2尺 但丸こうじ、御金具真鍮

樫、
臺大師堂
七左衛門
尉直之作、

「享和元年酉二月御買上ニ相
成、」

（付箋）「此弐品、古キ御帳之
節ゟ不相見候趣ニ相見候而、
今般新御帳ニハ省キ留候事、」110 190 184 鉄十匁玉筒 1 2尺5寸

111 ― ― 拾匁玉鋳形 1
112 ― ― 六匁玉同（鋳形） 1
113 ― ― 三匁三分五厘玉（鋳形） 1
114 ― ― 三匁五分玉同（鋳形） 1
115 ― ― 三匁三分玉同（鋳形） 1

116 167 164 廿一番 唐銅百目玉九寸御筒 1 （9寸） 但真金鉄火矢筒 御臺付 右者御松明方之者年々拝借致
来候御筒、

117 168 165 廿二番 鉄三拾目玉御筒 1 2尺4寸3分 御金具真鍮火挟鉄、鋳形添、 樫　

118 170 167 廿三番 唐銅弐百目玉御筒 1
（「長」とだ
けあり寸法
未記入）

鋳形添 樫　
「右者文化元年子四月御買上
相成、」
この後、8丁の白紙が挟まる。

119 169 166 玉箱 1 金御紋付革覆掛、棒せた共、

「右文化三年寅九月出来、御
松明方江渡シ切ニ相成、」
この玉箱の情報は貼り紙に書
かれている。

120 171 168 廿四番 鉄百匁玉抱御筒
芝辻伝左衛門作 1 2尺3寸 鋳形唐金一箭添　

「文化四年九月御買上ケ、」
この鉄炮の情報は朱字で書か
れている。

※本表は「享和三亥年改　御鉄炮帳」（帳簿（3））に記載された鉄炮および附属品を一覧にした表である。
・事項の記載方法は、帳簿の表記に拠った。
・通番は筆者が整理および〈表1〉・〈表2〉・〈表3〉の比較のため独自に付した番号であり、帳簿中の番号は「箱番号」および
「朱番号」の項に記載している。

・「通番との対照」の項のうち、対照不能な品については、「―」を用いて記載した。
・「同断」や帳簿に記載がなくとも補足すべき事項には（　）を用いて記載した。
・徳川美術館の伝存作例と比定できる鉄炮は「その他情報」の項に徳川美術館で用いている作品番号を【　】で記載した。
・読点は筆者が適宜付した。その他情報に記すべき事項が複数ある場合は「　」を用いて区別した。
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